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1. はじめに
1987年より深海研究に本格的に使用を開始された潜水

調査船「しんかい2000」は，その安全かつ安定した運航計

画によって，日本の深海研究のレベルを飛躍的に高めてき

た。現在の日本の深海研究が潜水調査船「しんかい6500」，

11000m級無人潜水艇「かいこう」を擁し，世界の深海研究

の最前線にあるのも，「しんかい2000」による運航と科学研

究が成功裡に進展してきたからであることは，わが国の深海

研究者の共通の認識である。しかし，これで，「しんかい

2000」の役目が終わったということでは決してない。私は，深

海調査研究委員会の委員長を２期６年間務めてきたが，そ

の間一貫して，「しんかい2000」に対する利用申請が他の深

海観測装置に比べて，圧倒的に多く，全国の研究者の間で

潜航のチャンスを獲得するために熾烈な競争がなされてきた

のが事実である。その利用申請の最も大きな部分を占めた

のが生物学研究分野からであった。この10数年の「しんか

い2000」による日本の海洋生物学者の精力的な観察研究に

よって，日本周辺海域の深海生態系は地球上で最も調査が

進み，理解されているフィールドとなっている。本報告では，

「しんかい2000」を利用して，深海生物研究の最前線を切り

開いてきた研究者が，その成果をまとめ，深海生物学研究

の更なる進展に向けて，どのような深海観測研究システムが

必要とされるかについての提言をまとめたものである。本提

言が，「しんかい2000」の研究成果を引き継ぎ発展させるた

めの，強力な次世代型の中深度潜水観測システムの開発に

結びつけば幸いである。（玉木賢策）

2.「しんかい2000」システムの歴史
2.1. 建造の経緯
潜水調査船「しんかい2000」システムは，潜水調査船「し

んかい2000」・支援母船「なつしま」・無人探査機「ドルフィ

ン-3K」から構成される。そのうち「しんかい2000」と「なつし

ま」に関する建造の経緯は，500回潜航記念時に出版された

「潜水調査船「しんかい2000」500回潜航記録海洋科学技術

センター」（1991）に詳しく述べられているので，以下に重要

な記述を抜き出した。

・1969年（昭和44）海洋科学技術審議会　第3号答申により

6000m級潜水調査船の開発の必要性を指摘

・1970年（昭和45）運輸省（当時）・日本船舶機器開発協会等

で構成要素の研究開発に着手

・1973年（昭和48）海洋開発審議会　6000m級潜水調査船

の開発の必要性を提言。これを受け，海洋科学技術セン

ターが４カ年計画で6000m級潜水調査船の実現可能性を

検討。その結果，6000m級に至る中間段階として2000m級

の開発・運用を目指すことになった

・1977年（昭和52）2000m級潜水調査船の基本設計

・1978年（昭和53）2000m級潜水調査船と支援母船の開発

建造に着手。2000m級潜水調査船は1978年（昭和53）－

1981年（昭和56）に三菱重工業株式会社神戸造船所にて

建造および試運転。支援母船は1979年（昭和54）－1980

年（昭和55）に川崎重工業株式会社神戸造船工場にて建

造および試運転。両者とも，1981年（昭和56）10月に海洋

科学技術センターに引き渡し。

・1981年（昭和56）12月－1983年（昭和58）７月試験・訓練潜航

・1983年（昭和58）８月 富山湾にて調査潜航開始

無人探査機「ドルフィン-3K」は，「しんかい2000」が潜航す

る際の事前調査や救難の目的で開発・運用された。開発の

経緯については服部ほか（1989）に詳しく記述されており，以

下に服部ほか（1989）を基にして経緯を抜き出した。

・1982年（昭和57）－1987年（昭和62）ビークル本体部：三井

造船株式会社千葉事業所にて建造および試運転。

・1983年（昭和58）－1986年（昭和61）ケーブル：三井造船，

藤倉電線，海洋科学技術センターの３者で共同開発

・1987年（昭和62）８月 海洋科学技術センターに引き渡し

後，潜航行動開始。

そして，「しんかい2000」は2002年（平成14）11月11日相模

湾で潜航（通算1411回）した後，活動は休止となった。「ドル

フィン-3K」は，2002年（平成14）９月29日小笠原諸島須美寿島

沖で潜航（通算576回）した後，運航終了となった。（藤倉克

則・田代省三）

2.2. 運航の経緯
「しんかい2000」システムの引き渡し当初は，日本で深海

潜水調査船の運航経験を持つ者がいなかったことから，海

上保安庁で潜水船「しんかい」（最大潜航深度；600ｍ）の運

航に携わっていた者，防衛庁で潜水艦の乗組員経験のある

者，深海潜水の経験者，民間潜水船の運航経験者と整備経

験者を中心に，新卒の人員並びに三菱重工からの保証技

師2名を迎えた混成チームとして運航を開始した。

運航開始当初は，公試時から問題となっていた耐圧コネ

クタへの浸水が続発し，その後の運航すら危ぶまれたが建

造造船所による同コネクタの改造とその後の運用手順の改

訂により問題が解決された。また，専用母船を新造した潜

水調査船システムの建造は世界でも画期的なことで，初代母

船船長，乗組員並びに運航チーム員による暗中模索の中，

徐々に深海調査の運用技術を開拓していった。その後の

「しんかい6500」も含め日本における深海調査システムの運

用並びに調査手法は，全てこの時期に確立された。

1990年（平成２年），「しんかい6500」の完成にともない，そ

れまでの潜水船運航経験を有する運航チーム員は「しんか

い6500」の運航に携わることになり，「しんかい2000」の運航

は，海洋科学技術センターの調査船運航会社である日本海

洋事業株式会社に引き継がれることになる。実際には，1990

年（平成２年）から海洋科学技術センターと日本海洋事業株

式会社の人員との混成チームで運航し，1993年（平成５年）

からは一部海洋科学技術センターからの人員を残しつつも

運航主体を日本海洋事業株式会社に委託，1996年（平成8

年）からは完全に日本海洋事業株式会社の運航チームにより

2002年（平成14年）の運用休止まで運航された（付表１）。

「ドルフィン-3K」は，1986年（昭和61年）４月から海洋調査

船「かいよう」に搭載され各種試験が実施された。1987年
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（昭和62年）８月に全ての試験が終了しセンターに引き渡さ

れ，以降はセンターの人員による訓練潜航が実施された。

同年12月から1988年（昭和63年）１月の中間検査において，

「なつしま」は「ドルフィン-3K」搭載のための左舷端艇甲板の

拡張，音響航法装置等の大改造が行われた。この「ドルフィ

ン-3K」が搭載されるまでの間「なつしま」ではサイドスキャン

ソーナー及びディープトウ曳航カメラシステムを用いた潜航前

の事前調査及び安全確認を実施していたが，上記改造以

降，それらの機器の同時搭載が不可能となったことに伴い，

事前調査は「ドルフィン-3K」で全て行うことになった。

「ドルフィン-3K」は，「しんかい2000」と同時に1993年（平成

５年）運航委託となり，その後日海事の人員により2002年（平

成14年）の運用終了まで運航された。（田代省三・柴田桂）

2.3. 建造に係わる技術開発
「しんかい2000」の開発が始まった1977年には，世界では

すでに第二世代の深海潜水調査船，米国WHOIの「ALVIN」

（最大潜航深度4000m）や仏国CNEXO（現IFREMER）の

「CYANA」（最大潜航深度3000m）が深海底の調査に大活

躍していた。第一世代と第二世代との大きな違いは船体の

大きさである。第二世代ではシンタックティックフォームやチタ

ン材等，軽量高強度の材料が多用され，船体が非常に小さ

くなった。最大潜航深度こそバチスカーフと呼ばれる巨大な

第一世代，米海軍の「TRIESTE」や仏海軍の「ARCHIMEDE」

に及ばないが，小型であるため，水平方向の運動性能がよ

く，さらに母船に搭載できるため機動性にも富んでいた。第

一世代は最深部への冒険の時代であったが，第二世代に

なって，本格的な深海底調査の時代が到来した。

一方，我が国では，それまでに「よみうり号」「しんかい」

「はくよう」等が建造されたが，潜航深度は「しんかい」の

600mが最大であった。「しんかい2000」は後発で潜航深度

も2000mと「ALVIN」等に劣るが，すでに活躍していた第二

世代の潜水船を強く意識して開発された。そして，その技術

は後の「しんかい6500」の建造へとつながった。浮力材とし

ては，国産の比重0.55以下のシンタックティックフォームが開

発された。この浮力材の国産化が，「しんかい6500」用の浮

力材につながった。当時，米国は6000mクラスの浮力材を

輸出禁止にしていた。耐圧殻の材料としてはNS90と10Ni鋼

が検討されたが，溶接性等を考慮して0.2％耐力90kg/mm2

の超高張力鋼NS90が採用された。また，小型の耐圧容器

にはチタン合金が採用された。そして，「しんかい6500」では

電子ビーム溶接技術の確立により，耐圧殻，耐圧容器ともに

チタン合金となった。耐圧殻の覗き窓はコニカル型のアクリ

ル窓を採用し，「ALVIN」とは違って，３個の窓を前方に寄せ

て，できるだけ共通視界が確保できるようにした。この配置

については「しんかい6500」では変更され共通視界は狭まり，

「ALVIN」との中間となった。バッテリは当時としては高性能

の銀亜鉛電池を採用し軽量化を図った。この電池は改良さ

れ，「しんかい6500」建造時はほぼ倍の容量となった。耐水

圧コネクタの絶縁不良事故が頻発し，なんとか克服したが

「しんかい6500」では大々的に油漬け電線を採用することに

なった。格納庫を装備した専用母船「なつしま」とセットで建

造された。これは世界的に見て希なことで，一段と機動力

の向上が図られた。潜水船の測位装置として，LBL，SBL，

SSBLの3方式を搭載した。SSBLは４×４の平面アレイによる

待ち受けビーム方式を採用した。当時のSSBLはせいぜい

５素子の配列であり，一歩先をゆく装置であった。LBL，

SSBLはその後もセンター船舶の標準装備品となり，「よこす

か」にも引き継がれた。

以上のように，「しんかい2000」は，6000m級深海潜水調

査船への中間段階として開発建造されたが，最大潜航深度

が浅いというだけで，当時の他の潜水船に勝るとも劣らない

潜水船であったと考える。ただし，これは，開発者側から見

た基幹技術に関する見解であり，運用者及び研究者から見

た使い勝手に関する見解は違うかもしれない。開発当時，

開発側には潜水船でどんな調査・作業を行うかが，具体的

にわかっておらず，研究者側もどんな調査・作業ができるの

か，したいのかが具体的にはっきりしていなかったためと思

われる。しかし，この足りない点は，運用者の創意工夫によ

り克服され，さらには「しんかい6500」の開発に生かされた。

（網谷泰孝）

3.「しんかい2000」潜航海域と研究分野
3.1. 潜航海域　
1983年以来，「しんかい2000」は通算1411回のうち1063回

（348回は試験・訓練潜航）の調査研究潜航を実施した。調

査海域は，「しんかい6500」は日本周辺のみならず世界各海

域を調査しているのに対し，「しんかい2000」は主に日本周

辺を研究対象としていた（図１）。これは，

・ユーザーとしては日本人研究者が多かったこと

・支援母船の仕様が長期航海用になっていないこと（船速，

乗船定員，食料・清水・燃料の問題）

・そして，日本周辺に興味深い研究対象が豊富にあること

等々に起因すると思われる。日本周辺の主な調査海域と深

海生物研究対象は，

・日本海（山陰沖・富山湾・北海道沖） 水産資源研究，

中・深層生態系研究

・釧路沖から三陸沖　　水産資源研究，中・深層生態系研

究，ベントス研究，化学合成生態系研究

・伊豆・小笠原諸島海域　化学合成生態系研究，中・深層

生態系研究，水産資源研究

・相模湾　化学合成生態系研究，中・深層生態系研究，水

産資源研究，微生物研究

・駿河湾　化学合成生態系研究，中・深層生態系研究，水

産資源研究，微生物研究

・御前崎沖から四国沖（南海トラフ） 化学合成生態系研究

・沖縄トラフ 化学合成生態系研究，微生物研究

というように概括できる。一方で「しんかい2000」システムは

少ないながらも外国域の調査も実施した。1996年と1998年

にはパプアニューギニア沖，1997年にはマリアナ海域にお

いて熱水噴出域における化学合成生態系研究を実施した。

（藤倉克則）
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図1 「しんかい2000」の潜航調査地点

図2 「しんかい2000」分野別乗船状況

期間

1982-1984
1994-1996
1997-1999
2000-2002

総ダイブ数

141
199
237
249

JAMSTEC

86（61％）
47（24％）
69（29％）
82（33％）

大学

9（6％）
41（21％）
54（23％）
81（33％）

国立研究所等

16（11％）
29（15％）
32（14％）
29（12％）

訓練等

30（21％）
82（41％）
82（35％）
57（23％）

表１ 「しんかい2000」によって潜航した研究者の所属機関の割合

平成13年度
平成14年度
平成15年度

89件
71件
67件

表２ 深海調査研究応募総件数
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3.2. 研究分野
「しんかい2000」を用いた研究分野をおおまかに地質・

地球物理・生物・水産・工学・化学の６分野に分け，３年間

ごとに利用頻度をまとめたのが図１である。生物・水産分

野の経年変化を見てみると，調査潜航の初期のころ（1982

年～1984年）には水産分野の潜航が卓越しているが，1985

年～1987年を境に減少しはじめる。他方，生物分野の潜

航が増加しはじめ，1991年～1993年以降には全調査潜航

中，最も多くの割合をしめるようになる。これは，1984年に

相模湾初島沖においてシロウリガイCalyptogena類が優占

する化学合成生態系が発見され，その後も小笠原諸島海

域，沖縄トラフ，南海トラフ，釧路沖などで続 と々化学合成

生態系が発見されたことや，地質・地球物理分野の潜航が

「しんかい6500」の運用開始に伴い，そちらに移ったことに

起因する。これに伴い，深海生物研究者の興味の対象が

水産分野から化学合成生態系を対象とした研究へシフトし

たこと，新たな海洋生物学者が化学合成生態系研究に参

加したこと，微生物研究が発展してきたことなどが，「しんか

い2000」で行う深海生物研究を多様化させた。

化学分野は，生物や地質と密接な関係のもとに潜航調査

が実施されることが多くなり，年々増加傾向にある。地質・

地球物理分野においてはあまり大きな変動はないように見え

る。工学分野は，調査潜航の初期のころは調査機器の開発

に伴い潜航調査を実施していたが，主要な機器開発が成功

したことや，試験・訓練潜航時に実施できる場合が多くなり，

徐 に々減少していった。（藤倉克則）

4. 評価
4.1. 研究分野別に見た研究の推移
「しんかい2000」による研究潜航が開始された1983年に

は水産学関連の研究潜航が23回と，全体の40％を占め，こ

れに地質学・地球物理学関連の研究潜航が19回30％で

あった。当初，生物学関連の研究潜航は10回と全体の20％

弱であった。これに続く10年間は，地質学潜航が全体の３

分の１，地球物理学とあわせておよそ全体の半分占める状

態が続いた。さしずめ地球科学に関する潜航研究の時代で

あったといえるが，この時期に日本近海の沖縄トラフや初島

沖などにおいて精力的に熱水噴出孔や冷湧水の発見がな

された。

その後現在までの10年間の「しんかい2000」による潜航

研究は，まさに生物学の時代であると言えよう。これは地質

調査による，熱水や冷湧水活動域の発見，確認を受けて生

物学調査が展開された格好となった。東太平洋のガラパゴ

ス島沖で深海化学合成生態系が発見されてから約10年が

経って始まった日本の熱水・冷湧水研究であるが，最初地質

学，地球物理学，地球化学がリードしていたものの，次第に

生物学の重要性が理解され，主役が取って代わられたとい

える。

最近では生物学潜航が全体の50％を占めている。1990

年代に入って潜航調査地点は，沖縄トラフ，相模トラフに加

えて，東部南海トラフや，遠州灘，富山湾，奥尻などに広

がっている。特に1990年代後半には，パプアニューギニア沖

や北部マリアナ海域など，日本近海から離れた調査地点が

現れ，その活動域の広がりを示している。（加藤憲二）

4.2. 乗船研究者の所属から見た「しんかい2000」による研究
潜航の変化

「しんかい2000」による研究潜航について乗船研究者の

所属別にこれを見てみると，以下の表１のようになる。

研究潜航を開始した当時は最近と較べて潜航総数が少

ないということもあるが，海洋科学技術センターの研究者に

よって過半数の潜航が行われていたことが分かる。一方，大

学に所属する研究者による乗船研究は，経年的に増加の傾

向にあり，最近２年間では大学と海洋科学技術センターがそ

れぞれ３分の１ずつを占めており，利用の門戸が広げられて

いることがわかる。さらに研究内容を見ると，大学と海洋科

学技術センターが共同研究を行っているものが多くを占めて

おり，研究チームの大型化，統合化が現れていると考えられ

る。このことは平成13年度から公募により，広く，かつオープ

ンに潜航研究を募集し，深海調査研究計画委員会で内容

を評価検討した後，実施計画調整部会で潜航を決定すると

いうシステムが採用されるようになったこととも関係していよ

う。これについての総括は別に譲るとして，以下に，「しんか

い2000」および参考のために「しんかい6500」の申請研究の

採択状況を示す。採択率は一航海が長くなりがちな「しんか

い6500」でややきびしく23％という数字が出ているが，およそ

30％から50％であることが分かる（表２,３,４）。（加藤憲二）

4.3. 発表論文の評価
JICSTデータベース，JAMSTEC深海研究，深海調査研究

プロポーザル等を基礎資料にし，「しんかい2000」システムを

用いた研究成果のうち，学術雑誌に論文形式（査読の有無

は考慮していない）で報告されたもののみのリストアップ作業

を行っている。現在のところ，生物・水産分野で約430件，

地質・地球物理分野で約300件，地球化学・地球物理分野

で約90件，技術・工学分野で約80件，総説で約10件の総計

約910件の論文が公表されている（付表２：すべてを網羅で

きていないので，修正等があれば海洋科学技術センター研

平成13年度
平成14年度
平成15年度

応募件数

42件
29件

採択件数

15件
14件

運航休止により公募せず

採択率

36%
48%

平成13年度
平成14年度
平成15年度

応募件数

29件
21件
20件

採択件数

11件
  5件
  9件

採択率

38%
24%
45%

表3 「しんかい2000」に対する研究課題応募件数

表4 「しんかい6500」に対する研究課題応募件数
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究業務部事務局へshinkai@jamstec.go.jp）。この他にも，学

会，シンポジウム，ワークショップ等での成果報告，マスコミ報

道による成果公表なども多数あるが数え切れないため本レ

ポートでは割愛した。

生物・水産学関連の全潜航数は約320あったが，この研

究活動から約430編の論文が公表され，うち238編が英文で

あった。平均すると１潜航で1.3編の成果が出され，その内

の55％は英文で公表された。238編の英文で書かれた成果

のうち，192編が査読のある学術誌に発表されている（英文

論文の87％）。英文論文のうちの66編（34％）が，国際的に

評価の高いジャーナル（ISI社による影響指標impact factorが

３－５年で２前後かそれ以上を示しているもの）に掲載されて

いる。比較のために地質・地球物理学関連については，約

310潜航で237編の論文が公開され，うち59編（25％）が英文

であり，査読のある学術誌に掲載されたものは42編であっ

た。国際的に評価の高い雑誌に掲載された論文数は15編

（25％）である。一潜航あたりの国際的に高い評価を得た論

文の生産率は，生物学系で20％，地質・地球物理系で6％

であった。これらの数字を評価する際には，それぞれの学

問の特性を十分加味する必要がある。しかし，少なくとも生

物学系の成果公表活動は，社会的な評価を得るに値するも

のであると思われる。更に，我が国の得意分野を特化し，

leading scienceを生み出す努力によって，国際的に高い評価

を得ることができるであろう。その一助としては，「JAMSTEC

深海研究」を英文誌化し，海外の出版社との連携を計るな

どして，評価の高い国際誌にしていく努力が有効ではない

かと考えられる。（加藤憲二・藤倉克則）

4.4. 生物・水産学からの評価
「しんかい2000」は1982年の就航以来，多数の海洋生物

学者を船内にのせて，深海への旅に連れていってくれた。こ

れまでに1411回の潜航を重ねているが，その内の過半数を

生物・水産分野が占めている。特に微生物を含む生物分野

の潜航数は，1990年代に入ってから急速に増え，特に「しん

かい6500」の運用が本格的になった2000年代にはそれだけ

で，全体の半分以上を占めるに至った。

深海は，光合成がないため，本来は非常に生物の少ない

場所であるが，1970年代に化学合成に依存する生態系が発

見されて以降，それまでは想像もつかなかった豊かな生態

系が深海のあちらこちらに存在することが明らかになった。

この化学合成生態系は，熱水生態系と冷湧水生態系とに大

別できるが，どちらの生態系の研究においても，我が国では

「しんかい2000」の果たした役割は特筆に値する。特に相模

湾の冷湧水生態系は長期にわたる観測が行われ，冷湧水

の活動が時空間的に変動しそれに伴ってそこに生息するシ

ロウリガイが移動することなど，沿岸に位置する化学合成生

態系ならではのすぐれた研究成果が挙がってきた。とくに，

わずかな温度変化でも放精放卵が誘発されることなど，実

験的な解析も行われてきたことは，「しんかい2000」の優れ

た運航性能を如実に表している。

化学合成生態系の研究には，潜水調査船が不可欠であ

る。この生態系の存在する範囲は極めて限られており，ピン

ポイントの潜航が求められ，海底では位置の安定性が必要

である。また，生物を詳細に観察するためにはやはり肉眼に

適うものはない。我が国周辺では，相模湾以外にも，沖縄ト

ラフなど，「しんかい2000」の潜航可能範囲に多数の化学合

成生態系が点在しており，その研究に「しんかい2000」が果

たした役割は，とても言い表せるものではない。

「しんかい2000」は化学合成生態系ばかりでなく，一般の

生態系の研究でも，同じ場所に繰返し潜航できるという特徴

を遺憾なく発揮して，多数の研究成果ももたらした。実験的

に設置した牛の骨の周辺に，一年後には見事な還元環境

すなわち冷湧水生態系類似の環境が作られていて，その生

態系に多産するコシオリエビが生息していたという実験結果

は，「しんかい2000」とそのサポート体制があってこそ明らか

にすることができたものである。

「しんかい2000」は，その他深海中層の浮遊生物の研究

でも一定の成果をあげている。特にいわゆるゼラチン質の

刺胞動物（クラゲ類）有櫛動物（クシクラゲ類）などは，この動

物が脆弱で壊れやすく，一般のプランクトンネットの試料では

採集不可能であるため，「しんかい2000」によってのみ完全

な形のサンプルが入手でき，その分類学・生態学などの研

究に大きな貢献を果たした。

水産学的にも，日本海のズワイガニやホッコクアカエビ

（いわゆる甘エビ）などの生態について，貴重な情報をも

たらし，その資源管理の方法の確立に貢献した。（白山義

久・浦辺徹郎）

表5 世界各国の有人潜水調査船

船名

日本
　しんかい2000　
　しんかい6500　
アメリカ合衆国
　アルビン
ロシア
　ミール
フランス
　シアナ
　ノチール

全長m

9.3
9.5

7.6

7.8

5.7
8.1

幅m

3
2.7

2.8

3.6

3.2
2.7

全高m

2.9
3.2

4

3

2.7
3.4

空中重量t

23.3
25.8

17

18.6

8.5
18.5

最大潜航
深度m

2000
6500

4500

6000

3000
6000

最大水中
速力knot

3
2.5

2.5

5

2
2.5

乗員（研究
者）数

3 (1)
3 (1)

3 (2)

3 (1,2)

3 (1)
3 (1)

建造年

1981
1990

1964

1987

1971
1984
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5. 学会からの要望
これまでに，極限環境微生物学会，日本貝類学会，日本

ベントス学会から「しんかい2000」システムの早期運航再開

を趣旨とした要望書が関係各所に提出されている。以下に

それらを掲載する。なお，極限環境微生物学会からの要望

書は署名形式になっており，102名分の署名が集まっている。

（藤倉克則）

（同じ内容の要望書が海洋科学技術センター理事長宛にも提出されている）
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（同じ内容の要望書が海洋科学技術センター理事長宛にも提出されている）
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6.まとめ－有人潜水調査船「しんかい4000」を望む－
1977年，世界を驚かせたガラパゴス島沖での海底熱水活

動の発見は，新たな深海底研究の幕開けを告げるもので

あった。その波は数年して西太平洋にも押し寄せ，しんかい

2000は1980年代の初めに時代の申し子として誕生した。し

んかい2000は西太平洋の島弧・海溝系にも中央海嶺とは大

きく性格の異なった熱水や冷湧水活動があることを発見する

のに大きく寄与し，沖縄トラフ，伊豆小笠原島弧，東北・西南

日本弧におけるそれらの調査の先鞭を担う幸運に恵まれた。

その後の深海底研究の発展は急速で，自然科学の中で

最もひんぱんに科学的常識がくつがえる分野といわれてき

た。その中でしんかい2000がたどった歴史は，新たなサイト

の発見記載の時代から，その地理的特性を念頭に置いた

地理生物学の時代を経て，定量的な観測・測定の時代にめ

まぐるしく変化した時代を主導してきたものといえる。さらに

これからの深海研究は，深海底での現象を地球変動の中で

捉え，総合的な地球環境科学の一旦を担う重要な研究領

域として大きく羽ばたく時代へと向かうであろう。

しんかい2000が対象とした深海底の化学合成生態系に

は，地球生命の起源と進化を考える上での豊かな素材があ

り，これまで海洋表層環境のみが制御しているとされてきた

海洋，ひいては地球環境の維持に果たす役割があることも

指摘されている。さらに地震発生帯やプレート沈み込みとい

う地球物理現象を生物サイドから見なおす総合地球科学的

な研究も視野に入ってきた。世界第６位の447万km2に及ぶ

排他的経済水域（EEZ）を有する我が国にとって，深海という

環境は大きな夢と未知の謎を秘めた知的資源の宝庫といえ

る。しんかい2000は人間が直接そこに行くことを可能にして

きた｡深海底研究の変遷は急激であっても，新たな現象を探

るうえでそれをまず直接肉眼で観察することの重要性は，指

摘してもしきれないであろう。それによる感動が，新しいサイ

エンスを生むことにつながるからである。

平成13年度から導入された研究潜航の公募システムは，

競争的環境の導入によって世界の先端的な研究動向に十

分に対応し，さらに世界の深海研究を先導する方向へと研

究を支援する目的で開始された。新たな制度の導入は，単

目的の偵察的潜航から多分野間の協力のもとに行われる組

織的なものへと潜航の性格の変革を促し，研究分野にもそ

れが大きく反映してきていた。その果実が見え始めた時点

での運航停止は，今後の深海科学の展開にとって重大な損

失と惜しまれる。

いま，世界で広く運航している有人潜水調査船は下表5に

示すとおり，きわめて限られている。

一潜航に1000万円程度の費用がかかる有人潜水調査研

究を，継続的に実施することは容易ではないからである。

しかし海底地震や海底火山を数多く有する日本近海の深海

で潜航による観測を継続することの重要性は言うまでもな

い。さらに，わが国は「しんかい2000」，さらには「しんかい

6500」を建造した技術力のみならず，それを無事故で20年

間運航した運航チームという貴重な人的資源を有してい

る。できる限り近い将来に，この見事なオペレーションの経

験を活かし，再度運航を始めるか，新たな有人潜水調査船

「しんかい4000」を建造・運用し，新たな科学の発展の支え

として活躍する場を提供することを強く望みたい。やや突

飛な発想かもしれないが，科学を志す中高校生までにも乗

船の機会を拡げ，次代の研究者を養成することも考えて良

いだろう。是非，これまでの経験が失われないうちに新た

な有人潜水艇が建造され，運航されることを期待したい。

（加藤憲二・白山義久・浦辺徹郎・藤倉克則）
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

訓練
沈降
沈降
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
沈降
訓練
訓練
沈降
試験
試験
試験
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
沈降
訓練
訓練
訓練
研究
研究
研究

相模湾
横須賀港
横須賀港
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
横須賀港
駿河湾
駿河湾
神戸港
紀伊水道
紀伊水道
紀伊水道
紀伊水道
紀伊水道
紀伊水道
紀伊水道
紀伊水道
紀伊水道
紀伊水道
紀伊水道
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
南海トラフ
南海トラフ
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
横須賀港
駿河湾
駿河湾
駿河湾
日本海
日本海
日本海

初島沖
第３区センター
第３区センター
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖

第３区センター沖

三菱神戸

熊野灘
熊野灘

第３区センター沖

富山湾
富山湾
富山湾

20
4
4
50
50
130
135
173
131
192
140
320
315
110
330
345
320
340
380
310
475
475
490
475
508
500
520
475
460
4
830
820
5
245
240
414
414
825
830
970
1040
1000
980
1010
1390
1400
1410
1430
1385
1390
1985
2000
970
980
1050
975
1570
1550
1060
1050
1030
1010
970
5
980
970
960
81
240
586

120
135
157
124
175
133
320
310
98
310
305
300
325
310
310
460
465
460
470
464
470
507
475
460

830
820

245
235
411
370
820
800
950
940
1000
950
930
1370
1400
1410
1430
1385
1380
1980
2000
970
970
1050
970
1570
1550
1060
1040
1030
1010
970

980
970
960
80
240
586

坂倉
井田
坂倉
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
井田
坂倉
井田
坂倉
坂倉
井田
井田
坂倉
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉
井田
坂倉

田代
内田
田代
井田
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
内田
田代
内田
田代
田代
内田
内田
田代
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代
田代
田代
内田
田代
内田
田代
内田
田代

段野　洲興
徳永　三伍

櫻井　利明
柴田　桂
福井　勉
今井　義司
今井　義司
橋本　菊夫
櫻井　利明
段野　洲興

柴田　桂
櫻井　利明
橋本　菊夫
福井　勉
段野　洲興
段野　洲興

櫻井　利明
橋本　菊夫
福井　勉
櫻井　利明
柴田　桂
橋本　菊夫
福井　勉
段野　洲興
福井　勉
櫻井　利明
山内　満喜男
山内　満喜男
山内　満喜男
紀　好孝
山内　満喜男
渡辺　正之
根岸　良秋
今井　義司
福井　勉
高川　真一
濱田　幸信
濱　巖
櫻井　利明
柴田　桂
橋本　菊夫
渡辺　正之
櫻井　利明
根岸　良秋
橋本　菊夫
段野　洲興
田代　省三
櫻井　利明
土屋　利雄
網谷　泰孝
岩田　進
橋本　菊夫
蘭　富士男
副島　忠昭
石原　泰隆
大塚　清
橋本　惇
小倉　訓
門馬　大和
橋本　裕幸
堀田　宏
山田　悦正
榎原　資嗣
又野　康男

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
三菱重工
三菱重工
三菱重工
三菱重工
三菱重工
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
ＴＢＳ
海洋科学技術センター
石川県水産試験場
気象庁舞鶴海洋気象台
石川県水産試験場

35°01.40'N
35°18.80'N
35°18.80'N
35°01.00'N
35°00.00'N
35°01.00'N
35°01.00'N
35°01.00'N
35°01.00'N
35°01.00'N
35°01.00'N
35°04.00'N
35°04.00'N
35°02.00'N
35°04.00'N
35°04.00'N
35°05.00'N
35°05.00'N
35°05.00'N
35°04.00'N
35°09.00'N
35°09.00'N
35°09.00'N
35°09.00'N
35°09.00'N
35°09.00'N
35°09.00'N
35°09.00'N
35°09.00'N
35°18.80'N
34°51.00'N
34°51.00'N
34°39.00'N
33°38.00'N
33°38.00'N
33°35.00'N
33°35.00'N
33°31.00'N
33°31.00'N
33°30.00'N
33°30.00'N
33°30.00'N
33°30.00'N
33°30.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
33°48.00'N
33°48.00'N
34°48.50'N
34°48.50'N
34°45.00'N
34°45.00'N
34°54.50'N
34°54.50'N
35°11.00'N
35°11.00'N
35°11.00'N
35°11.00'N
35°05.50'N
35°18.83'N
34°48.50'N
34°48.50'N
34°48.50'N
37°22.70'N
37°20.20'N
37°13.20'N

139°11.70'E
139°39.50'E
139°39.50'E
139°11.00'E
139°11.00'E
139°11.00'E
139°12.00'E
139°12.00'E
139°12.00'E
139°12.00'E
139°11.00'E
139°11.00'E
139°11.00'E
139°12.00'E
139°11.00'E
139°11.00'E
139°11.00'E
139°11.00'E
139°11.00'E
139°11.00'E
139°23.00'E
139°23.00'E
139°23.00'E
139°23.00'E
139°23.00'E
139°23.00'E
139°23.00'E
139°23.00'E
139°23.00'E
139°39.50'E
138°26.00'E
138°26.00'E
135°11.00'E
135°00.00'E
135°00.00'E
135°11.00'E
135°11.00'E
135°10.00'E
135°10.00'E
135°12.00'E
135°12.00'E
135°12.00'E
135°12.00'E
135°12.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
136°40.00'E
136°40.00'E
138°30.50'E
138°30.50'E
138°38.00'E
138°38.00'E
138°38.50'E
138°38.50'E
139°20.50'E
139°20.50'E
139°20.50'E
139°20.50'E
139°26.00'E
139°39.65'E
138°30.50'E
138°30.50'E
138°30.50'E
137°27.60'E
137°31.00'E
137°15.26'E

－
3
1.5
7
10
6
7
6
5
6
6
6
4
5
6
5
6
6
6
6
7
7
7
7
8
7
6
6
7
－
1
2
－
7
7
6
7
8
8
7
8
6
7
8
3
3
1.5
2
2.5
3
8
8
6
5
6
6
4
4
4
4
3
4
5
－
5
5
5
16
7
7

－
11.8
11.2
14.5
14.55
13.4
12.3
11.7
12.38
11.8
12.8
9.34
9

14.5
9.9
10.2
9.8
9.8
10.3
9.67
6.9
6.8
6.6
6.3
6.4
6.2
6.2
6.8
7.1
－
4
4.4
－
12

11.72
8.71
9.97
4.07
4.37
3.4
3.3
3.42
3.24
3.3
2.62
2.7
2.5
2.7
2.83
2.77
1.83
1.82
3.45
3.4
3.18
3.51
2.48
2.5
2.9
2.94
3.2
3.35
3.5
－
3.26
3.43
3.55
15.52
3.87
0.34

0:08
1:11
0:57
2:24
2:18
2:34
2:46
2:54
2:45
3:13
3:02
3:50
3:46
2:27
4:09
4:07
2:43
4:12
4:15
3:41
3:52
4:01
4:09
2:27
4:17
4:06
3:46
4:13
1:21
0:39
3:45
4:03
1:12
2:19
2:51
3:30
4:00
4:16
3:58
4:07
4:05
3:27
4:25
4:06
5:26
4:36
3:48
4:57
4:33
4:27
3:49
4:07
2:34
4:03
3:39
3:50
4:28
3:59
3:55
4:34
4:30
4:35
4:45
0:55
3:21
3:30
3:57
4:50
1:26
5:16

1:34
2:00
1:53
2:13
2:16
2:31
1:44
2:04
2:02
3:15
3:06
1:51
3:17
3:24
2:51
2:47
3:04
3:05
1:28
3:12
3:02
2:37
3:04
0:08

2:12
2:26

0:26
1:58
2:20
2:54
2:29
2:17
2:04
2:04
1:36
2:31
2:21
2:55
2:29
1:43
2:48
2:20
2:23
0:46
1:07
0:52
2:21
2:02
1:19
2:08
1:39
1:53
2:35
2:48
2:54
3:06

1:47
1:52
2:15
4:24
0:19
3:46

11:21
13:54
10:28
10:52
11:05
10:57
10:42
10:46
10:41
10:39
10:46
11:08
10:39
10:51
10:50
10:58
10:56
10:51
10:48
10:47
11:03
10:52
10:47
10:57
10:42
10:51
12:59
10:47
10:46
13:00
11:03
11:01
10:12
11:17
10:43
10:28
10:08
10:33
10:10
10:41
10:07
10:05
9:59
9:58
10:10
10:00
9:53
9:55
10:02
9:53
10:05
10:51
13:41
10:10
10:37
10:35
10:10
10:05
10:11
10:02
10:03
10:00
10:00
10:56
11:34
10:45
10:34
10:06
9:49
9:57

11:48
11:20
11:37
11:07
11:26
11:09
11:47
11:15
11:08
11:25
11:34
11:31
11:23
11:20
11:20
11:45
11:27
11:29
11:35
11:20
11:30
13:40
11:31
11:37

12:01
12:07

12:07
11:22
11:22
10:46
11:38
11:04
11:45
11:16
11:12
10:59
10:59
11:25
11:18
11:06
11:12
11:21
11:08
11:50
12:27
14:40
11:10
11:41
12:02
11:32
11:23
11:20
11:10
11:04
10:58
10:57

12:31
11:42
11:39
10:28
10:44
10:44

13:22
13:20
13:30
13:20
13:42
13:40
13:31
13:19
13:10
14:40
14:40
13:22
14:40
14:44
14:11
14:32
14:31
14:34
13:03
14:32
14:32
16:17
14:35
11:45

14:13
14:33

12:33
13:20
13:42
13:40
14:07
13:21
13:49
13:20
12:48
13:30
13:20
14:20
13:47
12:49
14:00
13:41
13:31
12:36
13:34
15:32
13:31
13:43
13:21
13:40
13:02
13:13
13:45
13:52
13:52
14:03

14:18
13:34
13:54
14:52
11:03
14:30

11:29
15:05
11:25
13:16
13:23
13:31
13:28
13:40
13:26
13:52
13:48
14:58
14:25
13:18
14:59
15:05
13:39
15:03
15:03
14:28
14:55
14:53
14:56
13:24
14:59
14:57
16:45
15:00
12:07
13:39
14:48
15:04
11:24
13:36
13:34
13:58
14:08
14:49
14:08
14:48
14:12
13:32
14:24
14:04
15:36
14:36
13:41
14:52
14:35
14:20
13:54
14:58
16:15
14:13
14:16
14:25
14:38
14:04
14:06
14:36
14:33
14:35
14:45
11:51
14:55
14:15
14:31
14:56
11:15
15:13

コネクター故障のため中止し浮上

コネクター故障のため中止し浮上

ピンガー回収

母船吊金物故障

コネクター故障のため中止し浮上

コネクター不具合

中間深度で航走

通信系故障

Press共同取材

生物の調査
往復の海水採取
生物の調査

1982.1.26
1982.3.24
1982.3.25
1982.4.6
1982.4.7
1982.4.9
1982.4.11
1982.4.13
1982.4.14
1982.4.23
1982.4.24
1982.4.26
1982.4.27
1982.5.21
1982.5.22
1982.5.24
1982.5.26
1982.5.28
1982.5.30
1982.6.1
1982.6.9
1982.6.10
1982.6.12
1982.6.14
1982.6.15
1982.6.18
1982.6.21
1982.6.22
1982.6.25
1982.9.10
1982.9.17
1982.9.18
1983.1.7
1983.1.11
1983.1.12
1983.1.14
1983.1.17
1983.1.19
1983.1.21
1983.2.14
1983.2.15
1983.2.17
1983.2.22
1983.2.23
1983.3.4
1983.3.5
1983.3.7
1983.3.8
1983.3.10
1983.3.11
1983.3.23
1983.3.25
1983.4.19
1983.4.20
1983.4.23
1983.4.25
1983.4.26
1983.4.28
1983.5.19
1983.5.20
1983.5.23
1983.5.24
1983.5.26
1983.7.7
1983.7.9
1983.7.11
1983.7.12
1983.7.22
1983.7.23
1983.7.25

付表1
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
沈降
試験
試験
試験
試験
試験
試験
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
沈降
試験
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
訓練
研究
研究
研究
研究
研究
研究

日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
神戸港
紀伊水道
紀伊水道
紀伊水道
紀伊水道
南海トラフ
南海トラフ
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
南海トラフ
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
横須賀港
三陸
三陸
三陸
三陸
三陸
三陸
三陸
三陸
三陸
三陸
三陸
三陸
三陸
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島

富山湾
富山湾
富山湾
富山湾
富山湾
富山湾
富山湾
富山湾
三菱神戸

熊野灘
熊野灘

第３区センター沖
釜石沖
釜石沖
釜石沖
釜石沖
釜石沖
釜石沖
釜石沖
釜石沖
釜石沖
釜石沖
釜石沖
釜石沖
釜石沖
沖縄沖
沖縄沖
沖縄沖
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ

1070
1070
1050
1065
1060
850
800
40
5
590
610
990
1000
1995
2000
1740
1550
1570
1530
1560
1555
1540
1550
1550
620
800
1050
1050
1020
480
410
1560
550
605
915
965
570
265
120
650
1085
760
750
270
1130
1190
1190
1180
1160
1100
2
690
510
720
910
1260
1230
1230
780
675
1500
1500
1490
1500
640
645
520
1755
1765
1595

1070
1070
1050
1060
1060
850
710

550
515
990
960
1990
1990
1740
1550
1560
1530
1560
1555
1540
1550
1550
610
800
1050
1030
1020
480
410
1560
550
595
890
965
570
265
110
650
1050
710
750
270
1130
1185
1190
1180
1160
1100

660
510
680
910
1220
1230
1230
770
675
1500
1500
1490
1500
640
640
520
1750
1765
1595

井田
坂倉
井田
井田
坂倉
坂倉
井田
坂倉
井田
井田
井田
井田
井田
井田
井田
井田
井田
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
井田
井田
井田
井田
田代
井田
井田
井田
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
井田
田代
井田
井田
井田
田代
井田
田代
井田
井田
田代
井田
井田
田代
井田
田代
田代
井田
井田
井田
田代
井田
井田
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代

内田
田代
内田
内田
田代
田代
内田
田代
田代
田代
内田
田代
内田
田代
内田
内田
田代
内田
櫻井
内田
櫻井
内田
櫻井
内田
田代
田代
内田
内田
櫻井
内田
内田
田代
内田
櫻井
内田
櫻井
内田
櫻井
田代
内田
櫻井
内田
内田
内田
櫻井
内田
櫻井
田代
内田
櫻井
田代
内田
櫻井
内田
櫻井
櫻井
内田
内田
内田
櫻井
内田
田代
内田
櫻井
内田
櫻井
内田
櫻井
内田
櫻井

伊藤　勝千代
水戸　敏
菊池　真一
梨田　一也
小田巻　実
松坂　常弘
橋本　惇
土井　捷三郎
山内　満喜男
橋本　菊夫
櫻井　利明
渡辺　正之
櫻井　利明
櫻井　利明
橋本　菊夫
新妻　信明
古田　俊夫
山崎　晴雄
加藤　茂
山崎　晴雄
加藤　茂
山崎　晴雄
加藤　茂
中村　保明
津久井　文夫
川崎　正和
土屋　利雄
門馬　大和
橋本　惇
津久井　文夫
津久井　文夫
川崎　正和
門馬　大和
堀田　宏
志村　明敏
橋本　惇
杉浦　暁裕
江川　公明
亀山　勝
橋本　惇
橋本　惇
藤田　俊助
網谷　泰孝
杉浦　暁裕　
江川　公明
堀田　宏
門馬　大和
中村　一明
茂木　清夫
田中　武男
小原　孝文
田代　省三
北川　大二
上野　康弘
石田　亮一
橋本　惇
田中　武男
田中　武男
平岩　恒廣
菊池　真一
太田　秀
白山　義久
太田　秀
井田　正比古
喜屋武　俊彦
金城　清昭
橋本　惇
田中　武男
木村　政昭
上田　誠也

日本海区水産研究所
水産庁研究部
海上保安庁水路部
日本海区水産研究所
海上保安庁水路部
富山県水産試験場
海洋科学技術センター
富山県水産試験場
三菱重工
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
静岡大学
東京大学海洋研究所
工業技術院地質調査所
海上保安庁水路部
工業技術院地質調査所
海上保安庁水路部
工業技術院地質調査所
海上保安庁水路部
静岡県農業水産部水産課
静岡県水産試験場
遠洋区水産研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
静岡県水産試験場
静岡県水産試験場
遠洋区水産研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
神奈川県水産試験場
神奈川県水産試験場
神奈川県農政部水産課
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
神奈川県水産試験場
神奈川県水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
東京大学地震研究所
東京大学地震研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
岩手県水産試験場
岩手県水産試験場
岩手県水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
沖縄県水産試験場
沖縄県水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
琉球大学
東京大学地震研究所

37°08.00'N
37°08.00'N
37°08.00'N
37°00.50'N
37°00.50'N
36°53.50'N
36°53.50'N
36°48.00'N
34°39.00'N
33°33.60'N
33°33.60'N
33°30.03'N
33°30.03'N
33°47.95'N
33°47.95'N
34°46.00'N
34°46.00'N
34°54.50'N
34°54.50'N
34°54.50'N
34°54.50'N
34°54.50'N
34°54.50'N
34°54.50'N
35°05.00'N
34°51.00'N
34°45.00'N
34°45.00'N
34°45.00'N
35°03.50'N
35°05.50'N
34°47.00'N
34°51.00'N
34°51.50'N
34°48.67'N
34°48.67'N
35°06.00'N
35°06.00'N
35°12.70'N
35°14.00'N
35°12.50'N
35°08.50'N
35°08.50'N
35°00.70'N
35°00.50'N
34°54.50'N
34°54.50'N
34°54.00'N
34°57.50'N
34°54.50'N
35°18.20'N
39°25.50'N
39°25.00'N
39°25.70'N
39°25.00'N
39°21.50'N
39°22.00'N
39°22.00'N
39°40.00'N
39°25.50'N
39°17.00'N
39°17.00'N
39°17.00'N
39°17.00'N
26°44.00'N
26°44.00'N
26°41.00'N
27°34.80'N
27°34.50'N
27°34.50'N

137°12.15'E
137°12.15'E
137°12.15'E
137°12.50'E
137°12.50'E
137°14.00'E
137°14.00'E
137°13.50'E
135°11.00'E
135°11.60'E
135°11.60'E
135°11.27'E
135°11.27'E
136°40.04'E
136°40.04'E
138°37.00'E
138°37.00'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°36.00'E
138°26.00'E
138°38.00'E
138°38.00'E
138°38.00'E
138°34.50'E
138°36.50'E
138°38.00'E
138°22.00'E
138°23.00'E
138°30.50'E
138°30.50'E
139°34.00'E
139°34.50'E
139°31.50'E
139°13.00'E
139°16.50'E
139°18.50'E
139°18.50'E
139°12.00'E
139°13.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.00'E
139°13.00'E
139°13.50'E
139°39.70'E
142°19.00'E
142°17.00'E
142°19.00'E
142°23.50'E
142°33.00'E
142°31.50'E
142°31.50'E
142°29.00'E
142°18.00'E
142°41.00'E
142°41.00'E
142°41.00'E
142°41.00'E
127°29.50'E
127°28.50'E
127°31.00'E
127°09.50'E
127°09.00'E
127°09.00'E

6
7
6
5
6
5
5
－
－
7
6
6
6
5
6
4
5
1
3
2
2
4
2
3
4
5
5
5
6
5
4
5
5
4
4
3
5
6
7
5
5
6
7
7
7
4
4
4
6
5
－
5
6
6
6
6
6
5
6
6
6
6
6
6
8
9
9
6
6
9

0.11
0.13
0.13
0.2
0.12
0.15
0.18
－
－
6.1
6.53
3.68
3.6
1.88
1.86
2.06
2.35
2.23
2.35
2.32
2.28
2.4
2.33
2.21
5.7
4.35
3.4
3.65
3.53
6.76
7.3
2.3
7.3
6.75
4.12
3.54
6.03
10.7
14.3
4.65
3.26
4.24
4.39
10.13
3.08
2.6
2.46
2.68
2.86
3.01
－
3.3
3.17
3.3
2.84
2.62
2.6
2.56
3.06
3.27
2.3
2.3
2.32
2.33
7.6
7.67
9.95
3.95
3.96
3.96

5:53
5:30
4:47
5:13
5:04
5:24
5:24
0:08
1:01
3:17
3:45
3:51
3:29
4:04
3:58
4:55
4:14
4:53
4:44
5:14
4:54
4:31
4:57
4:35
4:46
4:40
3:21
3:39
4:59
4:52
4:17
4:40
4:35
5:14
5:00
4:34
4:40
4:53
4:46
4:57
5:03
4:34
4:44
4:57
5:06
4:46
4:52
5:13
4:53
2:40
0:50
4:00
3:52
4:26
5:06
4:55
3:52
4:56
3:54
4:53
4:45
5:21
5:13
4:53
4:38
4:38
4:28
5:02
5:28
5:44

4:08
3:39
3:14
3:23
3:26
3:45
4:01

1:44
2:40
1:21
1:59
1:19
1:22
2:22
2:01
2:28
2:29
3:03
2:40
2:22
2:51
2:22
2:13
3:21
1:08
2:02
3:07
4:02
3:26
2:32
3:40
4:02
3:29
2:48
3:46
4:18
4:23
3:47
3:12
3:20
3:35
4:28
3:28
3:06
3:10
3:29
3:21
0:51

2:46
2:40
3:12
3:29
2:54
2:09
3:14
2:36
3:37
2:07
2:26
3:03
2:13
3:17
3:23
3:28
2:18
3:02
2:29

10:00
9:56
10:18
10:04
10:01
10:04
10:03
10:02
10:15
10:08
9:44
10:04
10:03
10:00
10:02
10:02
10:12
10:35
10:09
10:11
9:28
9:55
10:07
10:09
10:03
9:54
10:10
10:05
10:16
10:08
10:03
10:10
10:10
9:59
9:59
9:34
10:16
10:03
10:08
9:59
9:57
10:11
10:02
9:57
9:58
9:57
9:59
10:12
9:59
10:25
14:15
10:25
11:19
10:25
9:52
10:00
10:48
10:12
10:24
10:00
11:04
9:41
9:28
10:37
9:52
9:55
9:54
9:54
9:56
9:58

11:03
11:04
11:19
11:09
11:00
11:06
10:50

11:17
10:25
12:01
11:01
11:35
11:31
11:39
11:35
12:07
11:32
11:31
10:47
11:12
11:25
11:32
10:53
10:47
11:42
11:08
11:36
10:48
10:46
11:28
10:53
10:47
10:58
10:44
11:05
10:34
10:28
10:47
11:08
11:06
10:51
10:22
11:18
11:04
11:11
11:20
10:59
11:30

11:15
12:02
11:14
10:55
11:08
11:52
11:18
11:14
10:55
12:33
11:17
10:41
12:23
10:46
10:42
10:32
11:34
11:23
12:14

15:11
14:43
14:33
14:32
14:26
14:51
14:51

13:01
13:05
13:22
13:00
12:54
12:53
14:01
13:36
14:35
14:01
14:34
13:27
13:34
14:16
13:54
13:06
14:08
12:50
13:10
14:43
14:50
14:12
14:00
14:33
14:49
14:27
13:32
14:51
14:52
14:51
14:34
14:20
14:26
14:26
14:50
14:46
14:10
14:21
14:49
14:20
12:21

14:01
14:42
14:26
14:24
14:02
14:01
14:32
13:50
14:32
14:40
13:43
13:44
14:36
14:03
14:05
14:00
13:52
14:25
14:43

15:53
15:26
15:05
15:17
15:05
15:28
15:27
10:10
11:16
13:25
13:29
13:55
13:32
14:04
14:00
14:57
14:26
15:28
14:53
15:25
14:22
14:26
15:04
14:44
14:49
14:34
13:31
13:44
15:15
15:00
14:20
14:50
14:45
15:13
14:59
14:08
14:56
14:56
14:54
14:56
15:00
14:45
14:46
14:54
15:04
14:43
14:51
15:25
14:52
13:05
15:05
14:25
15:11
14:51
14:58
14:55
14:40
15:08
14:18
14:53
15:49
15:02
14:41
15:30
14:30
14:33
14:22
14:56
15:24
15:42

ベニズワイガニ調査
生物の調査
海底地形の調査
ベニズワイガニの分布
海底地形の調査
カニカゴ設置及び観察
生物の調査
海況急変のため中止し浮上

駿河トラフの地形調査
駿河トラフの地形調査
駿河トラフの地形調査
駿河トラフの地形調査
駿河トラフの地形調査
駿河トラフの地形調査
駿河トラフの地形調査
駿河トラフの地形調査
生物の生態調査
サクラエビの調査
イバラガニの調査
サブボトムプロファイラ、海況急変のため中止し浮上
地形地質調査、海況急変のため中止し浮上
生物捕獲器による採取
サクラエビの調査
サクラエビの調査
カニ類の観察
地形地質の調査
地形地質の調査
地形地質の調査
生物調査
生物調査
底生生物の調査観察
魚礁の調査観察
生物調査
生物調査
海中環境計測装置テスト
海中環境計測装置テスト
底生生物の調査観察
底生生物の調査観察
海底微地形の調査観察
海底微地形の調査観察
断層の調査観察
断層の調査観察
地形調査、絶縁低下のため中止し浮上

メヌケ・キチジの観察
メヌケ・キチジの観察
メヌケ・キチジの観察
小型深海カメラテスト
海底微地形の調査観察
海底微地形の調査観察
地形調査、重力計測
地形地質調査
海底微生物の調査
海底微生物の調査
海底微生物の調査

魚類分布状況
魚類分布状況
生物調査
沖縄トラフの地形地質
沖縄トラフの地形地質
沖縄トラフの地形地質

1983.7.26
1983.7.28
1983.7.29
1983.8.8
1983.8.9
1983.8.11
1983.8.12
1983.8.15
1984.1.25
1984.1.30
1984.2.1
1984.2.2
1984.2.4
1984.2.6
1984.2.7
1984.2.14
1984.2.15
1984.2.17
1984.2.18
1984.2.20
1984.2.21
1984.2.23
1984.2.24
1984.3.21
1984.3.22
1984.3.24
1984.3.27
1984.3.29
1984.3.30
1984.4.17
1984.4.18
1984.4.20
1984.4.21
1984.4.23
1984.4.24
1984.4.25
1984.5.23
1984.5.24
1984.5.26
1984.5.28
1984.5.29
1984.5.31
1984.6.1
1984.6.4
1984.6.5
1984.6.7
1984.6.8
1984.6.11
1984.6.12
1984.6.13
1984.7.2
1984.7.9
1984.7.10
1984.7.12
1984.7.13
1984.7.16
1984.7.17
1984.7.20
1984.7.23
1984.7.24
1984.7.26
1984.7.27
1984.7.28
1984.7.30
1984.9.4
1984.9.5
1984.9.6
1984.9.11
1984.9.12
1984.9.13
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195

196
197
198
199
200

201
202
203
204
205
206
207
208

訓練
沈降
試験
試験
試験
試験
試験
試験
試験
試験
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究
研究

研究
沈降
試験
試験
試験
試験
試験
試験

南西諸島
横須賀港
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ
日向灘
日向灘
日向灘
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾

駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾

駿河湾
横須賀港
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾

沖縄トラフ
第３区センター沖

鬼界カルデラ
鬼界カルデラ
鬼界カルデラ
鬼界カルデラ

四国沖
四国沖
四国沖

大和堆
大和堆
大和堆
大和堆
大和堆

第３区センター沖

1630
5
490
530
1030
1125
1998
1985
2000
2000
1145
1060
1690
490
420
510
390
580
550
284
1980
1020
1050
980
925
1020
1100
1395
530
1390
1177
990
1250
1250
1400
1380
1250
1125
670
710
380
760
385
246
360
690
1780
515
790
330
740
1945
1945
1965
500

1420
1340
1325
235
235

1970
5
640
590
1040
1026
1045
1970

1590

490
490
1030
1125
1998
1985
2000
2000
1145
1060
1690
490
420

580
550
245
1980
960
1050
920
925
1018
1100
1395
470
1390
1177
990
1250
1243
1400
1380
1250
1125
670
710
380
660
360
246
360
690
1780
515
790
330
740
1945
1940
1950
490

1340
1325
225
220

1970

560
590
1000
998
990
1970

井田
井田
井田
田代
井田
田代
井田
井田
田代
井田
井田
田代
井田
井田
田代
井田
田代
井田
井田
井田
田代
内田
井田
井田
田代
内田
井田
井田
田代
内田
井田
井田
田代
内田
井田
田代
内田
井田
井田
内田
井田
井田
田代
内田
井田
井田
田代
井田
田代
井田
田代
内田
井田
井田
田代

内田
井田
田代
内田
井田

井田
井田
井田
田代
井田
内田
井田
田代

内田
内田
内田
櫻井
内田
櫻井
内田
田代
櫻井
内田
内田
櫻井
田代
内田
櫻井
内田
櫻井
田代
田代
内田
櫻井
櫻井
田代
内田
櫻井
櫻井
田代
内田
櫻井
櫻井
田代
内田
櫻井
櫻井
内田
櫻井
櫻井
田代
内田
櫻井
田代
内田
櫻井
櫻井
田代
櫻井
内田
櫻井
内田
櫻井
櫻井
櫻井
田代
内田
櫻井

櫻井
内田
櫻井
櫻井
田代

内田
田代
内田
櫻井
田代
櫻井
櫻井
内田

田代　省三
奥田　隆一
赤澤　克文
鈴木　晋一
高橋　雅彦
小原　孝文
小倉　訓
安藤　久司
赤澤　克文
鈴木　晋一
加藤　茂
山崎　晴雄
河井　智康
大森　信
徳留　陽一郎
門馬　大和
中村　光一
阪口　圭一
津久井　文夫
津久井　文夫
緑川　弘毅
土屋　利雄
網谷　泰孝
田中　武男
田中　武男
岡田　博有
藤岡　換太郎
門馬　大和
橋本　惇
松澤　誠二
江川　公明
江川　公明
田中　武男
田中　武男
網谷　泰孝
植田　義夫
石井　輝秋
大野　知多夫
大森　信
田中　武男
岡村　行信
中村　光一
黒木　敏行
栗田　寿男
橋本　惇
土井　捷三郎
橋本　惇
玉木　賢策
佐藤　岱生
田中　武男
大塚　謙一
古田　俊夫
松本　文彬
森鼻　英征
高川　真一

緑川　弘毅
太田　秀
白山　義久
石橋　喜美子
河井　智康

加藤　茂
奥田　隆一
赤澤　克文
鈴木　晋一
鈴木　晋一
赤澤　克文
福井　勉
赤澤　克文

海洋科学技術センター
三菱重工
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海上保安庁水路部
工業技術院地質調査所
中央水産研究所(東海区)
東京水産大学
鹿児島県水産試験場
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
静岡県水産試験場
静岡県水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
静岡大学
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
神奈川県水産試験場
神奈川県水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海上保安庁水路部
東京大学海洋研究所
神奈川県水試相模湾支所
東京水産大学
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
宮崎県水産試験場
宮崎県水産試験場
海洋科学技術センター
富山県水産試験場
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
静岡大学
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
中央水産研究所(東海区)
中央水産研究所(東海区)

海上保安庁水路部
三菱重工
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

27°34.00'N
35°18.10'N
34°52.70'N
34°52.70'N
35°02.50'N
35°02.50'N
34°42.40'N
34°42.40'N
34°42.50'N
34°42.50'N
35°02.00'N
35°02.27'N
34°48.30'N
35°05.40'N
30°34.00'N
30°42.50'N
30°44.50'N
30°41.50'N
35°05.50'N
35°05.70'N
34°43.00'N
34°46.00'N
34°46.00'N
34°48.40'N
34°48.40'N
35°08.50'N
35°07.50'N
35°06.00'N
35°09.50'N
35°02.00'N
35°06.50'N
35°06.00'N
34°54.40'N
34°54.40'N
35°01.15'N
35°01.00'N
35°00.00'N
35°09.50'N
35°13.50'N
32°29.00'N
32°57.70'N
32°29.10'N
31°53.00'N
32°00.90'N
31°52.20'N
39°25.00'N
39°10.50'N
39°12.40'N
39°12.80'N
39°25.07'N
35°04.50'N
34°43.50'N
34°43.50'N
34°43.50'N
34°46.30'N

34°43.50'N
35°00.70'N
35°00.70'N
34°54.00'N
34°54.00'N

34°43.80'N
35°19.00'N
35°05.00'N
35°05.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
34°43.00'N

127°10.00'E
139°39.50'E
138°31.70'E
138°31.70'E
138°36.00'E
138°36.00'E
138°35.40'E
138°35.40'E
138°35.00'E
138°35.00'E
138°36.00'E
138°36.00'E
138°37.30'E
138°36.50'E
130°23.50'E
130°21.00'E
130°17.00'E
130°21.00'E
138°36.50'E
138°37.50'E
138°35.20'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°31.20'E
138°31.20'E
139°26.50'E
139°26.50'E
139°20.00'E
139°23.20'E
139°23.50'E
139°26.00'E
139°26.50'E
139°16.00'E
139°16.00'E
139°22.80'E
139°23.00'E
139°13.50'E
139°15.50'E
139°12.50'E
133°38.00'E
134°12.70'E
133°38.30'E
131°43.50'E
131°41.50'E
131°43.50'E
135°31.00'E
135°28.00'E
134°40.60'E
135°16.32'E
135°14.59'E
138°38.50'E
138°35.70'E
138°35.00'E
138°35.00'E
138°41.00'E

138°35.00'E
138°40.50'E
138°40.50'E
138°31.00'E
138°31.00'E

138°35.00'E
139°40.00'E
138°36.00'E
138°36.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°35.00'E

6
－
4
4
3
3
4
4
3
4
3
2
4
5
6
－
6
6
4
4
4
5
6
5
5
5
5
5
6
6
5
5
6
6
6
5
6
6
6
9
8
－
3
5
4
5
7
6
8
6
5
3
1
3
6

－
5
3
5
5

4
－
4
3
5
4
4
4

3.97
－
6.35
6.79
3.3
3.13
1.8
1.84
1.86
1.85
2.96
2.98
2.35
6.43
8.44
9.56
11.01
9.74
5.96
9.8
1.94
3.66
3.36
3.8
3.88
3.12
2.92
2.6
6.49
2.42
2.84
3.3
2.74
2.69
2.55
2.45
2.55
2.73
4.78

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
4
2.2
2.14
2.08
6.4

－
2.7
2.7
10.51
9.6

2.15
－
6.5
6.6
3.65
3.64
3.5
1.7

5:38
0:49
3:40
3:20
3:25
3:34
5:26
5:30
3:25
3:25
5:00
4:57
6:03
4:50
4:13
4:02
4:34
4:44
4:47
4:44
5:03
4:01
4:41
5:06
4:57
4:48
5:13
5:01
5:00
5:06
5:04
5:01
5:00
5:05
6:15
4:59
4:52
4:54
5:02
5:30
3:17
4:59
5:00
4:49
5:07
3:12
3:26
5:03
4:58
5:16
4:57
5:02
5:25
4:55
4:07

1:53
5:18
4:53
5:11
5:19

3:07
0:54
4:50
4:21
4:48
4:44
3:01
5:08

3:16

2:38
2:11
1:46
1:45
2:19
2:36
0:23
0:38
3:14
3:18
3:26
3:41
3:05
3:01
3:54
3:24
3:27
4:01
1:53
1:10
1:49
3:39
3:34
3:14
3:29
3:05
3:58
2:53
3:41
3:48
2:54
3:12
3:08
2:57
3:08
3:11
3:24
2:56
2:18
3:39
3:56
4:05
4:11
1:56
0:43
4:06
3:51
4:36
3:45
2:10
1:58
1:59
3:02

3:13
1:39
4:07
4:37

0:12

3:40
3:01
3:09
2:59
1:27
1:54

9:54
11:52
10:12
10:09
10:10
10:06
9:52
9:49
10:36
9:52
9:59
9:58
10:04
9:53
10:17
12:21
11:53
9:44
9:10
10:11
10:10
10:14
10:39
10:06
10:06
10:01
10:08
10:02
10:04
10:01
10:01
9:57
10:01
9:58
10:02
10:13
9:58
10:21
10:02
9:59
12:33
10:05
9:59
10:10
10:03
11:44
11:59
11:48
12:35
11:44
10:05
10:00
10:12
10:02
10:00

9:59
10:06
9:57
10:01
9:58

9:58
14:14
10:04
10:04
10:04
10:06
11:57
10:05

11:15

10:52
10:52
11:17
11:19
11:31
11:26
12:22
11:27
11:12
11:08
11:37
10:35
11:07
13:18
12:26
10:51
10:04
10:41
11:52
12:21
12:53
10:56
10:55
10:58
11:04
11:19
10:40
11:09
11:02
10:48
11:13
11:00
11:42
11:20
11:04
11:19
11:05
12:01
13:02
10:53
10:48
10:41
10:33
12:32
13:32
12:26
13:15
12:10
10:50
11:36
11:46
11:34
10:39

11:13
12:24
10:54
10:27

11:32

10:52
11:00
11:06
11:12
12:54
11:40

14:31

13:30
13:03
13:03
13:04
13:50
14:02
12:45
12:05
14:26
14:26
15:03
14:16
14:12
16:19
16:20
14:15
13:31
14:42
13:45
13:31
14:42
14:35
14:29
14:12
14:33
14:24
14:38
14:02
14:43
14:36
14:07
14:12
14:50
14:17
14:12
14:30
14:29
14:57
15:20
14:32
14:44
14:46
14:44
14:28
14:15
16:32
17:06
16:46
14:35
13:46
13:44
13:33
13:41

14:26
14:03
15:01
15:04

11:44

14:32
14:01
14:15
14:11
14:21
13:34

15:32
12:41
13:52
13:29
13:35
13:40
15:18
15:19
14:01
13:17
14:59
14:55
16:07
14:43
14:30
16:23
16:27
14:28
13:57
14:55
15:13
14:15
15:20
15:12
15:03
14:49
15:21
15:03
15:04
15:07
15:05
14:58
15:01
15:03
16:17
15:12
14:50
15:15
15:04
15:29
15:50
15:04
14:59
14:59
15:10
14:56
15:25
16:51
17:33
17:00
15:02
15:02
15:37
14:57
14:07

11:52
15:24
14:50
15:12
15:17

13:05
15:08
14:54
14:25
14:52
14:50
14:58
15:13

地形地質の調査
地形地質の調査
エサ付ロープの展張観察
サクラエビの調査
深海生物の観察
曳航体の捜索
海底火山の噴火様式
海底火山の噴火様式
サクラエビの調査
サクラエビの調査
底層流の調査
サブボトムプロファイラ
サブボトムプロファイラ
石花海堆の地形調査
石花海堆の地形調査
堆積物の調査
断層崖の調査
ソーナーによる地質
メガロベントスの生態
メガロベントスの生態
底生生物の調査観察
底生生物の調査観察
海底変動地形の調査
海底変動地形の調査
水中画像の基礎実験
重力基準点の設置
岩石調査
底生生物の調査観察
プランクトンの生態
断層地形の調査、STD故障
地形地質の調査、流れ強く中止し浮上
地形地質の調査
底魚甲殻類の観察
底魚甲殻類の観察
生物捕獲装置による採取
エビ観察、海水ポンプ故障のため中止し浮上
生物調査、海水ポンプ故障のため中止し浮上
地形地質構造の調査
地形地質構造の調査
岩層露頭の調査
地形地質構造の調査
地形地質構造の調査
海中環境計測装置
流向流速計の設置
生物捕圧装置の実験
底層流の調査、主推進機系絶縁不良のため中止し
浮上
ベントス群集の生態
ベントス群集の生態
エサ付ロープの展張観察
エサ付ロープの展張観察
変動地形の地質調査、海水ポンプ故障のため中止
し浮上

1984.9.14
1985.1.16
1985.1.18
1985.1.19
1985.1.21
1985.1.22
1985.1.24
1985.1.25
1985.1.28
1985.1.30
1985.2.6
1985.2.7
1985.2.9
1985.2.12
1985.3.12
1985.3.14
1985.3.18
1985.3.19
1985.4.17
1985.4.18
1985.4.19
1985.4.22
1985.4.23
1985.4.25
1985.4.26
1985.5.22
1985.5.23
1985.5.24
1985.5.27
1985.5.28
1985.5.30
1985.5.31
1985.6.11
1985.6.12
1985.6.15
1985.6.17
1985.6.19
1985.6.20
1985.6.21
1985.7.20
1985.7.22
1985.7.23
1985.7.25
1985.7.26
1985.7.29
1985.8.6
1985.8.10
1985.8.12
1985.8.13
1985.8.14
1985.9.20
1985.9.21
1985.9.24
1985.9.25
1985.9.27

1985.9.30
1985.10.8
1985.10.9
1985.10.11
1985.10.12

1985.10.15
1986.3.7
1986.3.14
1986.3.15
1986.3.17
1986.3.18
1986.3.20
1986.3.22



15
JA
M
ST
E
C
 J.  D

eep Sea R
es., 23（

2003）

潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

209
210
211
212
213
214
215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228
229
230
231
232
233
234
235
236
237
238
239
240
241
242
243
244
245
246
247
248
249
250
251
252
253
254
255
256
257
258
259
260
261
262
263
264
265
266
267
268
269
270
271
272
273
274
275
276
277
278

試験
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
試験
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
沈降
試験
試験
試験
試験
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
沈降
試験
試験
研究
研究

駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
駿河湾
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
駿河湾
駿河湾
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
伊豆諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
伊豆諸島
伊豆諸島
伊豆諸島
伊豆諸島
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
横須賀港
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
横須賀港
駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾

沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ

大和堆
大和堆
大和堆
最上トラフ
最上トラフ
最上トラフ
青森西沖中部日本海地震域
青森沖中部日本海地震域
青森沖中部日本海地震域
八丈島周辺
父島西方
父島西方
八丈周辺
八丈周辺
八丈周辺
八丈周辺

第３区センター沖

第３区センター沖

1030
1000
570
580
1000
990
1940
1210
1160
1335
1175
1250
310
1180
1230
600
1170
1170
1170
1150
1975
1380
1760
1585
975
1335
1600
1840
1830
1540
1810
1815
1925
1962
1705
390
1810
620
785
780
580
1930
1730
1850
920
925
830
745
470
710
1580
1350
390
1970
1990
5
500
555
1006
1020
2000
560
560
1080
1100
1

1060
1015
1250
1180

985
985
570
580
1000
990

1210
1160
1335
1160
1235
250
1180
1230
600
1170
1155
1170
1150
1975
1360
1760
1585
970
1260
1600
1840
1830
1535
1800
1740
1925
1961
1705
390
1810
620
780
780
580
1930
1730
1850
920
915
830
740
465
710
1580
1350
390
1970
1990

555
1005
1020
1975
560
560
1040
1045

1060
990
1245
1180

井田
内田
井田
田代
井田
内田
田代
井田
田代
井田
田代
田代
井田
田代
井田
内田
井田
田代
井田
井田
田代
井田
田代
井田
田代
内田
井田
井田
内田
井田
内田
井田
井田
内田
田代
井田
田代
田代
井田
田代
井田
内田
井田
井田
井田
田代
井田
田代
内田
田代
井田
田代
田代
井田
田代
井田
井田
田代
井田
田代
井田
井田
田代
井田
田代
田代
井田
井田
田代
井田

櫻井
田代
内田
櫻井
田代
櫻井
内田
櫻井
櫻井
櫻井
鈴木
赤澤
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
田代
内田
櫻井
鈴木
内田
内田
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
櫻井
櫻井
櫻井
内田
櫻井
櫻井
櫻井
赤澤
櫻井
内田
赤澤
内田
内田
鈴木
田代
赤澤
鈴木
内田
田代
櫻井
櫻井
内田
櫻井
鈴木
赤澤
櫻井
井田
櫻井
櫻井
櫻井
鈴木
赤澤
櫻井
赤澤
櫻井
赤澤
鈴木
鈴木
内田
赤澤
櫻井
櫻井
櫻井
鈴木

柴田　桂
磯谷　實
鈴木　晋一
赤澤　克文
鈴木　晋一
赤澤　克文
鈴木　晋一
吉田　則夫
吉田　則夫
荒牧　重雄
田中　武男
仲　二郎
菅生　裕
橋本　惇
松澤　誠二
平本　紀久雄
太田　秀
酒井　均
半田　暢彦
橋本　惇
井田　正比古
木村　政昭
加藤　祐三
田中　武男
仲　二郎
安藤　雅孝
蒲生　俊敬
加藤　茂
加藤　茂
山野　誠
中村　光一
加藤　茂
里村　幹夫
萩原　廣治
小林　和男
安田　信也
橋本　惇
玉木　賢策
山洞　仁
松澤　誠二
黄金崎　栄一
田中　武男
田中　武男
藤岡　換太郎
湯浅　真人
浦辺　徹郎
A.Malahoff
M.Reaka
竹之内　卓夫
仲　二郎
田中　武男
田中　彰
村中　文夫
加藤　茂
山崎　晴雄
奥田　隆一
福井　勉
鶴　啓介
篠原　保
間山　隆
今井　義司
鈴木　晋一
赤澤　克文
赤澤　克文
廣瀬　重之
鈴木　晋一
廣瀬　重之
廣瀬　重之
宇井　忠英
橋本　惇

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
防災科学技術センター
防災科学技術センター
東京大学地震研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
神奈川県水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
千葉県水産試験場
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
名古屋大学水圏科学研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
琉球大学
琉球大学
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
京都大学防災研究所
東京大学海洋研究所
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
東京大学地震研究所
工業技術院地質調査所
海上保安庁水路部
静岡大学
海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
石川県水産試験場
海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
山形県水産課
海洋科学技術センター
青森県水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
Hawaii Univ.
メリーランド大学
東京都水試八丈分場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
東海大学
静岡県水産試験場
海上保安庁水路部
工業技術院地質調査所
三菱重工
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
神戸大学
海洋科学技術センター

35°03.00'N
35°03.00'N
35°05.00'N
35°05.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
34°43.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
34°54.50'N
35°00.50'N
34°54.00'N
35°06.50'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°07.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
34°43.00'N
27°34.50'N
27°34.50'N
27°34.50'N
27°31.50'N
27°01.10'N
27°34.50'N
27°02.00'N
27°04.00'N
27°34.50'N
27°00.20'N
27°00.50'N
34°43.80'N
34°43.00'N
39°23.50'N
39°28.00'N
39°10.50'N
38°54.50'N
38°40.00'N
38°48.50'N
41°04.50'N
40°35.50'N
40°27.50'N
33°38.50'N
26°41.70'N
26°41.70'N
32°51.40'N
33°28.90'N
33°23.10'N
32°51.40'N
34°50.00'N
34°49.00'N
35°04.30'N
34°44.00'N
34°43.00'N
35°19.00'N
35°05.00'N
35°05.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
34°43.00'N
35°05.00'N
35°05.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
35°19.00'N
35°02.80'N
34°50.70'N
34°53.50'N
34°58.20'N

138°39.00'E
138°39.00'E
138°36.00'E
138°36.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°35.50'E
139°14.00'E
139°14.00'E
139°18.00'E
139°14.00'E
139°16.50'E
139°34.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°33.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
138°35.50'E
127°07.50'E
127°08.50'E
127°08.50'E
126°56.50'E
126°37.50'E
127°08.50'E
126°39.00'E
126°40.50'E
127°08.50'E
126°40.50'E
126°37.50'E
138°35.00'E
138°35.50'E
134°31.00'E
135°18.50'E
135°28.00'E
139°08.50'E
138°50.00'E
138°55.00'E
139°55.00'E
139°25.00'E
139°24.50'E
139°08.00'E
141°05.20'E
141°05.20'E
139°33.20'E
139°35.90'E
139°33.30'E
139°33.20'E
138°36.50'E
138°35.50'E
138°35.30'E
138°35.00'E
138°34.50'E
139°40.00'E
138°36.30'E
138°36.30'E
138°39.30'E
138°39.30'E
138°35.50'E
138°36.30'E
138°36.30'E
138°39.50'E
138°39.50'E
139°40.00'E
138°39.30'E
139°12.90'E
139°16.00'E
139°31.30'E

4
5
4
3
4
4
－
6
7
5
6
5
5
5
4
5
5
6
5
5
2
5
7
7
10
10
7
7
8
8
7
7
4
3
5
6
6
5
4
4
5
6
5
5
3
3
5
6
7
8
3
4
5
3
4
－
－
3
5
4
4
2
3
5
5
－
5
5
4
7

3.65
3.83
5.5
5.25
3.52
3.68
－
2.89
3
2.6
2.99
2.7
9.36
2.96
2.83
5.49
2.9
2.93
2.96
2.93
2.2
4.03
3.91
3.9
4.42
4.07
3.9
3.78
3.78
4.06
3.78
3.76
2.15
2.05
0.11
0.45
0.09
0.2
0.3
0.3
0.23
0.09
0.2
2.2
9.03
9.05
4.95
5.17
12.36
6.3
2.39
2.67
－
－
－
－
－
6.21
3.6
3.63
1.85
6.2
6.33
3.9
3.76
－
3.23
3.02
2.83
2.85

4:47
3:47
4:45
5:08
4:50
4:44
2:42
5:07
2:51
5:41
5:07
4:53
4:53
5:04
5:13
5:07
5:12
5:19
4:55
5:00
3:27
5:07
5:20
5:27
5:14
4:51
5:12
4:57
4:56
5:02
4:55
5:26
5:14
4:21
4:11
4:54
4:59
4:27
5:00
5:12
4:28
4:51
5:14
4:39
4:59
1:58
4:38
3:58
1:25
3:38
5:35
5:02
5:03
5:02
5:20
1:11
0:44
3:44
3:58
4:13
4:55
5:03
5:06
5:08
4:08
1:22
4:43
5:20
5:17
5:30

3:09
2:06
3:49
4:00
3:13
3:14
0:01
3:07
1:02
3:47
2:43
2:54
4:18
3:09
3:24
4:09
3:15
3:30
3:08
3:14
0:44
2:25
2:50
2:29
3:26
2:29
2:39
2:21
2:24
1:39
2:17
2:40
2:04
1:27
1:50
4:11
2:18
3:32
3:49
3:52
3:12
2:18
2:47
1:50
3:46
0:30
3:13
2:27
0:29
2:05
3:21
2:50
4:27
2:09
2:44

2:45
2:21
2:26
1:42
4:08
4:07
3:27
2:34

2:56
3:34
3:20
3:33

10:02
10:03
10:04
10:03
10:05
10:05
10:03
10:14
10:08
10:00
11:03
10:03
10:04
10:04
11:18
9:58
10:33
9:58
10:03
10:04
9:59
9:58
10:00
10:04
9:58
9:59
9:59
13:16
9:58
9:57
10:35
9:57
10:03
10:05
13:12
10:05
11:35
11:04
11:03
10:02
10:59
10:00
9:59
11:47
10:00
10:00
10:00
10:37
10:45
9:45
9:57
9:41
9:58
10:02
9:53
13:28
11:17
10:02
10:01
10:00
10:58
10:00
9:59
9:58
10:00
15:16
10:11
9:59
9:57
10:02

11:03
11:07
10:42
10:47
10:59
10:58
11:33
11:20
11:15
11:06
12:39
11:09
10:30
11:10
12:18
10:43
11:47
10:57
11:07
11:03
11:31
11:48
11:30
11:40
11:01
11:37
11:26
14:44
11:31
12:19
12:04
11:14
11:59
11:45
14:33
10:32
13:09
11:41
11:44
10:54
11:47
11:34
11:27
13:21
10:48
10:51
11:00
11:39
11:23
10:57
11:23
10:56
10:21
11:34
11:24

10:42
11:02
11:01
12:51
10:33
10:37
10:56
10:56

11:06
10:59
11:03
11:02

14:12
13:13
14:31
14:47
14:12
14:12
11:34
14:27
12:17
14:53
15:22
14:03
14:48
14:19
15:42
14:52
15:02
14:27
14:15
14:17
12:15
14:13
14:20
14:09
14:27
14:06
14:05
17:05
13:55
13:58
14:21
13:54
14:03
13:12
16:23
14:43
15:27
15:13
15:33
14:46
14:59
13:52
14:14
15:11
14:34
11:21
14:13
14:06
11:52
13:02
14:44
13:46
14:48
13:43
14:08

13:27
13:23
13:27
14:33
14:41
14:44
14:23
13:30

14:02
14:33
14:23
14:35

14:49
13:50
14:49
15:11
14:55
14:49
12:45
15:21
12:59
15:41
16:10
14:56
14:57
15:08
16:31
15:05
15:45
15:17
14:58
15:04
13:26
15:05
15:20
15:31
15:12
14:50
15:11
18:13
14:54
14:59
15:30
15:23
15:17
14:26
17:23
14:59
16:34
15:31
16:03
15:14
15:27
14:51
15:13
16:26
14:59
11:58
14:38
14:35
12:10
13:23
15:32
14:43
15:01
15:04
15:13
14:39
12:01
13:46
13:59
14:13
15:53
15:03
15:05
15:06
14:08
16:38
14:54
15:19
15:14
15:32

海水ポンプ故障のため中止し浮上
γ線計測
海況急変のため中止し浮上
地形地質の調査
変動地形とコロニー関係
枕状溶岩の観察
アカザエビの生態調査
シロウリガイ群集の調査
シロウリガイ群集の調査
タラバガニ、エビの調査
シロウリガイ群集の調査
コロニー内の採水
堆積物中の有機物
シロウリガイ群集の調査
海水ポンプ試験
トラフ中央構造の調査
トラフ中央構造の調査
マウンドの湧水観察
火山岩と堆積物調査
正断層地形の調査
マウンドの湧水採水
地形地質の調査
地形地質の調査
熱水活動に関する調査
海底火山域の調査
地形地質の調査
重力計測
底層流流向流速計テスト
成因と古環境調査
ホッコクアカエビ調査
甲殻類の生態調査
活断層の観察
生物の分布観察
断層付近の生物調査
生物の生態と分布
変動地形の調査
変動地形の調査
熱水活動に関する調査
海底火山域の調査
海況急変のため中止し浮上
海底火山域の調査
深海生物の調査
エサ付ロープ絡まり中止し浮上
海底微地形の調査観察
海底微地形の調査観察
発光生物の観察と分布
サクラエビの調査
地形地質の調査
地形地質の調査

海況悪化のため途中浮上

機器テスト、油漏れ確認

地形地質の調査
コロニーの調査観察

1986.3.24
1986.3.25
1986.4.15
1986.4.16
1986.4.17
1986.4.22
1986.4.24
1986.5.15
1986.5.16
1986.5.21
1986.5.22
1986.5.23
1986.5.26
1986.5.27
1986.5.28
1986.5.29
1986.6.2
1986.6.3
1986.6.7
1986.6.9
1986.6.10
1986.7.3
1986.7.4
1986.7.5
1986.7.7
1986.7.8
1986.7.14
1986.7.22
1986.7.23
1986.7.24
1986.7.25
1986.7.26
1986.8.28
1986.8.29
1986.9.11
1986.9.12
1986.9.13
1986.9.20
1986.9.24
1986.9.25
1986.9.29
1986.10.1
1986.10.2
1986.10.29
1986.11.4
1986.11.5
1986.11.13
1986.11.14
1986.11.17
1986.11.18
1986.11.20
1986.11.21
1986.11.25
1986.11.27
1986.11.28
1987.3.19
1987.3.24
1987.3.26
1987.3.27
1987.3.28
1987.3.30
1987.4.14
1987.4.15
1987.4.17
1987.4.18
1987.5.13
1987.5.15
1987.5.19
1987.5.20
1987.5.22
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

279
280
281
282
283
284
285
286
287
288
289
290
291
292
293
294
295
296
297
298
299
300
301
302
303
304
305
306
307
308
309
310
311
312
313
314
315
316
317
318
319
320
321
322
323
324
325
326
327
328
329
330
331
332
333
334
335
336
337
338
339
340
341
342
343
344
345
346
347
348

研究
研究
研究
沈降
沈降
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
沈降
試験
試験
試験
試験
試験
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

相模湾
伊豆諸島
伊豆諸島
横須賀港
横須賀港
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
横須賀港
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
伊豆諸島
伊豆諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海

八丈島周辺
八丈島周辺
第３区センター沖
第３区センター沖
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ
宮古島北東
沖縄トラフ
沖縄トラフ
沖縄トラフ
能登半島沖
能登半島沖
能登半島沖
能登半島沖
能登半島沖
能登半島沖
秋田県沖
青森県沖
青森県沖
青森県沖
青森県沖
青森県沖
青森県沖

波浮海脚

沖ノ山西部
初島南東方
真鶴埼東方
第３区センター沖
蒲原沖
蒲原沖
蒲原沖
蒲原沖
蒲原沖
駿河トラフ
蒲原沖
蒲原沖
蒲原沖
蒲原沖
駿河トラフ
蒲原沖
蒲原沖
石花海北堆東部
石花海北堆東部
石花海北堆東部
利島北西方
黒瀬海穴
海形海山
海形海山
海形海山
海形海山
母島北西方
富山湾糸魚川北方
富山湾富山北方
富山湾糸魚川北方
富山湾糸魚川北方
富山湾糸魚川北方

1020
795
1150
5
3

1650
1600
1745
1700
710
1665
1630
1540
1125
1465
1615
1530
1460
500
270
1145
1735
430
1160
1510
1895
1330
1970
375
1950
1940
315
1090
1210
1160
1165
1170
1160
1170
1370
1260
5
580
640
1010
1015
1010
1980
1020
1020
1010
1010
1960
1010
1030
1985
1855
1990
490
800
580
640
570
930
440
1520
320
1110
1110
585

1000
750
1150

1650
1600
1745
1700
710
1665
1630
1530
1110
1465
1610
1530
1460
500
270
1145
1735
430
1130

1895
1330
1970
375
1950
1890
300
1010
1210
1160
1165
1160
1160
1170
1370
1260

540
535
1010
1010
1010
1980
1010
1015
1010
1010
1960
1010
1030
1985
1855
1990
490
800
580
470
570
930
440
1485
305
1110
1110
585

井田
井田
田代
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
田代
井田
井田
田代
井田
井田
田代
井田
井田
田代
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
井田
田代
井田
井田
田代
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
井田
田代

赤澤
赤澤
鈴木
赤澤
櫻井
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
赤澤
鈴木
赤澤
鈴木
櫻井
櫻井
赤澤
櫻井
鈴木
赤澤
赤澤
櫻井
鈴木
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
赤澤
櫻井
鈴木
赤澤
鈴木
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
廣瀬
鈴木
櫻井
廣瀬
鈴木
廣瀬
櫻井
赤澤
赤澤
鈴木
廣瀬
廣瀬
赤澤

仲　二郎
岩渕　洋
田中　武男
鈴木　晋一
柴田　桂
木村　政昭
安藤　雅孝
田中　武男
仲　二郎
久貝　一成
橋本　惇
岩渕　洋
中村　光一
長屋　好治
田中　武男
山崎　晴雄
仲　二郎
松本　剛
林　清志　
佐藤　善雄
松澤　誠二
渡辺　修一
涌坪　敏明
橋本　惇
田中　武男
山野　誠
松澤　誠二
緑川　弘毅
村中　文夫
古田　俊夫
北里　洋
楠　勝浩
吉田　則夫
仲　二郎
小池　勲夫
増澤　敏行
三浦　知之
太田　秀
近藤　正臣
瀬川　爾朗
伊東　二三夫
奥田　隆一
福井　勉
小倉　訓
高岡　正直
金子　浩一
今井　義司
中戸　弘之
廣瀬　重之
廣瀬　重之
廣瀬　重之
廣瀬　重之
久保田　啓介
廣瀬　重之
廣瀬　重之
千野　力
古田　俊夫
満澤　巨彦
岩渕　洋
岩渕　洋
仲　二郎
満澤　巨彦
橋本　惇
浦辺　徹郎
岡村　陽一
山崎　晴雄
土井　捷三郎
松本　剛　
高川　真一
橋本　惇

海洋科学技術センター
海上保安庁水路部
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
琉球大学
京都大学防災研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
沖縄県水産試験場
海洋科学技術センター
海上保安庁水路部
工業技術院地質調査所
海上保安庁水路部
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
富山県水産試験場
秋田県水産振興センター
海洋科学技術センター
北海道大学
青森県水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
東京大学地震研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
静岡県水産試験場
東京大学海洋研究所
静岡大学
海上保安庁水路部
防災科学技術センター
海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
名古屋大学水圏科学研究所
鹿児島大学
東京大学海洋研究所
ＡＢＣ放送
東京大学海洋研究所
東京都水試八丈分場
三菱重工
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
三菱重工
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
日本経済新聞社
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
東京都水試八丈分場
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
小笠原水産センター
工業技術院地質調査所
富山県水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

34°50.70'N
33°24.20'N
33°36.00'N
35°19.00'N
35°19.00'N
27°34.30'N
27°34.50'N
27°35.20'N
27°29.50'N
25°36.00'N
27°15.40'N
27°15.00'N
27°13.70'N
37°07.20'N
37°24.80'N
37°30.10'N
37°25.90'N
37°23.70'N
37°26.00'N
39°42.50'N
40°35.80'N
40°39.60'N
41°18.00'N
40°35.80'N
40°33.00'N
40°52.00'N
34°49.20'N
34°43.00'N
34°51.20'N
34°42.00'N
34°44.00'N
34°39.20'N
34°57.40'N
34°53.40'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
34°58.30'N
35°00.50'N
35°08.00'N
35°19.00'N
35°05.00'N
35°05.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
34°43.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
34°43.30'N
35°03.00'N
35°03.00'N
34°43.00'N
34°42.50'N
34°43.00'N
34°33.80'N
33°24.50'N
26°42.30'N
26°42.30'N
26°42.30'N
26°41.80'N
26°44.50'N
37°25.00'N
36°47.40'N
37°21.70'N
37°22.80'N
37°21.19'N

139°12.90'E
139°41.00'E
139°43.50'E
139°40.00'E
139°40.00'E
127°10.60'E
127°08.80'E
127°11.80'E
126°50.00'E
125°51.50'E
127°04.00'E
127°04.20'E
127°04.20'E
137°17.00'E
137°43.80'E
137°48.60'E
137°45.50'E
137°44.70'E
137°39.50'E
139°37.50'E
139°28.80'E
139°32.50'E
140°09.70'E
139°28.80'E
139°23.50'E
139°32.60'E
138°35.70'E
138°35.00'E
138°21.70'E
138°36.00'E
138°35.20'E
139°28.50'E
139°12.50'E
139°15.10'E
139°13.80'E
139°13.80'E
139°13.80'E
139°13.80'E
139°31.70'E
139°16.00'E
139°16.10'E
139°40.00'E
138°36.00'E
138°36.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°35.10'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°35.40'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°34.80'E
138°36.50'E
138°35.20'E
139°14.60'E
139°41.00'E
141°05.00'E
141°05.00'E
141°05.00'E
141°05.20'E
142°03.30'E
137°48.00'E
137°13.50'E
137°56.50'E
137°53.20'E
137°57.42'E

5
7
8
－
－
8
0
7
8
8
6
7
7
5
6
6
5
6
6
5
6
6
7
6
－
6
3
3
3
3
3
6
5
5
5
5
5
7
6
5
3
－
2
4
2
4
3
4
2
5
4
2
1
4
4
4
5
5
7
9
10
8
7
5
10
3
2
5
5
7

3.7
13.18
3.15
－
－
4

4.04
3.96
3.84
6.05
4

3.97
3.98
0.1
0.11
0.09
0.09
0.09
0.38
1.73
0.11
0.09
7

0.12
－
0.09
2.53
1.98
7.6
1.98
1.84
9.53
3.4
2.75
3

2.98
2.8
2.77
2.68
2.48
2.5
－
6.28
6.26
3.36
3.22
3.38
2.08
2.6
3.52
3.61
3.66
1.95
4.07
3.65
2.15
2.23
2.22
8.75
12.35
9.45
12.2
9.73
8.35
14.25
0.08
1.7
0.08
0.1
0.27

5:03
2:29
2:41
0:39
0:32
5:24
6:16
5:35
5:25
5:11
3:56
5:21
5:37
4:41
4:48
5:21
5:07
5:10
4:03
4:22
5:01
4:33
4:45
5:09
2:10
4:50
5:19
4:53
5:05
5:08
4:55
4:54
5:31
5:13
4:54
5:07
5:10
5:07
5:00
4:44
5:09
1:00
4:02
4:16
3:00
4:31
4:29
3:48
5:00
5:02
5:00
5:12
5:04
5:01
2:39
5:30
5:53
4:44
5:27
5:32
5:59
6:11
5:37
5:58
3:45
6:01
5:44
5:39
4:39
5:48

2:20
1:13
0:42

2:43
2:48
2:43
2:54
3:34
1:09
2:47
3:09
2:44
2:45
3:09
2:58
3:07
3:06
3:45
2:54
2:01
4:04
2:49

2:10
3:07
1:25
4:27
2:29
1:54
4:11
3:44
3:15
1:36
3:26
3:07
3:25
2:58
2:05
3:10

2:56
3:08
1:04
2:45
1:37
0:50
3:21
3:35
3:30
2:47
2:17
2:40
1:07
1:59
3:29
1:51
4:46
4:28
4:56
3:43
4:33
4:39
3:02
3:59
5:00
4:12
2:58
4:20

11:06
12:02
10:58
9:52
10:09
10:14
10:01
10:02
11:13
10:01
13:55
9:58
10:00
11:35
11:38
9:57
11:29
11:30
9:15
11:09
10:04
12:33
9:56
10:50
11:14
11:26
9:58
9:42
9:58
9:57
9:33
9:56
9:57
9:55
10:01
10:03
9:20
9:59
9:31
10:38
9:56
10:35
10:01
9:58
10:02
10:03
10:41
10:21
9:59
9:54
9:58
9:59
9:27
9:56
9:57
10:00
9:38
9:39
10:00
9:27
9:30
9:27
9:59
9:30
10:44
9:34
9:50
9:41
9:52
9:40

12:03
12:48
12:06

11:51
12:28
11:35
12:42
11:00
15:22
11:22
11:15
12:43
12:55
11:14
12:46
12:40
9:56
11:35
11:28
13:57
10:30
12:14

12:53
11:11
11:43
10:24
11:36
11:12
10:30
10:55
11:00
12:16
10:57
10:27
11:01
10:44
12:11
11:05

10:46
10:36
11:16
11:07
12:56
12:02
11:00
10:50
10:53
11:40
11:08
11:43
10:51
12:07
11:14
11:12
10:30
10:14
10:15
11:35
10:40
10:23
11:19
10:48
10:22
10:40
10:52
10:45

14:23
14:01
12:48

14:34
15:16
14:18
15:36
14:34
16:31
14:09
14:24
15:27
15:40
14:23
15:44
15:47
13:02
15:20
14:22
15:58
14:34
15:03

15:03
14:18
13:08
14:51
14:05
13:06
14:41
14:39
14:15
13:52
14:23
13:34
14:26
13:42
14:16
14:15

13:42
13:44
12:20
13:52
14:33
12:52
14:21
14:25
14:23
14:27
13:25
14:23
11:58
14:06
14:43
13:03
15:16
14:42
15:11
15:18
15:13
15:02
14:21
14:47
15:22
14:52
13:50
15:05

16:09
14:31
13:39
10:31
10:41
15:38
16:17
15:37
16:38
15:12
17:51
15:19
15:37
16:16
16:26
15:18
16:36
16:40
13:18
15:31
15:05
17:06
14:41
15:59
13:24
16:16
15:17
14:35
15:03
15:05
14:28
14:50
15:28
15:08
14:55
15:10
14:30
15:06
14:31
15:22
15:05
11:35
14:03
14:14
13:02
14:34
15:10
14:09
14:59
14:56
14:58
15:11
14:31
14:57
12:36
15:30
15:31
14:23
15:27
14:59
15:29
15:38
15:36
15:28
14:29
15:35
15:34
15:20
14:31
15:28

枕状溶岩の観察
地形地質の調査、海況急変のため中止し浮上
変動地形調査、海況急変のため中止し浮上
油漏れ確認
油漏れ確認
トラフ中央構造調査
地震計設置
海底火山地形の調査
海底火山地形の調査
漁場の調査観察
生物の調査
地形地質の調査
地形地質の調査
重力計測
変動地形の調査
海底活構造調査
変動地形の調査
変動地形の調査
ホタルイカの調査
ハタハタの調査
カニの摂餌生態観察
生物の炭素供給
生物の摂餌生態観察
ベニズワイガニの調査
変動地形と堆積物。海況急変の為中止し浮上
熱水量の調査
深海生物相の調査
底層流の測定
サクラエビの調査
地形地質調査
重力計測
海底火山地形の調査
シロウリガイ群集、γ線計測
枕状溶岩の観察
コロニーの空間分布
コロニーの空間分布
コロニーの空間分布
コロニーの空間分布

観測ステーション
甲穀類の調査観察

海況急変の為中止し浮上

海況不良の為海域変更

絶縁低下の為中止し浮上
深海生物の調査
地球物理学的研究
底層流と地形変化
利島カルデラの調査
黒瀬海穴の地形調査
海底火山地形と熱水
熱水現象と流れの関係
熱水現象とコロニー
熱水変質帯の観察
魚類調査、海況急変の為中止し浮上
地形地質の調査
シラエビの生息分布
地質構造の調査
微生物採取装置テスト
ベニズワイガニの摂餌音収録

1987.5.25
1987.5.28
1987.5.30
1987.6.14
1987.6.30
1987.7.6
1987.7.8
1987.7.9
1987.7.10
1987.7.18
1987.7.24
1987.7.25
1987.7.26
1987.9.10
1987.9.11
1987.9.13
1987.9.14
1987.9.15
1987.9.19
1987.9.22
1987.9.25
1987.9.28
1987.9.29
1987.9.30
1987.10.3
1987.10.4
1987.10.29
1987.10.30
1987.11.2
1987.11.6
1987.11.7
1987.11.10
1987.11.11
1987.11.12
1987.11.15
1987.11.16
1987.11.19
1987.11.20
1987.11.21
1987.11.24
1987.11.25
1988.3.3
1988.3.5
1988.3.6
1988.3.8
1988.3.9
1988.3.10
1988.3.11
1988.3.18
1988.3.19
1988.3.23
1988.3.24
1988.3.25
1988.3.27
1988.3.28
1988.5.3
1988.5.4
1988.5.5
1988.5.10
1988.5.11
1988.5.17
1988.5.18
1988.5.19
1988.5.20
1988.5.24
1988.6.28
1988.6.29
1988.7.2
1988.7.3
1988.7.4
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

349
350
351
352
353
354
355
356
357
358
359
360
361
362
363
364
365
366
367
368
369
370
371
372
373
374
375
376
377
378
379
380
381
382
383
384
385
386
387
388
389
390
391
392
393
394
395
396
397
398
399
400
401
402
403
404
405
406
407
408
409
410
411
412
413
414
415
416
417
418

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
訓練
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
沈降
試験
試験
試験
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
訓練
研究
研究
研究
研究

日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
伊豆諸島
伊豆諸島
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
横須賀
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
伊豆諸島
伊豆諸島
伊豆諸島
小笠原諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島

最上堆
秋田県沖
秋田県沖
奥尻海嶺
奥尻海嶺
奥尻海嶺
奥尻海嶺
奥尻海嶺
奄西海丘
奄西海丘
伊是名海穴
伊是名海穴
伊是名海穴
沖縄南西
伊是名海穴
伊是名海穴
伊是名海穴
伊平屋凹地
伊平屋凹地
伊平屋凹地
伊平屋海嶺
八丈凹地
八丈凹地
沖ノ山堆
沖ノ山堆
沖ノ山堆
初島沖
熱川沖
川奈沖
川奈沖
初島沖
初島沖
初島沖
沖ノ山堆
松崎沖
松崎沖
熱海沖
第３区センター沖

父島北方
海形海山
海形海山
須美寿海盆
須美寿海盆
須美寿海盆
海形海山
伊平屋凹地
伊平屋凹地
伊是名海穴
伊是名海穴
伊是名海穴
伊是名海穴
伊是名海穴
伊是名凹地
伊是名堆
伊是名海穴

730
370
310
2000
1680
1980
1995
1670
750
760
1560
1430
1665
715
1400
1340
1390
1410
1410
1410
1400
855
940
1150
1160
1170
1170
1220
1370
1460
1170
1160
1170
1150
1975
1970
340
5

1050
1055
1970
1970
1068
1050
1000
1170
1060
1960
1005
1050
1960
1960
1965
490
1160
625
1830
1700
820
1220
1405
1425
1410
1395
1395
1365
1340
1395
740
1538

730
360
310
2000
1680
1950
1995
1650
670
670
1560
1430
1665
710
1400
1340
1390
1410
1410
1410
1300
575
940
1150
1160
1170
1170
1220
1370
1450
1170
1150
1140
1150
1975
1970
340

1010
1010
1970
1970
1026
1006
1000
1170
995
1960
1005
1005
1945
1940
1960
490
1160
625
1830
1490
820
1220
1400
1395
1410
1395
1395
1365
1335
1390
740
1538

田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
田代
井田
櫻井
井田
櫻井
井田
櫻井
田代
田代
井田
田代
井田
田代
井田
田代
櫻井
田代
櫻井
田代
櫻井
田代
櫻井
田代
櫻井
櫻井
田代
櫻井
井田
田代
赤澤
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
赤澤
田代
櫻井
田代
赤澤
櫻井
櫻井
櫻井
田代
田代
櫻井
田代
櫻井
田代
鈴木
櫻井
田代
赤澤
櫻井
鈴木
櫻井
田代
赤澤

鈴木
櫻井
赤澤
櫻井
廣瀬
赤澤
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木
鈴木
廣瀬
赤澤
廣瀬
赤澤
廣瀬
赤澤
廣瀬
鈴木
廣瀬
櫻井
赤澤
鈴木
廣瀬
赤澤
鈴木
廣瀬
赤澤
鈴木
廣瀬
赤澤
鈴木
廣瀬
赤澤
赤澤
鈴木
廣瀬
赤澤
鈴木
井田
田代
廣瀬
田代
廣瀬
井田
鈴木
廣瀬
廣瀬
小倉
鈴木
廣瀬
小倉
廣瀬
赤澤
小倉
廣瀬
鈴木
小倉
赤澤
廣瀬
鈴木
廣瀬
小倉
小倉
赤澤
小倉
鈴木

佐藤　昭夫
杉山　秀樹
柴田　理　
田中　武男
門馬　大和
宮下　純夫
徳山　英一
竹内　章
橋本　惇
橋本　惇
加藤　幸弘
中村　光一
小倉　訓
本永　文彦
許　正憲
木村　政昭
安藤　雅孝
田中　武男
田中　武男
満澤　巨彦
仲　二郎
A.Malahoff
仲　二郎
橋本　惇
田中　武男
石田　瑞穂
朝日　教之
高川　真一
藤本　博巳
藤　浩明
蒲生　俊敬
半田　暢彦
太田　秀
太田　秀
新井　嘉人
門馬　大和
青山　雅俊
奥田　隆一
小倉　訓
小倉　訓
今井　義司
小倉　訓
廣瀬　重之
赤澤　克文
厚木　進
小倉　訓
小倉　訓
小倉　訓
稲葉　興作
小倉　訓
鋤崎　俊二
辻　義人
長沼　毅
岡村　陽一
大路　樹生
橋本　惇
村上　文敏
A.Malahoff
P.Rona
臼井　朗
太田　秀
太田　秀
中村　光一
丸茂　克美
酒井　均
松本　剛
山野　誠
蒲生　俊敬
川崎　一男
木村　政昭

山形県水産試験場
秋田県水産振興センター
秋田県水産振興センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
新潟大学
東京大学海洋研究所
富山大学
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海上保安庁水路部
工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
沖縄県水産試験場
海洋科学技術センター
琉球大学
京都大学防災研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
Hawaii Univ.
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
防災科学技術センター
朝日新聞社
海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
名古屋大学水圏科学研究所
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
静岡県水試伊東分場
三菱重工
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
大蔵省
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
小笠原水産センター
東京大学理学部
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
Hawaii Univ.
マイアミ大学
工業技術院地質調査所
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
東京大学地震研究所
東京大学海洋研究所
沖縄県水産試験場
琉球大学

39°06.80'N
40°06.00'N
39°38.60'N
43°57.50'N
43°57.50'N
43°57.30'N
44°00.00'N
44°00.60'N
28°24.50'N
28°24.50'N
27°16.00'N
27°16.00'N
27°15.00'N
25°49.40'N
27°16.00'N
27°16.00'N
27°16.00'N
27°33.00'N
27°33.00'N
27°33.00'N
27°30.50'N
32°51.00'N
32°48.00'N
34°58.20'N
34°58.50'N
34°58.50'N
35°00.00'N
34°53.50'N
35°01.00'N
35°00.80'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
34°58.50'N
34°43.00'N
34°43.00'N
35°06.50'N
35°19.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
34°43.50'N
34°43.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
35°02.00'N
35°03.00'N
34°43.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
34°43.20'N
34°43.20'N
34°43.20'N
27°14.00'N
26°41.50'N
26°42.30'N
31°06.50'N
31°05.50'N
31°16.00'N
26°41.80'N
27°32.70'N
27°32.50'N
27°16.00'N
27°16.00'N
27°16.00'N
27°16.00'N
27°16.00'N
27°32.70'N
27°03.00'N
27°16.00'N

139°01.70'E
139°38.60'E
139°40.30'E
139°12.30'E
139°13.00'E
139°12.00'E
139°11.50'E
139°33.00'E
127°38.00'E
127°38.00'E
127°05.00'E
127°05.00'E
127°04.00'E
127°10.30'E
127°05.00'E
127°05.00'E
127°05.00'E
126°58.50'E
126°58.50'E
126°58.50'E
126°53.00'E
139°31.00'E
139°36.20'E
139°31.80'E
139°31.70'E
139°31.70'E
139°13.50'E
139°15.50'E
139°16.20'E
139°21.80'E
139°13.80'E
139°13.80'E
139°13.80'E
139°31.70'E
138°35.30'E
138°35.30'E
139°07.50'E
139°40.00'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°35.50'E
138°35.50'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°42.50'E
138°38.50'E
138°35.50'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°35.50'E
138°35.50'E
138°35.50'E
142°17.00'E
140°55.50'E
141°05.00'E
139°54.50'E
139°53.20'E
140°04.50'E
140°55.50'E
126°58.20'E
126°58.50'E
127°05.00'E
127°05.00'E
127°05.00'E
127°05.00'E
127°05.00'E
126°58.20'E
127°11.60'E
127°05.00'E

6
4
3
5
5
4
5
4
10
10
9
5
10
15
5
6
5
15
7
5
10
10
7
5
5
6
5
4
5
4
5
5
5
6
4
5
4
－
4
4
5
4
5
5
5
5
4
5
5
4
5
4
4
15
10
7
5
10
14
8
10
10
8
5
8
8
10
6
12
6

0.14
0.85
1.31
0.08
0.06
0.08
0.09
0.08
8.01
7.97
4

4.03
3.99
7.1
4

4.02
3.98
3.95
4.01
4

4.07
4.75
3.65
2.81
2.78
2.95
2.9
2.76
2.36
2.33
2.97
3.03
3.05
2.95
1.99
2.02
8.62
－
3.36
3.2
1.96
1.88
3.16
3.26
3.18
3.11
3.4
2.04
3.4
3.45
1.93
1.95
2

12.84
3.56
9.84
2.22
2.43
8.93
3.07
3.96
3.92
3.93
3.96
3.92
3.91
3.92
3.89
7.3
3.91

4:49
4:59
5:04
6:05
5:56
6:01
5:55
5:57
5:55
6:06
5:57
6:11
6:12
4:36
6:00
6:06
6:02
6:01
6:00
5:57
5:49
5:56
3:05
5:45
5:59
6:01
5:00
5:27
5:07
6:19
6:00
5:20
5:47
5:34
5:55
6:14
4:18
1:27
4:40
4:23
4:25
5:06
5:10
5:00
2:50
4:22
5:01
4:52
2:07
3:28
5:53
5:55
6:21
3:42
6:00
4:39
5:50
6:11
3:01
6:01
6:29
6:26
6:24
5:52
6:40
5:31
6:14
6:06
5:35
5:52

3:43
4:15
4:29
3:21
3:22
3:29
3:19
3:38
4:18
4:08
3:41
3:56
3:32
3:19
3:56
3:52
3:53
3:39
3:39
0:41
2:24
2:08
1:30
3:58
4:26
4:23
3:10
1:53
3:01
4:20
4:17
3:29
4:05
4:00
3:09
2:29
3:39

2:50
2:36
1:32
2:03
3:29
3:26
0:58
1:48
3:17
2:09
0:32
1:47
3:06
3:11
2:54
2:51
4:21
3:38
3:21
3:34
1:41
3:52
0:42
4:21
4:22
3:53
4:34
3:33
4:00
3:40
4:44
3:41

9:39
10:08
9:58
9:27
9:31
9:28
9:29
9:27
9:37
9:34
9:33
9:29
9:28
11:16
9:29
9:27
9:46
9:30
9:30
10:01
9:30
9:39
10:17
10:15
9:44
9:45
10:00
10:19
9:59
10:36
9:35
9:32
9:38
9:27
10:12
9:31
11:25
10:41
10:14
10:12
10:31
10:04
10:02
10:02
10:10
10:46
10:02
10:04
9:35
10:26
9:40
9:41
9:35
10:48
9:34
9:35
9:46
9:35
9:37
9:42
9:37
9:35
9:50
9:42
9:58
9:41
9:43
9:41
10:15
9:42

10:28
10:37
10:24
11:06
11:21
11:03
11:10
10:54
10:45
10:54
10:54
10:44
11:02
12:04
10:48
10:41
10:59
10:53
10:53
14:15
12:07
13:09
11:13
11:14
10:45
10:45
11:03
13:01
11:07
11:49
10:37
10:36
10:41
10:23
11:45
11:59
11:52

11:19
11:16
12:10
11:42
11:02
10:56
11:17
12:14
11:00
11:34
10:30
11:29
11:15
11:11
11:28
11:27
10:40
10:15
11:12
11:10
10:23
11:09
14:37
10:45
11:06
10:50
11:05
10:48
11:03
11:08
10:58
10:57

14:11
14:52
14:53
14:27
14:43
14:32
14:29
14:32
15:03
15:02
14:35
14:40
14:34
15:23
14:44
14:33
14:52
14:32
14:32
14:56
14:31
15:17
12:43
15:12
15:11
15:08
14:13
14:54
14:08
16:09
14:54
14:05
14:46
14:23
14:54
14:28
15:31

14:09
13:52
13:42
13:45
14:31
14:22
12:15
14:02
14:17
13:43
11:02
13:16
14:21
14:22
14:22
14:18
15:01
13:53
14:33
14:44
12:04
15:01
15:19
15:06
15:28
14:43
15:39
14:21
15:03
14:48
15:42
14:38

14:28
15:07
15:02
15:32
15:27
15:29
15:24
15:24
15:32
15:40
15:30
15:40
15:40
15:52
15:29
15:33
15:48
15:31
15:30
15:58
15:19
15:35
13:22
16:00
15:43
15:46
15:00
15:46
15:06
16:55
15:35
14:52
15:25
15:01
16:07
15:45
15:43
12:08
14:54
14:35
14:56
15:10
15:12
15:02
13:00
15:08
15:03
14:56
11:42
13:54
15:33
15:36
15:56
14:30
15:34
14:14
15:36
15:46
12:38
15:43
16:06
16:01
16:14
15:34
16:38
15:12
15:57
15:47
15:50
15:34

生物相の調査
ハタハタの生息分布
ハタハタの生息分布
変動地形に関する調査
変動地形に関する調査
変動地形に関する調査
断層構造の調査
活断層構造の調査
コロニーの観察
コロニーの観察
チムニー群の観察
チムニー群の観察

生物相の調査
微生物採取装置テスト
チムニー群の観察

地震計回収
熱水噴出観察
熱水現象と流れの関係
火山噴出物と熱水
地形地質調査
地形地質調査、海況急変の為中止し浮上
コロニーの調査
沖ノ山堆の地形地質
コロニーでのγ線計測
プレス乗船取材
ロックドリルのテスト
海底ステーション
海底ステーション
コロニー内での採水
コロニー内での採泥
コロニーの調査
コロニーの調査
水中画像伝送の実験
海底直上での流れ調査
カゴに対する生物行動

無菌採泥器による採泥、調査訓練
無菌採泥器による採泥、調査訓練
無菌採泥器による採泥、調査訓練
底魚とサンゴの観察
底質と底生生物の調査
熱水域の生物群集調査
海底熱水活動の研究
火山微地形と噴出物調査
火山微地形と噴出物調査、海況急変の為中止し浮上
海底熱水活動の研究
熱水の生物群集調査
熱水の生物群集調査
熱水鉱床の研究、ブラックスモーカー発見
海底熱水鉱床の研究
熱水採水器による採水
熱水採水、重力測定、調査訓練
熱水活動、冷水湧水観察
熱水採水器による採水
底魚とサンゴの観察
チムニーと熱水の観察

1988.7.7
1988.7.10
1988.7.11
1988.7.20
1988.7.21
1988.7.25
1988.7.26
1988.7.27
1988.8.28
1988.8.29
1988.9.2
1988.9.3
1988.9.4
1988.9.6
1988.9.9
1988.9.10
1988.9.11
1988.9.12
1988.9.16
1988.9.17
1988.9.22
1988.10.21
1988.10.22
1988.10.24
1988.10.25
1988.10.26
1988.10.27
1988.10.29
1988.10.30
1988.10.31
1988.11.3
1988.11.4
1988.11.5
1988.11.6
1988.11.8
1988.11.9
1988.11.10
1989.3.10
1989.3.11
1989.3.12
1989.3.13
1989.3.16
1989.3.17
1989.3.18
1989.3.19
1989.3.22
1989.3.23
1989.3.24
1989.3.26
1989.3.27
1989.4.12
1989.4.13
1989.4.14
1989.4.20
1989.4.28
1989.4.29
1989.5.25
1989.5.28
1989.5.29
1989.6.3
1989.6.10
1989.6.11
1989.6.12
1989.6.13
1989.6.16
1989.6.18
1989.6.20
1989.6.22
1989.7.5
1989.7.7
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

419
420
421
422
423
424
425
426
427
428
429
430
431
432
433
434
435
436
437
438
439
440
441
442
443
444
445
446
447
448
449
450
451
452
453
454
455
456
457
458
459
460
461
462
463
464
465
466
467
468
469
470
471
472
473
474
475
476
477
478
479
480
481
482
483
484
485
486
487
488

研究
研究
訓練
研究
研究
訓練
訓練
研究
研究
訓練
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
沈降
試験
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
相模湾
相模湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
横須賀港
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島

伊是名海穴
伊是名海穴
伊是名海穴
伊是名海穴
伊是名海穴
伊是名海穴
伊是名海穴
伊平屋凹地
伊平屋凹地
奄西海丘
山陰沖
山陰沖
若狭湾
隠岐海嶺
隠岐海嶺
隠岐海嶺
富山湾
富山湾
能代沖
奥尻海嶺
奥尻海嶺
奥尻海嶺後志海山
奥尻海嶺海洋海山
奥尻海嶺後志海山
熱海沖
熱海沖

熱川沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
初島沖
相模海丘
初島沖
初島沖
第３区住重追浜前
富士川沖
松崎沖
富士川沖
富士川沖
富士川沖
富士川沖
土肥沖
土肥沖
土肥沖
富士川沖
松崎沖
松崎沖
松崎沖
松崎沖
松崎沖
松崎沖
松崎沖
田子沖
松崎沖
伊平屋凹地
伊平屋凹地
伊平屋凹地
伊平屋凹地
伊平屋凹地
伊平屋凹地
伊是名海穴
伊是名海穴
伊平屋海嶺
伊平屋海嶺
伊平屋凹地
伊平屋凹地
伊平屋凹地

340
1504
1220
1384
1395
1560
1612
1395
1395
710
255
248
265
1595
1595
352
1510
1130
500
1950
1985
870
1995
735
350
313
1880
1962
990
1168
1175
1195
1175
1190
1390
1191
1359
5

1075
1961
1077
1077
1077
1097
1550
1550
1549
1318
1950
1940
1951
350
1949
1960
1872
1620
1972
1683
1395
1395
1394
1405
1400
1475
1410
1395
1394
1394
1395
1395

1503
1220
1384
1395
1560
1612
1395
1395
710
245
230
260
1595
1595
340
1500
1130

1950
1810
843
1995
735
275
280
1880
1961
988
1160
1163
1195
1163
1163
1390
1170
1359

1075
1961
1077
1077
1077
1097
1550
1550
1548
1305
1950
1940
1951
350
1949
1960
1835
1562
1972
1083
1379
1395
1394
1405
1395
1475
1410
1395
1394
1394
1395
1395

田代
田代
櫻井
鈴木
櫻井
田代
赤澤
櫻井
田代
田代
田代
鈴木
櫻井
赤澤
櫻井
田代
櫻井
田代
田代
赤澤
櫻井
鈴木
櫻井
田代
櫻井
田代
田代
赤澤
鈴木
櫻井
赤澤
田代
櫻井
田代
櫻井
赤澤
鈴木
赤澤
櫻井
鈴木
赤澤
櫻井
赤澤
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
櫻井
鈴木
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
赤澤
櫻井
赤澤
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
赤澤
櫻井
赤澤
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
鈴木

赤澤
赤澤
廣瀬
廣瀬
小倉
廣瀬
小倉
鈴木
小倉
鈴木
廣瀬
小倉
赤澤
廣瀬
小倉
鈴木
廣瀬
小倉
廣瀬
小倉
鈴木
廣瀬
小倉
赤澤
小倉
鈴木
小倉
廣瀬
赤澤
鈴木
小倉
廣瀬
鈴木
赤澤
廣瀬
小倉
廣瀬
廣瀬
赤澤
廣瀬
鈴木
廣瀬
鈴木
廣瀬
赤澤
佐々木
赤澤
廣瀬
大江
廣瀬
廣瀬
赤澤
廣瀬
鈴木
廣瀬
鈴木
廣瀬
赤澤
廣瀬
赤澤
廣瀬
鈴木
廣瀬
鈴木
廣瀬
鈴木
廣瀬
廣瀬
赤澤
廣瀬

加藤　幸弘
加藤　幸弘
松本　剛
田中　武男
田中　武男
田中　武男
田中　武男
満澤　巨彦
長沼　毅
橋本　惇
伊東　弘
安達　二郎
山崎　淳
藤倉　克則
長沼　毅
山本　博文
山崎　晴雄
松本　剛
杉山　秀樹
宮下　純夫
徳山　英一
竹内　章
田中　武男
田中　武男
青木　一永
青木　一永
新妻　信明
満澤　巨彦
仲　二郎
大和田　紘一
増澤　敏行
橋本　惇
藤倉　克則
菊池　知彦
田中　武男
吉田　則夫
小泉　金一郎
下門　文雄
大江　淳一
佐々木　義高
大江　淳一
佐々木　義高　
大江　淳一
佐々木　義高
佐々木　義高
吉梅　剛
大江　淳一
蜷川　由彦
牧　哲司
笹川　陽平
中山　昭彦
河尻　正博
鋤崎　俊二
門馬　大和
新妻　信明
大塚　謙一
辻　義人
仲　二郎
満澤　巨彦
許　正憲
長沼　毅
太田　秀
太田　秀
丸茂　克美
中村　光一
丸茂　克美
中村　光一
石橋　純一郎
蒲生　俊敬
酒井　均

海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
日本海区水産研究所
島根県水産試験場
京都府立海洋センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所　
海洋科学技術センター
秋田県水産振興センター
新潟大学
東京大学海洋研究所
富山大学
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
静岡県水試伊東分場　
静岡県水試伊東分場
静岡大学
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
名古屋大学水圏科学研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
横浜国立大学
海洋科学技術センター
防災科学技術研究所
東京大学海洋研究所
三菱重工
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
産経新聞社
海洋科学技術センター
日本船舶振興会
中央水産研究所(東海区)
静岡県水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
静岡大学
静岡大学
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
東京大学理学部
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所

27°16.00'N
27°16.00'N
27°16.50'N
27°16.00'N
27°16.00'N
27°16.00'N
27°16.70'N
27°32.70'N
27°32.70'N
28°23.50'N
35°45.50'N
35°50.50'N
35°59.50'N
36°49.70'N
36°49.70'N
36°53.90'N
37°26.50'N
37°30.00'N
40°27.80'N
44°01.00'N
44°02.50'N
43°34.00'N
43°53.50'N
43°34.00'N
35°06.50'N
35°06.50'N
34°45.00'N
34°43.50'N
34°50.50'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°06.00'N
35°00.00'N
35°00.50'N
35°18.80'N
35°03.00'N
34°43.50'N
35°03.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
35°03.00'N
34°55.50'N
34°55.50'N
34°55.50'N
35°01.50'N
34°43.50'N
34°43.50'N
34°43.00'N
34°41.50'N
34°43.00'N
34°43.00'N
34°45.00'N
34°50.00'N
34°43.00'N
27°31.50'N
27°32.70'N
27°32.70'N
27°32.70'N
27°32.70'N
27°32.70'N
27°14.00'N
27°13.00'N
27°27.50'N
27°27.00'N
27°32.70'N
27°32.70'N
27°33.00'N

127°04.50'E
127°05.00'E
127°05.30'E
127°05.00'E
127°05.00'E
127°05.00'E
127°04.00'E
126°58.20'E
126°58.20'E
127°38.50'E
132°15.00'E
132°25.50'E
135°08.00'E
133°59.70'E
133°59.70'E
134°41.10'E
137°47.00'E
137°57.50'E
139°44.00'E
139°11.00'E
139°10.00'E
139°32.00'E
139°15.00'E
139°32.50'E
139°07.50'E
139°07.50'E
138°35.50'E
138°35.10'E
139°13.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°20.50'E
139°13.50'E
139°16.50'E
139°40.00'E
138°38.50'E
138°35.00'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°38.50'E
138°35.00'E
138°35.00'E
138°35.50'E
138°42.00'E
138°35.50'E
138°35.50'E
138°36.00'E
138°37.00'E
138°35.50'E
127°02.00'E
126°58.20'E
126°58.20'E
126°58.20'E
126°58.20'E
126°58.20'E
127°03.00'E
127°07.00'E
127°02.80'E
127°02.00'E
126°58.20'E
126°58.20'E
126°58.20'E

－
6
7
5
8
7
5
10
8
15
3
2
3
7
6
5
8
5
－
5
7
7
3
10
4
5
2
0
5
6
6
8
5
6
5
6
5
－
3
4
5
4
5
4
4
2
4
4
5
5
5
8
4
3
5
3
7
8
10
7
10
6
5
8
7
8
8
7
7
7

－
3.92
4.02
3.96
3.91
3.95
3.91
3.91
3.9
7.09
0.52
0.69
2.49
0.06
0.08
0.56
0.08
0.1
－
0.08
0.09
0.2
0.08
0.27
9.8
9.29
2.15
1.99
3.08
2.6
2.67
2.81
3.01
2.8
2.47
2.77
2.48
－
2.99
1.85
3.16
3.17
3.16
3.37
2.39
2.39
2.44
2.69
1.83
1.85
2.01
8.24
1.85
1.84
2.06
2.42
1.95
3.85
3.89
3.84
3.87
3.91
4.01
3.93
3.96
3.93
3.97
4.02
3.98
3.98

0:37
5:50
5:52
6:09
6:24
6:22
6:05
5:43
6:03
6:04
5:57
6:05
6:06
5:25
5:44
5:57
5:41
5:58
0:48
5:58
6:02
3:22
5:50
5:46
4:42
5:33
5:33
5:55
6:02
5:46
5:52
6:32
5:51
6:04
5:52
6:01
6:05
1:03
4:55
4:58
5:34
5:39
5:29
5:29
5:24
5:36
5:35
4:09
5:03
3:54
5:33
5:44
3:06
5:35
5:58
6:04
4:08
5:13
6:13
6:11
6:09
6:23
6:01
6:11
3:46
5:53
6:19
6:08
6:10
6:11

3:32
3:34
3:59
4:15
3:46
4:03
3:03
3:12
4:33
5:21
5:25
5:24
3:14
3:33
5:17
3:38
4:21

3:05
3:32
2:04
3:09
4:54
4:03
4:56
2:29
2:22
4:19
3:26
2:26
4:40
3:39
3:57
3:54
4:15
3:18

2:05
1:01
3:12
3:35
3:25
3:35
2:14
2:47
2:48
2:11
2:17
1:03
2:39
5:07
0:22
1:16
2:11
2:32
0:09
2:44
3:57
4:01
3:07
4:06
3:38
4:01
1:38
3:41
4:15
2:52
3:36
3:38

9:40
9:42
9:43
9:55
9:40
9:42
9:39
10:20
9:42
9:41
9:45
10:09
9:40
11:18
9:42
9:41
9:42
10:12
9:52
9:37
9:36
9:41
9:51
9:37
10:55
9:41
9:33
9:26
9:41
9:46
10:14
9:33
9:36
9:37
9:38
9:43
9:34
10:59
10:13
10:26
9:50
9:52
9:59
9:59
9:41
9:54
9:51
11:13
9:39
10:21
9:42
9:41
9:55
10:02
9:34
9:33
9:47
9:37
9:37
9:38
9:42
9:44
9:47
9:30
10:19
9:41
9:34
9:38
9:48
9:44

11:10
11:22
11:05
10:52
11:17
11:00
12:03
11:39
10:39
10:08
10:30
10:07
12:33
11:02
10:06
11:00
11:10

11:38
11:09
10:33
11:41
10:22
11:21
10:05
11:35
11:43
10:44
11:20
12:48
10:34
11:07
11:03
10:55
10:39
11:32

12:28
13:19
11:26
11:15
11:16
11:05
11:55
11:50
11:45
12:23
11:18
12:01
11:24
10:11
11:29
13:05
12:12
12:10
12:34
11:03
10:59
10:55
11:53
11:04
11:19
10:45
11:34
10:59
10:47
12:04
11:25
11:25

14:42
14:56
15:04
15:07
15:03
15:03
15:06
14:51
15:12
15:29
15:55
15:31
15:47
14:35
15:23
14:38
15:31

14:43
14:41
12:37
14:50
15:16
15:24
15:01
14:04
14:05
15:03
14:46
15:14
15:14
14:46
15:00
14:49
14:54
14:50

14:33
14:20
14:38
14:50
14:41
14:40
14:09
14:37
14:33
14:34
13:35
13:04
14:03
15:18
11:51
14:21
14:23
14:42
12:43
13:47
14:56
14:56
15:00
15:10
14:57
14:46
13:12
14:40
15:02
14:56
15:01
15:03

10:17
15:32
15:35
16:04
16:04
16:04
15:44
16:03
15:45
15:45
15:42
16:14
15:46
16:43
15:26
15:38
15:23
16:10
10:40
15:35
15:38
13:03
15:41
15:23
15:37
15:14
15:06
15:21
15:43
15:32
16:06
16:05
15:27
15:41
15:30
15:44
15:39
12:02
15:08
15:24
15:24
15:31
15:28
15:28
15:05
15:30
15:26
15:22
14:42
14:15
15:15
15:25
13:01
15:37
15:32
15:37
13:55
14:50
15:50
15:49
15:51
16:07
15:48
15:41
14:05
15:34
15:53
15:46
15:58
15:55

油圧系不調の為340ｍから浮上
熱水性鉱床の地質調査
熱水観察、重力測定、調査訓練
熱水地形の観察
熱水地形の観察
熱水地形の観察
熱水地形の観察
流れ可視化装置の観察
熱水域の生物群集調査
湧水と生物群集調査
深海性重要生物の観察
深海性重要生物の観察
ズワイガニ保護区の観察
カニの餌に対する誘集
無菌採泥器による採泥
隠岐海嶺の形成プロセス
富山トラフの地質構造
富山トラフの地下構造
ハタハタの調査、海況急変の為中止し浮上
構成岩石とテクトニクス
形成解明と岩石採取
変動地形と地震地質、海況急変の為中止し浮上
地形地質調査
火山微地形の調査
アカザエビの生態調査
アカザエビの生態調査
駿河湾プレート境界調査
底層流と海底形状変化
溶岩流の調査
湧水域の微生物群集
間隙水採取装置
シロウリガイ群集の生態
シロウリガイ群集の生態
湧水域のプランクトン
変動地形の調査
シロウリガイ群集の採取
海底ステーション

海洋微生物の分布、生態調査
タカアシガニの資源生態の研究
深海微生物の基礎代謝
微細地形の経年変化
プレート境界の直視観察
プレート境界の直視観察
海中懸濁物の撮影
火山噴出物の調査
氷温及び流れ構造
保圧型深海微生物採集器
熱水生物群集の観察
熱水生物群集の生態研究
熱水生物群集の生態研究
熱水鉱床の研究
熱水鉱床の研究
熱水鉱床の研究
熱水鉱床の研究
溶存気体成分の挙動
熱水活動の地球学的研究
熱水活動の地球学的研究

1989.7.8
1989.7.9
1989.7.10
1989.7.12
1989.7.13
1989.7.14
1989.7.15
1989.7.21
1989.7.22
1989.7.27
1989.8.13
1989.8.14
1989.8.18
1989.8.21
1989.8.22
1989.8.23
1989.8.26
1989.8.29
1989.9.2
1989.9.7
1989.9.8
1989.9.12
1989.9.13
1989.9.14
1989.10.9
1989.10.10
1989.10.12
1989.10.14
1989.10.15
1989.10.18
1989.10.19
1989.10.21
1989.10.22
1989.10.23
1989.10.24
1989.10.26
1989.10.27
1990.3.9
1990.3.13
1990.3.14
1990.3.17
1990.3.18
1990.3.19
1990.3.20
1990.3.22
1990.3.23
1990.3.24
1990.3.25
1990.3.27
1990.3.28
1990.4.21
1990.4.22
1990.4.23
1990.4.26
1990.4.27
1990.4.28
1990.4.29
1990.5.10
1990.5.11
1990.5.12
1990.5.13
1990.5.16
1990.5.17
1990.6.2
1990.6.3
1990.6.5
1990.6.6
1990.6.10
1990.6.11
1990.6.12
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

489
490
491
492
493
494
495
496
497
498
499
500
501
502
503
504
505
506
507
508
509
510
511
512
513
514
515
516
517
518
519
520
521
522
523
524
525
526
527
528
529
530
531
532
533
534
535
536
537
538
539
540
541
542
543
544
545

546

547
548

549
550
551
552

553
554

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
沈降
試験
試験
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究

研究
研究
研究
研究

研究
研究

南西諸島
南西諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
伊豆諸島
伊豆諸島
伊豆諸島
伊豆諸島
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
横須賀港
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島
南西諸島
伊豆諸島
伊豆諸島

伊豆諸島
伊豆諸島

伊平屋凹地
第５徳之島海丘
木曜海山
木曜海山
土曜海山
海形海山
須美寿凹地
青ケ島リフト
八丈凹地
八丈拓南山
奥尻海嶺
奥尻海嶺
奥尻海嶺
奥尻海嶺後志海山
奥尻海嶺後志海山
奥尻海嶺後志海山
奥尻海嶺武蔵海盆
若狭湾
鳥取沖
隠岐堆
日御崎沖
大磯海脚
初島北東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島東沖
初島東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
大島北方沖
初島南東沖
熱川沖
第３区住重追浜前
富士川沖
松崎沖
松崎沖
富士川沖
土肥沖
土肥沖
松崎沖
富士川沖
富士川沖
松崎沖
土肥沖
土肥沖
南奄西海丘
第５徳之島海丘
慶良間凹地
伊平屋海嶺
南奄西海丘
伊平屋海嶺
伊平屋海嶺
伊平屋海嶺

伊平屋海嶺

南奄西海丘
南奄西海丘

南奄西海丘
黒島南沖
八丈西之瀬
南須美寿凹地

八丈凹地
八丈凹地

1585
1097
1310
1367
930
546
1880
1575
1135
438
1965
1630
1590
535
620
1563
1560
238
227
212
261
648
1402
1187
170
1188
1166
1371
1357
1172
1197
1161
1177
747
1215
1197
5

1133
1961
1961
1112
1548
1540
1960
1100
1082
1962
1556
1556
719
958
577
1394
695
1395
1395
1402

1403

711
709

707
430
722
1750

1026
930

1585
1095
1170
1290
885
449
1880
1575
1135
436
1965
1624
1578
535
620
1560
1545
232
220
197
260
648
1402
1187
170
1175
1166
1356
1356
1168
1197
1156
1148
734
1215
1190

1050
1961
1958
1112
1548
1540
1960
1100
1082
1962
1556
1540
710
958
577
1393
675
1395
1394
1392

1394

711
680

694
424
722
1750

1026
930

櫻井
櫻井
櫻井
赤澤
櫻井
赤澤
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木
鈴木
赤澤
櫻井
赤澤
廣瀬
櫻井
櫻井
櫻井
鈴木
櫻井
赤澤
赤澤
櫻井
廣瀬
櫻井
鈴木
櫻井
櫻井
赤澤
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
櫻井
赤澤
廣瀬
櫻井
鈴木
鈴木
櫻井
廣瀬
櫻井
廣瀬
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
櫻井
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
廣瀬
櫻井
櫻井

鈴木

廣瀬
櫻井

廣瀬
櫻井
櫻井
廣瀬

櫻井
廣瀬

赤澤
鈴木
鈴木
廣瀬
鈴木
廣瀬
赤澤
廣瀬
赤澤
廣瀬
廣瀬
廣瀬
佐々木
佐々木
佐々木
鈴木
赤澤
鈴木
赤澤
廣瀬
鈴木
廣瀬
鈴木
佐々木
佐々木
廣瀬
赤澤
鈴木
廣瀬
佐々木
赤澤
廣瀬
赤澤
鈴木
佐々木
佐々木
佐々木
廣瀬
廣瀬
佐々木
佐々木
鈴木
佐々木
鈴木
佐々木
廣瀬
佐々木
廣瀬
鈴木
廣瀬
佐々木
廣瀬
佐々木
鈴木
佐々木
鈴木
佐々木

廣瀬

佐々木
鈴木

佐々木
鈴木
廣瀬
佐々木

鈴木
佐々木

松本　剛
加藤　幸弘
長岡　信治
長岡　信治
長岡　信治
橋本　惇
仲　二郎
山崎　俊嗣
藤岡　換太郎
武藤　光盛
松本　剛
松本　剛
大塚　清
藤倉　克則
藤倉　克則
内田　幹夫
徳山　英一
領家　一博
小林　啓二
濱野　明
安達　二郎
中田　尚宏
吉田　則夫
掘越　弘毅
大路　樹生
菊池　知彦
大和田　紘一
小泉　金一郎
瀬川　爾朗
藤倉　克則
橋本　惇
藤倉　克則
増澤　敏行
市川　忠史
仲　二郎
和田　一育
奥田　隆一
小堀　宏一
今井　義司
柴田　桂
吉梅　剛
林　弘
西田　光紀
加藤　美志彦
吉梅　剛
薗田　敏晴
柴田　桂
今井　義司
蔵重　栄治
千葉　仁
加藤　幸弘
木村　政昭
白山　義久
太田　秀
小林　哲夫
服巻　辰則
山口　寿之

大森　保

橋本　惇
藤倉　克則

橋本　惇
山口　厚人
床枝　真吉
仲　二郎

仲　二郎
仲　二郎

海洋科学技術センター
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
東京大学海洋研究所
東京都水試八丈分場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
日本テレビ
東京大学海洋研究所
福井県水産試験場
鳥取県水産試験場
水産大学校
島根県水産試験場
神奈川県水産試験場
防災科学技術研究所
海洋科学技術センター
東京大学理学部
横浜国立大学
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
名古屋大学水圏科学研究所
中央水産研究所(東海区)
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
三菱重工
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
岡山大学
海上保安庁水路部
琉球大学
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
千葉大学

琉球大学

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
鹿児島県水産試験場
東京都水試八丈分場
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

27°32.50'N
28°00.80'N
28°19.00'N
28°19.30'N
27°41.00'N
26°42.30'N
31°19.00'N
32°17.50'N
32°47.80'N
33°15.00'N
43°57.00'N
43°57.00'N
43°57.00'N
43°34.00'N
43°35.00'N
43°35.50'N
43°59.00'N
35°52.50'N
35°49.20'N
36°25.00'N
35°48.00'N
35°15.00'N
35°06.00'N
35°00.00'N
35°01.50'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°01.00'N
35°00.50'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
34°49.50'N
35°00.00'N
34°53.50'N
35°18.80'N
35°03.00'N
34°43.50'N
34°43.50'N
35°03.00'N
34°55.50'N
34°55.50'N
34°43.50'N
35°03.00'N
35°03.00'N
34°43.50'N
34°55.50'N
34°55.50'N
28°23.50'N
27°59.50'N
25°40.00'N
27°33.00'N
28°23.50'N
27°33.00'N
27°33.00'N
27°33.00'N

27°33.00'N

28°23.50'N
28°23.50'N

28°23.50'N
30°44.00'N
33°18.50'N
30°59.50'N

32°44.20'N
32°44.20'N

126°58.50'E
127°11.50'E
140°33.50'E
140°34.00'E
140°48.70'E
141°05.00'E
139°47.20'E
139°42.80'E
139°33.00'E
140°12.50'E
139°10.50'E
139°12.00'E
139°12.00'E
139°33.00'E
139°34.60'E
139°36.00'E
139°34.00'E
135°43.50'E
133°59.00'E
133°39.00'E
132°22.50'E
139°17.00'E
139°20.50'E
139°13.50'E
139°11.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°17.00'E
139°16.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°22.00'E
139°13.50'E
139°15.50'E
139°40.00'E
138°38.50'E
138°35.00'E
138°35.00'E
138°38.50'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°35.00'E
138°38.50'E
138°38.50'E
138°35.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
127°38.50'E
127°11.50'E
126°49.50'E
126°58.00'E
127°38.50'E
126°58.00'E
126°58.00'E
126°58.00'E

126°58.00'E

127°38.50'E
127°38.50'E

127°38.50'E
129°56.20'E
139°17.20'E
139°48.50'E

139°32.00'E
139°32.00'E

8
7
4
3
5
7
6
7
5
8
6
5
6
7
8
5
5
3
3
4
3
5
3
6
6
6
6
5
5
6
5
5
5
6
6
5
－
4
4
4
4
3
4
6
4
4
5
2
4
10
10
10
7
10
8
7
7

5

8
8

7
6
10
6

8
6

3.91
4.4
3.77
3.76
4.48
12.73
2.2
2.71
3.91
11.02
0.09
0.07
0.07
0.35
0.26
0.07
0.09
1.47
1.5
1.08
0.9
5.05
2.35
2.71
14.74
2.79
2.79
2.51
2.55
2.64
2.64
2.74
2.84
4.26
2.81
2.84
－
3.02
1.9
1.96
3.08
2.39
2.36
2.07
3.02
2.9
1.94
2.27
2.39
7.15
4.71
8.33
4.07
7.7
3.88
3.91
4.43

4.1

6.79
6.89

6.7
8.16
3.7
2.25

3.15
3.25

6:19
4:53
6:02
5:20
5:30
6:06
6:09
6:09
6:05
5:52
6:18
6:36
6:18
5:39
5:44
6:01
4:59
4:52
3:19
5:50
5:25
5:47
5:48
5:44
6:09
5:43
5:37
5:46
3:51
5:19
6:04
6:16
5:51
4:52
6:05
5:52
0:55
3:54
4:34
4:57
4:38
4:00
4:39
5:08
3:29
4:29
5:00
4:54
5:30
3:32
5:56
5:50
6:19
4:16
5:23
6:03
5:54

5:07

4:10
5:59

5:54
5:20
4:57
5:51

3:25
3:41

3:54
2:59
4:16
2:52
3:56
3:49
3:33
3:48
4:31
4:45
3:03
4:00
4:00
4:51
4:59
3:44
2:44
4:15
2:40
5:18
4:33
5:00
3:44
3:58
5:40
3:33
2:50
3:31
1:39
2:44
4:19
4:04
3:59
3:41
4:09
3:57

1:59
1:11
2:03
2:43
1:37
2:29
2:28
1:35
2:36
2:01
2:13
3:00
2:03
4:26
4:31
3:43
2:45
3:12
3:06
3:04

2:00

2:21
4:50

4:31
4:26
3:59
3:35

1:34
2:24

9:42
9:39
9:38
10:45
10:09
9:42
9:32
9:29
9:32
9:56
9:55
9:40
9:37
9:40
9:38
9:39
9:37
10:40
10:24
9:39
9:40
9:45
9:42
9:45
9:38
10:11
9:40
9:48
10:40
10:43
9:44
9:42
9:39
9:39
9:38
9:40
10:55
10:55
10:41
9:34
9:46
10:37
9:47
9:40
11:56
10:31
9:57
10:01
10:00
10:30
9:34
9:40
9:42
9:47
9:40
9:42
9:42

9:53

9:41
9:39

9:37
10:09
11:09
9:45

9:42
11:11

11:12
10:46
10:45
12:39
11:27
11:40
11:05
10:59
10:36
10:41
12:01
11:17
11:03
10:22
10:18
11:10
10:58
11:07
10:51
10:04
10:20
10:28
11:00
10:48
10:03
11:33
11:41
11:04
11:58
12:32
10:45
11:06
10:43
10:25
10:45
10:46

12:06
12:55
11:09
10:52
12:04
11:05
11:12
13:09
11:39
11:44
11:49
11:31
11:24
10:38
10:39
11:17
10:46
11:03
11:42
11:36

12:02

11:03
10:19

10:31
10:44
11:49
11:12

10:45
12:07

15:06
13:45
15:01
15:31
15:23
15:29
14:38
14:47
15:07
15:26
15:04
15:17
15:03
15:13
15:17
14:54
13:42
15:22
13:31
15:22
14:53
15:28
14:44
14:46
15:43
15:06
14:31
14:35
13:37
15:16
15:04
15:10
14:42
14:06
14:54
14:43

14:05
14:06
13:12
13:35
13:41
13:34
13:40
14:44
14:15
13:45
14:02
14:31
13:27
15:04
15:10
15:00
13:31
14:15
14:48
14:40

14:02

13:24
15:09

15:02
15:10
15:48
14:47

12:19
14:31

16:01
14:32
15:40
16:05
15:39
15:48
15:41
15:38
15:37
15:48
16:13
16:16
15:55
15:19
15:22
15:40
14:36
15:32
13:43
15:29
15:05
15:32
15:30
15:29
15:47
15:54
15:17
15:34
14:31
16:02
15:48
15:58
15:30
14:31
15:43
15:32
11:50
14:49
15:15
14:31
14:24
14:37
14:26
14:48
15:25
15:00
14:57
14:55
15:30
14:02
15:30
15:30
16:01
14:03
15:03
15:45
15:36

15:00

13:51
15:38

15:31
15:29
16:06
15:36

13:07
14:52

熱水域の重力測定
地形地質調査、主蓄電池故障のため中止し浮上
地形地質調査
地形地質調査
地形地質調査
海底火山の生物群集調査
火山微地形と噴出物調査
青ケ島リフトの調査
リフトと火山活動の研究
底釣漁場の生態
浅部構造調査重力計測
浅部構造調査重力計測
ストロボテレビの性能調査
深海生物の調査

海洋地殻の研究
漁場環境に関する研究
人工魚礁の蝟集状況観察
人工魚礁の蝟集状況観察
人工魚礁の蝟集状況観察
プランクトンの群集構造調査
炭素14年代とテクトニクス
特殊生態系の観察
ウミユリ類の研究
近底層性プランクトンの調査
メタンに関与する細菌の生態
電磁場の長期変化の研究
電磁場の長期変化の研究
シロウリガイ群集の調査
シロウリガイ群集の調査
シロウリガイ群集の調査
間隙水の採水
相模トラフ斜面の生物調査
初島沖の底質調査
ロックドリルの作動実験

南奄西海丘の海底熱水活動の地球化学的研究
第５徳之島海丘の地形・地質に関する研究
沖繩トラフ、リフト形成機構に関する研究
伊平屋海嶺の熱水噴出孔生物に関する生態学的研究
南奄西海丘の熱水噴出孔生物に関する生態学的研究
熱水噴出域に生息する特異微生物の採取及び観察
熱水噴出域に生息する特異微生物の採取及び観察
熱水噴出孔周辺の原始的なフジツボ類の系統の研究
沖繩トラフ熱水性堆積物の生成年代・分布の地球
化学的研究
南奄西海丘の深海生物群集の分布状態の観察及び
記録
南奄西海丘の熱水依存生物の呼吸量測定実験
南奄西海丘の深海生物群集の分布状態の観察及び
記録
ミノエビの籠網に対する行動及び生態の観察
底釣漁場における動物相とそれらの生態観察
伊豆・小笠原弧の背弧凹地の地質学的研究
背弧凹地の地質学的研究　海況不良により浮上早
めた
伊豆・小笠原弧の背弧凹地の地質学的研究

1990.6.13
1990.6.15
1990.7.22
1990.7.23
1990.7.24
1990.7.27
1990.8.8
1990.8.13
1990.8.14
1990.8.15
1990.9.6
1990.9.7
1990.9.8
1990.9.10
1990.9.11
1990.9.12
1990.9.17
1990.10.6
1990.10.10
1990.10.11
1990.10.12
1990.10.30
1990.10.31
1990.11.1
1990.11.2
1990.11.5
1990.11.6
1990.11.7
1990.11.8
1990.11.11
1990.11.12
1990.11.13
1990.11.14
1990.11.17
1990.11.18
1990.11.19
1991.3.26
1991.3.28
1991.3.30
1991.3.31
1991.4.2
1991.4.3
1991.4.4
1991.4.5
1991.4.7
1991.4.8
1991.4.9
1991.4.10
1991.4.13
1991.5.20
1991.5.21
1991.5.24
1991.5.25
1991.5.26
1991.5.28
1991.5.29
1991.5.30

1991.5.31

1991.6.3
1991.6.4

1991.6.5
1991.6.8
1991.6.26
1991.6.29

1991.6.30
1991.7.3
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

555

556

557
558
559
560
561
562
563

564

565

566
567

568

569
570
571

572

573
574
575
576

577

578
579
580
581
582
583

584
585
586
587

588
589
590
591
592

593
594
595
596
597
598
599
600
601
602
603
604
605
606
607
608
609
610

研究

研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究

研究

研究
研究

研究

研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究
研究

研究
沈降
試験
試験
試験
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
研究
研究

伊豆諸島

小笠原諸島

小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
伊豆諸島

日本海

日本海

日本海
日本海

日本海

日本海
日本海
日本海

日本海

日本海
日本海
南西諸島
駿河湾

駿河湾

駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾

相模湾
相模湾
相模湾
相模湾

相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾

相模湾
横須賀港
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
南西諸島
南西諸島

明神海丘

天保海山

天保海山
海形海山
海形海山
海形海山
木曜海山
水曜海山
八丈黒瀬西海穴

石狩川北西沖

奥尻海嶺

奥尻海嶺
奥尻海嶺

奥尻海嶺

奥尻海嶺
佐渡赤泊沖
佐渡赤泊沖

北陸沖ゲンタツ瀬

隠岐舟状海盆
島根県日御碕沖
南奄西海丘
松崎沖

松崎沖

松崎沖
松崎沖
相模海丘
初島南東沖
三崎海丘
相模海丘

初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖

初島南東沖
初島東沖
初島南東沖
初島東沖
初島南東沖

初島南東沖
第３区住重追浜前
土肥沖
土肥沖
松崎沖
松崎沖
松崎沖
土肥沖
初島南東沖
初島南東沖
三崎沖
三崎沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
トカラギャップ
南奄西海丘

1334

1553

1346
486
451
915
1370
1370
1469

577

1337

1921
1855

1828

447
389
354

723

1563
260
710
1957

1951

1971
1850
1298
1182
1199
1400

1194
1175
1170
1198

1227
1357
1206
1450
1222

1178
5

1560
1515
1955
1958
1955
1520
1245
1170
400
455
1172
1206
1192
1189
1426
705

1120

1553

1346
486
449
913
940
1370
1450

574

1337

1921
1855

1828

447
389
326

709

1563
253
654
1955

1951

1971
1850
1298
1168
1199
1400

1160
1159
1165
1160

1227
1355
1206
1450
1176

1177

1560
1515
1955
1958
1955
1518
1176
1155
400
455
1154
1166
1192
1187
1416
684

櫻井

櫻井

鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木

鈴木

廣瀬

櫻井
櫻井

鈴木

櫻井
廣瀬
櫻井

鈴木

櫻井
櫻井
廣瀬
櫻井

櫻井

廣瀬
鈴木
廣瀬
櫻井
廣瀬
櫻井

廣瀬
櫻井
鈴木
櫻井

櫻井
廣瀬
櫻井
廣瀬
鈴木

櫻井
鈴木
廣瀬
櫻井
廣瀬
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木
櫻井
鈴木
廣瀬
櫻井
櫻井
鈴木

鈴木

廣瀬

佐々木
佐々木
廣瀬
佐々木
廣瀬
佐々木
廣瀬

廣瀬

佐々木

鈴木
吉梅

佐々木

吉梅
佐々木
鈴木

佐々木

廣瀬
佐々木
佐々木
吉梅

鈴木

吉梅
廣瀬
佐々木
鈴木
佐々木
鈴木

佐々木
吉梅
佐々木
吉梅

鈴木
佐々木
鈴木
佐々木
廣瀬

佐々木
吉梅
吉梅
佐々木
吉梅
佐々木
佐々木
吉梅
廣瀬
吉梅
佐々木
廣瀬
廣瀬
佐々木
吉梅
吉梅
廣瀬
吉梅

湯浅　真人

臼井　朗

西村　昭
橋本　惇
藤倉　克則
満澤　巨彦
春日　茂
春日　茂
藤岡　換太郎

三橋　正基

竹内　章

徐　垣
辻　義人

鋤崎　俊二

森屋　和仁
浜渦　清
柿元　晧

片山　肇

山本　博文
金丸　信一
青木　正博
門馬　大和

鋤崎　俊二

辻　義人
小山　真人
工藤　孝浩
矢野　豐
G.Green
B.Robison

藤倉　克則
橋本　惇
浜本　哲郎
橋本　惇

石井　輝秋
小泉　金一郎
木下　正高
北里　洋
塚原　弘昭

増澤　敏行
奥田　隆一
植木　博文
川端　良和
川間　格
立田　学
G.Stone
川間　格
青木　太郎
柴田　桂
今井　義司
立田　学
引野　肇
川間　格
立田　学
佐々木　義高
木村　政昭
藤倉　克則

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
東京大学海洋研究所

北海道立中央水産試験場

富山大学

静岡大学
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
新潟県水産試験場
水産大学校

工業技術院地質調査所

福井大学
日本海区水産研究所
工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
静岡大学
神奈川県水産試験場
中央水産研究所(東海区)
米国地質調査所
モンテレー湾水族館

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
東海大学
静岡大学
防災科学技術研究所

名古屋大学水圏科学研究所
三菱重工
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
中日新聞社
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
琉球大学
海洋科学技術センター

32°06.00'N

27°08.00'N

27°09.00'N
26°42.50'N
26°42.50'N
26°42.50'N
28°19.30'N
28°34.50'N
33°19.50'N

43°39.50'N

44°25.00'N

44°00.00'N
43°40.00'N

43°40.00'N

43°34.50'N
37°52.00'N
37°52.00'N

36°34.00'N

36°40.00'N
35°48.00'N
28°23.50'N
34°43.50'N

34°43.50'N

34°43.00'N
34°45.00'N
35°08.00'N
35°00.00'N
35°02.50'N
35°06.00'N

35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N

35°00.00'N
35°01.00'N
35°00.00'N
35°00.50'N
35°00.00'N

35°00.00'N
35°18.80'N
34°55.00'N
34°55.00'N
34°43.50'N
34°43.50'N
34°43.50'N
34°55.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°06.00'N
35°06.50'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
29°08.50'N
28°23.50'N

139°50.00'E

139°38.00'E

139°37.50'E
141°05.00'E
141°05.00'E
141°05.00'E
140°34.00'E
140°38.50'E
139°33.20'E

140°50.50'E

139°35.00'E

139°11.50'E
139°35.50'E

139°35.50'E

139°33.50'E
138°30.50'E
138°30.50'E

135°43.50'E

135°10.50'E
132°21.50'E
127°38.50'E
138°35.00'E

138°35.00'E

138°35.00'E
138°36.00'E
139°18.00'E
139°13.50'E
139°31.50'E
139°20.50'E

139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E

139°13.50'E
139°16.50'E
139°13.50'E
139°22.00'E
139°13.50'E

139°13.50'E
139°40.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°35.00'E
138°35.00'E
138°35.00'E
138°39.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°34.00'E
139°34.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
130°04.50'E
127°38.50'E

7

10

10
6
6
5
5
5
5

5

4

7
5

5

7
5
5

6

6
2
10
1

2

3
2
4
5
5
4

5
4
7
5

5
6
6
3
6

4
－
1
2
4
2
2
2
6
5
7
5
6
6
6
5
8
8

3.95

2.45

3.02
12.02
12.89
9.29
4.53
3.78
－

0.36

0.08

0.09
0.08

0.08

0.5
0.56
0.78

0.05

0.06
1.49
7.54
1.99

1.92

1.94
1.98
2.54
2.71
2.75
2.45

2.75
2.84
2.72
2.69

2.73
2.4
2.72
2.39
2.73

2.67
－
2.44
2.59
1.95
1.88
1.86
2.51
3.1
3.07
7.29
7.2
2.94
2.95
2.9
2.87
2.3
7.24

6:08

6:20

6:20
6:16
5:54
5:24
5:58
6:00
6:15

5:31

5:34

5:58
5:52

4:09

4:52
3:51
4:42

5:47

6:07
5:23
6:19
5:56

4:44

5:00
6:05
5:57
6:08
6:25
6:26

6:12
5:14
4:56
6:11

6:12
6:14
5:03
5:59
5:35

5:55
1:08
4:29
4:37
4:46
4:44
3:11
5:05
5:07
4:53
4:21
1:47
4:25
4:16
4:00
4:09
6:02
6:01

4:20

4:03

4:12
5:20
4:01
3:53
4:18
4:09
4:23

4:27

3:48

3:23
1:00

1:21

4:12
2:52
3:54

4:38

4:08
4:36
4:55
2:52

2:03

0:31
3:18
4:09
4:21
4:35
4:27

3:23
3:13
3:08
3:46

4:40
4:16
3:02
3:57
3:19

4:16
1:06
1:53
2:28
1:52
1:45
0:09
2:50
3:17
2:38
3:44
0:55
2:41
1:56
2:13
2:09
3:52
4:17

9:35

9:35

9:35
9:34
9:39
9:34
9:42
9:33
9:37

10:56

10:02

9:32
9:36

9:49

9:49
10:07
9:35

9:37

9:35
9:59
9:40
10:15

9:58

9:22
9:34
9:46
9:40
9:36
9:33

9:39
9:38
9:42
9:40

9:37
9:34
9:33
9:34
9:40

9:35
11:19
10:40
10:36
10:00
9:29
10:54
9:41
9:42
9:56
10:44
10:02
10:26
9:57
10:15
9:57
9:40
9:52

10:57

10:58

10:50
10:10
10:34
10:28
10:35
10:51
10:56

11:37

11:17

11:07
13:11

11:34

10:21
10:50
10:08

10:23

10:54
10:29
10:29
11:56

11:32

12:47
11:24
10:53
10:39
10:40
10:46

11:44
10:53
10:49
11:16

10:40
10:42
10:44
10:48
11:11

10:34
11:20
12:17
11:52
11:43
11:16
12:32
11:02
10:46
11:27
11:16
10:38
11:28
11:36
11:16
11:02
11:02
11:07

15:17

15:01

15:02
15:30
14:35
14:21
14:53
15:00
15:19

16:04

15:05

14:30
14:11

12:55

14:33
13:42
14:02

15:01

15:02
15:05
15:24
14:48

13:35

13:18
14:42
15:02
15:00
15:15
15:13

15:07
14:06
13:57
15:02

15:20
14:58
13:46
14:45
14:30

14:50
12:26
14:10
14:20
13:35
13:01
12:41
13:52
14:03
14:05
15:00
11:33
14:09
13:32
13:29
13:11
14:54
15:24

15:43

15:55

15:55
15:50
15:33
14:58
15:40
15:33
15:52

16:27

15:36

15:30
15:28

13:58

14:41
13:58
14:17

15:24

15:42
15:22
15:59
16:11

14:42

14:22
15:39
15:43
15:48
16:01
15:59

15:51
14:52
14:38
15:51

15:49
15:48
14:36
15:33
15:15

15:30
12:27
15:09
15:13
14:46
14:13
14:05
14:46
14:49
14:49
15:05
11:49
14:51
14:13
14:15
14:06
15:42
15:53

島弧海底カルデラの構造と変質作用に関する研究
海山産マンガン団塊・マンガンクラストの地質学
的研究
海山産マンガン団塊・マンガンクラストの地質学
的研究
海底火山活動に伴う深海生物群集の調査
海形海山に生息する甲殻類の呼吸速度試験
海形海山カルデラ内の水温及び流れ構造の研究
伊豆・小笠原弧の海底火山の成因に関する調査研究
伊豆・小笠原弧の海底火山の成因に関する調査研究
伊豆・小笠原弧黒瀬西海穴の地形学と成因
石狩川起源海底の堆積物の堆積状況　底棲生物の
水深別分布状況
東縁新生プレート境界に関する変動地形及び地震
地質の研究
東縁新生プレート境界に関する変動地形及び地震
地質の研究
海中懸濁物の撮影に関する基礎的研究
保圧型深海微生物培養装置作動試験無菌柱状採泥
器の採泥
深海の特異性質を保有する微生物の分離の底泥、
生物採取
ホッコクアカエビの分布生態・蝟集観察
ホッコクアカエビ増殖場漁場造成調査
山陰・北陸沖における構造運動に伴う地質現象の
研究
山陰・北陸沖における構造運動に伴う地質現象の
研究
ズワイガニの人工漁礁に対する謂集状況の観察
沖繩トラフ海底熱水系の化学状態と地質規制の研究
底層流による海底微細地形の変化の追跡調査
保圧型微生物培養装置、無菌採泥器による微生物
採取
海中懸濁物測定装置によるマリンスノーの生成・
分解過程の調査
駿河湾に於けるプレート境界の直視観察
深海性魚類の採集を目的とした籠網の開発
深海底に於ける海洋微生物の分布・生態調査
三崎海丘の地質調査
相模海丘の生物学的観察及び採取
冷水湧出生物群集の生態調査甲殻類の酸素消費速
度測定
深海生物棲息環境の物理・化学的計測
特異な性質を保持する微生物を分離するための採泥
深海生物棲息環境の物理・化学的計測
相模湾東方の急崖の構造・構成物とその成因に関
する研究
相模湾海底に於ける電磁場の長期変動の研究
生物群集周辺の熱構造精査
SedimentｰWater　Interfaceの生物活性
相模湾海底シロウリガイ群集における間隙水の採取
相模湾海底シロウリガイ群集における物質代謝の
研究

北部沖繩トラフ東縁のテクトニクス
熱水噴出孔生物群集の生理・生態学的研究

1991.7.4

1991.7.8

1991.7.9
1991.7.15
1991.7.16
1991.7.17
1991.7.18
1991.7.19
1991.7.24

1991.8.25

1991.8.31

1991.9.1
1991.9.3

1991.9.4

1991.9.5
1991.9.11
1991.9.12

1991.9.16

1991.9.17
1991.9.20
1991.10.4
1991.10.20

1991.10.21

1991.10.22
1991.10.29
1991.11.12
1991.11.13
1991.11.14
1991.11.15

1991.11.18
1991.11.19
1991.11.21
1991.11.22

1991.11.24
1991.11.25
1991.11.26
1991.11.27
1991.12.2

1991.12.3
1992.3.26
1992.3.28
1992.3.29
1992.3.30
1992.3.31
1992.4.2
1992.4.3
1992.4.6
1992.4.7
1992.4.8
1992.4.9
1992.4.11
1992.4.12
1992.4.13
1992.4.14
1992.5.23
1992.5.24
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

611

612

613
614

615
616

617

618
619

620
621
622
623

624

625
626
627
628
629

630
631
632
633
634
635
636

637

638
639
640
641

642
643
644

645

646
647
648

649
650
651
652

653

654
655

656
657

658
659

660

研究

研究

研究
研究

研究
研究

研究

研究
研究

研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究

研究
研究

研究
研究

研究

南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島
伊豆諸島

伊豆諸島

小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島

小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
三陸

日本海

日本海
日本海
日本海
日本海

日本海
日本海
日本海

日本海

日本海
日本海
日本海

南西諸島
駿河湾
駿河湾
駿河湾

駿河湾

相模湾
相模湾

相模湾
相模湾

相模湾
相模湾

相模湾

南奄西海丘

南奄西海丘

伊平屋海嶺
伊平屋海嶺

南奄西海丘
南奄西海丘

南奄西海丘

南奄西海丘
伊平屋海嶺

伊平屋海嶺
伊平屋海嶺
南奄西海丘
須美寿凹地

明神海丘

天保海山
水曜海山
水曜海山
木曜海山
水曜海山

水曜海山
水曜海山
母島海山
海形海山
海形海山
海形海山
大船渡沖

海洋海山

武蔵堆
奥尻海嶺後志海山
奥尻海嶺後志海山
佐渡島北沖　

佐渡島赤泊沖
金沢沖
石川県橋立沖

若狭沖

若狭湾ゲンタツ瀬
日御碕沖
日御碕沖

南奄西海丘
松崎沖
松崎沖
松崎沖

松崎沖

初島南東沖
初島東沖

初島東沖
初島南東沖

初島南東沖
初島南東沖

大磯海脚

710

715

1395
1395

709
713

705

718
1398

1395
1394
709
1488

1395

1415
1380
1380
1364
1380

1380
1379
1040
520
488
915
1145

1159

151
1985
1885
496

386
242
284

449

699
255
261

710
1943
1953
1974

1977

1215
1356

1445
1202

1197
1192

668

660

705

1393
1393

615
624

603

684
1394

1381
1377
657
1381

1395

1415
1374
1380
1364
1369

1378
1368
1010
520
488
887
1145

1159

151
1985
1885
496

382
228
277

449

689
252
245

645
1939
1951
1964

1948

1215
1355

1445
1168

1197
1152

668

櫻井

鈴木

廣瀬
櫻井

廣瀬
櫻井

櫻井

鈴木
鈴木

廣瀬
鈴木
櫻井
櫻井

鈴木

櫻井
櫻井
櫻井
廣瀬
鈴木

櫻井
櫻井
鈴木
廣瀬
櫻井
鈴木
櫻井

廣瀬

櫻井
櫻井
鈴木
廣瀬

櫻井
櫻井
廣瀬

鈴木

廣瀬
櫻井
鈴木

鈴木
櫻井
櫻井
鈴木

廣瀬

廣瀬
櫻井

鈴木
廣瀬

櫻井
廣瀬

櫻井

佐々木

廣瀬

吉梅
佐々木

鈴木
吉梅

吉梅

佐々木
佐々木

吉梅
佐々木
廣瀬
吉梅

佐々木

吉梅
鈴木
佐々木
鈴木
廣瀬

佐々木
廣瀬
廣瀬
吉梅
佐々木
吉梅
廣瀬

吉梅

佐々木
吉梅
廣瀬
吉梅

佐々木
鈴木
吉梅

佐々木

鈴木
廣瀬
吉梅

吉梅
立田
川間
立田

川間

鈴木
吉梅

廣瀬
吉梅

鈴木
吉梅

鈴木

藤倉　克則

片尾　浩

太田　秀
野崎　義行

太田　秀
三浦　知之

中村　光一

中村　光一
畠山　智之

柳谷　周作
中島　和夫
千葉　仁
A.Malahoff

飯笹　幸吉

臼井　朗
橋本　惇
橋本　惇
橋本　惇
渡辺　一樹

梶村　徹
渡辺　一樹
石井　輝秋
藤倉　克則
藤倉　克則
満澤　巨彦
池上　清治

中田　淳

中田　淳
浜本　哲郎
高田　信久
金本　自由生

吉澤　良輔
大橋　洋一
沢矢　隆之

粕谷　芳夫

池原　研
安達　二朗
安達　二朗

青木　正博
満澤　巨彦
満澤　巨彦
満澤　巨彦

高橋　一昭

高木　善弘
小泉　金一郎

北里　洋
牧　陽之助

中西　正男
中塚　武

一色　竜也

海洋科学技術センター

京都大学防災研究所

東京大学海洋研究所　
東京大学海洋研究所　

東京大学海洋研究所　
鹿児島大学

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所
ＮＨＫ

海洋科学技術センター
山形大学
九州大学
Hawaii Univ.

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海上保安庁水路部

海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋水産資源開発センター

北海道立中央水産試験場

北海道立中央水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
愛媛大学

新潟県水産試験場
石川県水産試験場
石川県農林水産部水産課

福井県水産試験場

工業技術院地質調査所
島根県水産試験場
島根県水産試験場

工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所

静岡大学
岩手大学

東京大学海洋研究所
名古屋大学水圏科学研究所

神奈川県水産試験場

28°23.50'N

28°23.50'N

27°33.00'N
27°33.00'N

28°23.50'N
28°23.50'N

28°23.50'N

28°23.50'N
27°33.00'N

27°33.00'N
27°33.00'N
28°23.50'N
31°22.00'N

32°06.50'N

27°11.00'N
28°34.50'N
28°34.50'N
28°19.00'N
28°34.50'N

28°34.50'N
28°34.50'N
26°13.20'N
26°42.50'N
26°42.50'N
26°42.50'N
38°40.00'N

43°57.00'N

44°31.00'N
43°35.00'N
43°35.00'N
38°40.50'N

37°52.00'N
36°41.50'N
36°31.50'N

36°29.50'N

36°33.50'N
35°48.00'N
35°48.00'N

28°23.50'N
34°43.50'N
34°43.50'N
34°43.00'N

34°43.00'N

35°00.00'N
35°01.00'N

35°01.00'N
35°00.00'N

35°00.00'N
35°00.00'N

35°14.50'N

127°38.50'E

127°38.50'E

126°58.00'E
126°58.00'E

127°38.50'E
127°38.50'E

127°38.50'E

127°38.50'E
126°58.00'E

126°58.00'E
126°58.00'E
127°38.50'E
139°50.00'E

139°52.00'E

139°38.00'E
140°38.50'E
140°38.50'E
140°34.00'E
140°38.50'E

140°38.50'E
140°38.50'E
143°04.50'E
141°04.50'E
141°04.50'E
141°05.00'E
142°29.00'E

139°15.00'E

140°30.00'E
139°44.00'E
139°28.00'E
138°20.00'E

138°30.50'E
136°14.00'E
136°03.00'E

135°45.00'E

135°43.50'E
132°22.00'E
132°22.00'E

127°38.50'E
138°35.00'E
138°35.00'E
138°35.00'E

138°35.00'E

139°13.50'E
139°16.50'E

139°21.50'E
139°13.50'E

139°13.50'E
139°13.50'E

139°16.00'E

9

7

6
6

8
8

8

7
7

6
5
8
8

6

10
10
8
4
8

6
6
10
10
10
4
6

7

6
4
5
7

4
3
6

4

5
4
6

7
3
2
3

3

4
2

2
5

4
4

6

7.44

7.26

3.86
3.88

7.8
7.2

7.71

7.28
3.9

3.9
3.96
7.64
2.73

4.35

2.64
3.43
3.35
3.55
3.33

3.3
3.54
3.11
10.5
10.99
3.41
2.54

0.07

5.26
0.08
0.07
0.3

0.53
2.5
1.3

0.25

0.07
1.01
0.93

6.83
1.97
1.95
1.95

2.03

3.15
2.52

2.17
2.85

2.57
2.69

4.51

6:15

6:07

6:19
5:59

6:24
6:17

6:12

6:20
6:12

6:08
6:33
6:16
6:30

4:25

6:08
5:53
6:42
6:52
6:18

6:31
6:26
6:16
5:47
6:06
5:46
6:06

6:01

5:30
6:00
5:45
5:39

4:25
5:33
5:31

5:39

4:50
5:13
5:17

5:00
5:58
6:00
5:30

4:20

3:58
5:40

5:16
5:46

5:10
6:12

4:08

4:54

3:20

3:49
3:53

5:14
4:55

4:58

5:05
2:32

3:59
3:51
5:05
4:30

2:08

4:10
3:32
4:19
4:30
4:04

4:18
4:19
4:40
4:49
5:11
4:14
4:14

4:14

5:01
3:19
3:20
5:01

3:29
4:47
4:43

4:33

3:35
4:32
4:30

3:39
0:13
3:08
2:23

1:46

2:07
2:02

2:32
3:45

3:23
3:02

3:09

9:44

9:46

9:39
9:52

9:38
9:37

9:42

9:39
9:48

9:56
9:39
9:37
9:45

9:42

9:37
10:35
9:36
9:40
9:39

9:34
9:36
9:40
9:40
9:44
11:09
9:44

9:40

9:37
9:39
9:42
9:40

9:50
10:43
9:48

9:38

9:44
9:40
9:38

12:10
9:42
9:38
9:39

9:47

9:46
9:57

10:04
9:54

9:59
9:50

9:42

10:32

12:03

11:16
11:08

10:19
10:27

10:26

10:24
12:29

11:08
11:22
10:18
10:51

11:02

10:53
12:00
10:46
11:13
11:13

10:54
11:02
10:36
10:19
10:20
12:06
10:48

10:49

10:02
11:21
11:20
10:12

10:32
11:18
10:21

10:27

10:36
10:10
10:12

12:59
14:20
11:23
11:27

11:18

10:53
12:52

11:57
11:16

11:04
12:14

10:26

15:26

15:23

15:05
15:01

15:33
15:22

15:24

15:29
15:01

15:07
15:13
15:23
15:21

13:10

15:03
15:32
15:05
15:43
15:17

15:12
15:21
15:16
15:08
15:31
16:20
15:02

15:03

15:03
14:40
14:40
15:13

14:01
16:05
15:04

15:00

14:11
14:42
14:42

16:38
14:33
14:31
13:50

13:04

13:00
14:54

14:29
15:01

14:27
15:16

13:35

15:59

15:53

15:58
15:51

16:02
15:54

15:54

15:59
16:00

16:04
16:12
15:53
16:15

14:07

15:45
16:28
16:18
16:32
15:57

16:05
16:02
15:56
15:27
15:50
16:55
15:50

15:41

15:07
15:39
15:27
15:19

14:15
16:16
15:19

15:17

14:34
14:53
14:55

17:10
15:40
15:38
15:09

14:07

13:44
15:37

15:20
15:40

15:09
16:02

13:50

熱水噴出孔生物群集の生理・生態学的研究
中部沖繩トラフにおけるリフティングの地震学的
研究
沖繩背孤海盆熱水噴出孔生物群集の比較生態学的
研究
熱水性沈殿物および大型ベント生物の年代学的研究
沖繩背孤海盆熱水噴出孔生物群集の比較生態学的
研究
南奄西海丘の底生生物相調査
その場測定による沖繩トラフ海底熱水系の化学と
鉱物の研究
その場測定による沖繩トラフ海底熱水系の化学と
鉱物の研究
取材潜航
熱水噴出域に生息する特異な微生物及び宿主生物
の研究
中部沖繩トラフ熱水活動の地球科学的研究
中部沖繩トラフ熱水活動の地球化学的研究
須美寿凹地の地質学的研究
伊豆・小笠原弧明神海丘（北ベヨネーズ海底カル
デラ）の熱水活動
海山産マンガン団塊・マンガンクラストの地学的
研究
海底火山活動に伴う深海生物群集の調査
海底火山活動に伴う深海生物群集の調査
海底火山活動に伴う深海生物群集の調査
伊豆・小笠原弧の海底火山の成因に関する調査研究
水曜海山の熱水活動域のマッピングに関する調査
研究
伊豆・小笠原弧の海底火山の成因に関する調査研究
小笠原海台付近の海山の地質学的・岩石学的研究
熱水噴出孔生物群集の生理・生態学的研究
熱水噴出孔生物群集の生理・生態学的研究
海形海山カルデラ内の海底形状と流れの構造の観察
トロール曳網による海底面変化の把握
日中及び深海におけるスルメイカの生態に関する
研究
日中及び深海におけるスルメイカの生態に関する
研究
浅い水深と深い水深で採取された低温性細菌の比較
浅い水深と深い水深で採取された低温性細菌の比較
浅所で産卵する魚類の深海での生活観察
ホッコクアカエビの保護・増殖場造成にかかるエビ
の観察・造成
漁礁設置区域におけるズワイガニの分布生態
増殖場造成区域におけるズワイガニの分布生態
ホッコクアカエビ･ズワイガニ増殖事業実施海域の
周辺環境の解明
北陸沖日本海に於ける構造運動に伴う地質現象の
研究
ズワイガニの人工漁礁に対する蝟集状況の研究
ズワイガニの人工漁礁に対する蝟集状況の研究
その場測定による沖繩トラフ海底熱水系の化学と
鉱床の研究
海中懸濁物形状・密度の鉛直分布の観測・研究
駿河トラフの海底地形と流れ構造の研究
駿河トラフの海底地形と流れ構造の研究
汚染源に対する分解能力を持つ微生物の採取、難
分解性物質の回収
冷水湧出域の微生物採取、観察・宿主生物の採取
と研究
相模湾海底定点における地球磁場長期変動の研究
セジメントウォーター・インターフェイスの構造
と生物活性の観察・研究
シロウリ貝群落周辺の微生物学的研究
シロウリ貝群集域における長期的な熱流量の測定
・研究
深海生物群集の維持機構に関する地球化学的研究
サクラエビの遊泳及びパッチの状態の目視観察及
び深度による分布密度計測

1992.5.25

1992.5.26

1992.5.29
1992.5.30

1992.5.31
1992.6.1

1992.6.4

1992.6.6
1992.6.8

1992.6.10
1992.6.11
1992.6.12
1992.7.3

1992.7.5

1992.7.9
1992.7.11
1992.7.12
1992.7.13
1992.7.15

1992.7.16
1992.7.17
1992.7.19
1992.7.22
1992.7.23
1992.7.24
1992.8.15

1992.8.19

1992.8.20
1992.8.23
1992.8.24
1992.8.31

1992.9.1
1992.9.4
1992.9.5

1992.9.7

1992.9.9
1992.9.13
1992.9.14

1992.10.10
1992.11.17
1992.11.18
1992.11.19

1992.11.20

1992.11.23
1992.11.24

1992.11.25
1992.11.28

1992.11.29
1992.11.30

1992.12.1
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

661
662
663
664
665
666
667
668
669
670
671
672
673

674
675

676

677
678

679

680

681

682

683
684
685
686

687

688

689

690

691

692

693
694
695
696

697
698
699
700
701
702
703

704
705
706
707
708

709
710
711
712

研究
沈降
試験
試験
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
研究
研究

研究
研究

研究

研究
研究

研究

研究

研究

研究

研究
研究
研究
研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究

相模湾
横須賀港
駿河湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
南西諸島
南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島
小笠原諸島
伊豆諸島
伊豆諸島

三陸沖
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海

南西諸島
南海トラフ
南海トラフ
駿河湾
駿河湾

南海トラフ
駿河湾
駿河湾
駿河湾

相模海丘
第3区住重追浜前
土肥沖
松崎沖
松崎沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
伊平屋凹地
伊平屋凹地

伊平屋凹地
伊平屋凹地

伊平屋凹地

伊平屋凹地
伊平屋凹地

伊平屋凹地

伊平屋海嶺

伊平屋海嶺

伊平屋海嶺

伊平屋凹地
水曜海山
水曜海山
母島海山

小笠原海台

小笠原海台

水曜海山

水曜海山

海形海山

海形海山

水曜海山
木曜海山
須美寿凹地
明神海丘

釜石沖
奥尻島南西沖
奥尻島西沖
奥尻島南西沖
奥尻島南西沖
奥尻島西沖
奥尻島南西沖

トカラ
東部
東部
松崎沖
松崎沖

遠州灘金洲ノ瀬
土肥沖
土肥沖
土肥沖

1255
5

1534
1970
1974
1180
1200
1246
1255
1227
1222
1398
1398

1407
1404

1419

1395
1410

1397

1233

1547

1514

1392
1374
1383
1303

973

1117

1380

1380

796

798

1377
1334
1290
1361

304
1793
1741
1780
1610
1610
1335

1235
1475
819
1886
1857

739
1517
1515
1560

1248

1505
1970
1974
1163
1200
1234
1255
1227
1222
1390
1398

1407
1404

1419

1363
1410

1380

1233

1547

1514

1387
1371
1374
1303

854

1117

1379

1380

796

798

1373
1334
1261
1361

302
1793
1741
1777
1610
1583
1335

1235
1475
807
1886
1857

739
1489
1515
1560

櫻井
櫻井
廣瀬
鈴木
櫻井
鈴木
廣瀬
鈴木
佐々木
佐々木
佐々木
佐々木
廣瀬

櫻井
佐々木

廣瀬

櫻井
櫻井

佐々木

櫻井

鈴木

廣瀬

鈴木
櫻井
廣瀬
櫻井

鈴木

櫻井

佐々木

佐々木

佐々木

櫻井

佐々木
廣瀬
櫻井
廣瀬

佐々木
廣瀬
櫻井
廣瀬
櫻井
櫻井
鈴木

鈴木
廣瀬
櫻井
櫻井
廣瀬

櫻井
廣瀬
櫻井
廣瀬

吉梅
立田
川間
立田
川間
櫻井
吉梅
吉梅
廣瀬
櫻井
吉梅
櫻井
鈴木

廣瀬
鈴木

吉梅

鈴木
廣瀬

吉梅

廣瀬

吉梅

佐々木

吉梅
鈴木
佐々木
廣瀬

吉梅

廣瀬

櫻井

吉梅

廣瀬

鈴木

吉梅
鈴木
吉梅
鈴木

吉梅
鈴木
吉梅
鈴木
吉梅
廣瀬
吉梅

吉梅
吉梅
鈴木
鈴木
吉梅

伊藤
吉梅
伊藤
鈴木

山崎　晴雄
上原　篤
伊藤　一寿
大野　芳生
伊藤　一寿
伊藤　一寿
伊藤　一寿
柴田　桂
伊藤　一寿
伊藤　一寿
伊藤　一寿
橋本　惇
太田　秀

田中　武男
日下部　正志

田中　武男

木下　正高
中島　和夫

中林　成人

中村　光一

中村　光一

コーネル・デ・ロンド

青木　正博
渡辺　一樹
芝田　厚
石井　輝秋

臼井　朗

西村　昭

増地　矢恵子

佐藤　孝子

藤倉　克則

藤倉　克則

藤原　義弘
石橋　純一郎
仲　二郎
R.S.Fiske

藤田　敏彦
竹内　章
田中　武男
倉本　真一
戸沢　真介
藤岡　換太郎
加藤　茂

木村　政昭
J.P.Cadet
X.L.Pichon
新妻　信明
大塚　謙一

山田　万樹
藤倉　克則
藤倉　克則
橋本　惇

工業技術院地質調査所
三菱重工
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
海洋科学技術センター
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

東海大学
山形大学

海洋科学技術センター

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
東京大学海洋研究所

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
東京大学理学部
海洋科学技術センター
スミソニアン博物館

東北区水産研究所
富山大学
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
時事通信社
海洋科学技術センター
海上保安庁水路部

琉球大学
パリ大学
パリ高等大学院
静岡大学
静岡大学

静岡県水産試験場
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

35°09.00'N
35°18.80'N
34°54.00'N
34°43.00'N
34°43.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
27°33.00'N
27°33.00'N

27°33.00'N
27°33.00'N

27°33.00'N

27°33.00'N
27°33.00'N

27°33.00'N

27°37.50'N

27°34.00'N

27°32.50'N

27°33.00'N
28°34.50'N
28°34.50'N
26°14.00'N

26°10.00'N

26°07.00'N

28°34.50'N

28°34.50'N

26°42.50'N

26°42.50'N

28°34.50'N
28°19.00'N
31°32.50'N
32°05.20'N

39°18.50'N
41°58.50'N
42°03.50'N
41°59.80'N
41°58.50'N
42°03.50'N
41°58.50'N

29°12.50'N
34°00.00'N
34°09.00'N
34°45.00'N
34°45.20'N

34°17.50'N
34°55.00'N
34°55.00'N
34°55.00'N

139°18.00'E
139°40.00'E
138°39.50'E
138°36.00'E
138°36.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
126°58.00'E
126°58.00'E

126°58.00'E
126°58.00'E

126°58.00'E

126°58.00'E
126°58.00'E

126°58.00'E

127°00.00'E

127°01.00'E

127°01.50'E

126°58.00'E
140°38.50'E
140°38.50'E
143°05.50'E

144°16.00'E

144°10.00'E

140°38.50'E

140°38.50'E

141°04.50'E

141°04.50'E

140°38.50'E
140°34.00'E
139°38.00'E
139°51.50'E

142°09.00'E
139°22.00'E
139°18.60'E
139°21.00'E
139°22.50'E
139°19.10'E
139°23.50'E

130°03.00'E
137°42.00'E
137°54.50'E
138°35.50'E
138°35.50'E

138°14.70'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°39.00'E

4
－
4
－
4
3
5
5
4
3
3
8
7

7
6

8

7
10

7

10

8

10

7
4
8
10

6

8

10

8

6

5

7
6
8
6

7
4
3
4
5
5
5

7
5
5
2
3

6
5
5
3

2.61
－
2.43
－
2.07
2.88
2.86
2.94
3.02
2.89
2.88
3.74
3.8

3.83
3.83

3.83

3.87
3.87

3.9

3.97

3.79

3.81

3.86
10
3.5
2.72

4.62

3.37

3.3

3.3

8.07

8.67

3.27
3.47
3.07
3.91

2.78
0.08
0.09
0.1
0.08
0.09
0.08

2.78
2.65
3.88
1.89
2

3.91
2.49
2.52
2.41

5:27
1:02
4:00
2:49
4:25
4:03
6:00
4:58
5:33
5:46
5:39
6:33
6:32

6:25
6:02

6:11

6:42
7:10

5:49

6:20

5:40

6:49

6:47
6:43
6:48
6:10

6:10

5:47

6:28

6:04

6:00

6:09

6:02
6:51
6:20
6:33

6:04
6:40
6:38
6:40
5:17
6:22
2:27

3:34
3:51
5:31
7:07
6:21

5:08
6:51
6:15
6:24

3:58

1:35
0:06
1:10
1:19
4:11
3:13
3:36
3:59
3:56
4:18
4:18

4:11
3:42

4:05

3:52
4:43

3:37

4:33

3:21

4:19

4:32
1:56
4:37
4:21

4:45

4:10

4:10

3:50

4:55

4:58

3:49
4:41
4:19
4:49

5:14
4:14
4:27
4:19
3:02
4:01
0:18

1:29
1:42
4:12
4:10
3:40

4:10
3:58
4:07
4:13

10:08
11:01
11:42
9:49
9:38
12:10
9:50
9:49
9:54
9:52
9:58
9:46
9:37

9:57
9:48

11:02

9:43
9:42

9:44

9:58

9:38

9:46

9:34
9:46
9:46
9:37

9:41

9:35

10:03

11:34

9:55

9:37

9:31
9:51
9:29
9:38

9:54
9:43
9:56
9:44
9:37
9:50
8:53

13:15
9:58
10:01
9:34
9:34

9:45
9:41
9:38
9:42

11:10

13:08
11:21
11:21
14:17
10:56
10:53
11:08
11:02
11:04
11:04
11:01

11:21
11:10

12:17

11:35
10:57

11:01

11:07

11:00

11:22

10:54
13:34
11:06
10:51

10:34

10:41

11:16

12:45

10:44

10:29

10:46
11:09
10:42
10:51

10:31
11:15
11:23
11:21
11:00
11:33
10:15

14:35
11:21
10:56
11:12
11:22

10:31
11:41
10:55
11:00

15:08

14:43
11:27
12:31
15:36
15:07
14:06
14:44
15:01
15:00
15:22
15:19

15:32
14:52

16:22

15:27
15:40

14:38

15:40

14:21

15:41

15:26
15:30
15:43
15:12

15:19

14:51

15:26

16:35

15:39

15:27

14:35
15:50
15:01
15:40

15:45
15:29
15:50
15:40
14:02
15:34
10:33

16:04
13:03
15:08
15:22
15:02

14:41
15:39
15:02
15:13

15:35
12:03
15:42
12:38
14:03
16:13
15:50
14:47
15:27
15:38
15:37
16:19
16:09

16:22
15:50

17:13

16:25
16:52

15:33

16:18

15:18

16:35

16:21
16:29
16:34
15:47

15:51

15:22

16:31

17:38

15:55

15:46

15:33
16:42
15:49
16:11

15:58
16:23
16:34
16:24
14:54
16:12
11:20

16:49
13:49
15:32
16:41
15:55

14:53
16:32
15:53
16:06

相模海丘の地形・地質調査

伊平屋海嶺における熱水噴出孔生物群集の生態調査
沖繩海盆熱水噴出孔生物群集の生態学的研究
伊平屋海嶺熱水域における熱水地形と熱水現象の
空間分析
伊平屋海嶺熱水域における物質循環に関する研究
伊平屋海嶺熱水域における熱水地形と熱水現象の
空間分布
伊平屋海嶺熱水域における間隙水循環の時間変動
の研究
沖繩トラフ伊平屋凹地熱水系の地球化学的研究
伊平屋海嶺熱水域における熱水地形と熱水現象の
空間分布
沖繩トラフの火成活動と海底熱水鉱床の形成機構
の研究
沖繩トラフの火成活動と海底熱水鉱床の形成機構
の研究
沖繩トラフの火成活動と海底熱水鉱床の形成機構
の研究
沖繩トラフの火成活動と海底熱水鉱床の形成機構
の研究
伊豆・小笠原弧の海底火山の成因に関する調査研究
伊豆・小笠原弧の海底火山の成因に関する調査研究
母島海山の地質学的・岩石学的研究
小笠原海台東海山のマンガン団塊及びクラストに
関する地質学的研究
小笠原海台東海山のマンガン団塊及びクラストに
関する地質学的研究
熱水噴出域における生物群集の観察及び微生物の
採取
熱水噴出域における生物群集の観察及び微生物の
採取
海形海山の熱水噴出孔生物群集の生理・生態に関
する研究
海形海山の熱水噴出孔生物群集の生理・生態に関
する研究
水曜海山の熱水噴出孔生物群集の生理・生態に関
する研究
七曜海山列における海底熱水活動の地球学的研究
背弧凹地火山の火山噴出物の調査
背弧凹地火山の火山噴出物の調査
大陸斜面最上部のクモヒトデ類の高密度ベッドの
生態学的研究
平成5年北海道南西沖地震域の調査
平成5年北海道南西沖地震域の調査
平成5年北海道南西沖地震域の調査
平成5年北海道南西沖地震域の調査
平成5年北海道南西沖地震域の調査
平成5年北海道南西沖地震域の調査
沖繩トラフ東縁のテクトニクス－背弧海盆形成メ
カニズムの解明
東部南海トラフ断層崖の精密観察
東部南海トラフ断層崖の精密観察
駿河湾におけるプレート境界の直視観察
駿河湾におけるプレート境界の直視観察
御前崎沖海山におけるキンメダイの分布・生態の
研究
駿河湾シロウリガイ群生の生理・生態に関する研究
駿河湾シロウリガイ群生の生理・生態に関する研究
駿河湾シロウリガイ群生の生理・生態に関する研究

1992.12.4
1993.3.26
1993.3.28
1993.3.30
1993.3.31
1993.4.8
1993.4.9
1993.4.10
1993.4.11
1993.4.16
1993.4.17
1993.5.14
1993.5.17

1993.5.19
1993.5.20

1993.5.21

1993.5.22
1993.5.25

1993.5.26

1993.5.31

1993.6.1

1993.6.3

1993.6.4
1993.6.20
1993.6.22
1993.6.26

1993.6.27

1993.6.28

1993.7.1

1993.7.2

1993.7.4

1993.7.5

1993.7.6
1993.7.9
1993.7.11
1993.7.12

1993.8.4
1993.8.16
1993.8.17
1993.8.18
1993.8.19
1993.8.21
1993.8.22

1993.9.9
1993.10.15
1993.10.17
1993.10.20
1993.10.21

1993.10.22
1993.10.26
1993.10.27
1993.10.28
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

713
714
715
716
717
718
719
720

721
722

723

724
725
726
727
728
729
730
731
732
733
734
735
736
737
738
739

740

741

742

743

744

745

746

747
748

749
750
751
752
753
754
755

756
757
758
759
760
761
762
763

764
765
766
767
768

訓練
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究

研究

研究
研究
沈降
試験
試験
研究
研究
試験
研究
研究
研究
研究
研究
研究
試験
試験

訓練

訓練

訓練

訓練

訓練

訓練

訓練

訓練
研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究
訓練

駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾

相模湾
相模湾

相模湾

相模湾
相模湾
横須賀港
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾
駿河湾
伊豆・小笠原諸島
伊豆・小笠原諸島
伊豆・小笠原諸島
伊豆・小笠原諸島
伊豆・小笠原諸島
伊豆・小笠原諸島
駿河湾
駿河湾

日本海

日本海

日本海

日本海

日本海

日本海

日本海

日本海
三陸沖

日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海

日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
南海トラフ
南海トラフ

南海トラフ
南海トラフ
南西諸島
鹿児島湾
鹿児島湾

土肥沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖

初島南東沖
初島南東沖

相模トラフ

相模トラフ
相模トラフ
第3区住重追浜前
土肥沖
松崎沖
伊豆大島南西沖
稲取沖
富士川沖
金曜海山
金曜海山
明神海丘
明神海丘
明神海丘
明神海丘
松崎沖
富士川沖

奥尻海嶺後志海山

奥尻海嶺後志海山

奥尻海嶺後志海山

奥尻海嶺海洋海山

奥尻海嶺海洋海山

奥尻海嶺後志海山

奥尻海嶺後志海山

奥尻海嶺後志海山
金華山沖

若狭沖
富山湾南部
秋田沖
奥尻海嶺海洋海山
奥尻海嶺海洋海山
奥尻海嶺海洋海山
奥尻海嶺後志海山

奥尻海嶺後志海山
奥尻海嶺海洋海山
奥尻海嶺海洋海山
奥尻海嶺海洋海山
奥尻海嶺海洋海山
奥尻海嶺海洋海山
東部南海トラフ
東部南海トラフ

東部南海トラフ
東部南海トラフ
伊平屋凹地
北東部
北東部

1558
1187
1193
1186
375
1174
1195
1175

1200
1200

1445

1446
1354
5

1512
1947
373
823
1026
1015
1135
1398
1392
1398
1401
1966
1029

824

788

981

1430

1437

512

1243

503
252

500
300
388
1950
1972
1484
1612

653
1593
1802
1833
1743
1999
1247
1250

1230
1253
1394
121
200

1558
1158
1193
1169
375
1169
1195
1175

1200
1200

1445

1445
1354
5

1512
1944
365
823
999
1015
1135
1398
1392
1398
1387
1966
1024

824

788

981

1429

1437

474

983

503
249

467
275
387
1950
1972
1484
1612

653
1591
1802
1833
1743
1999
1240
1250

1230
1243
1387
121
194

櫻井
廣瀬
櫻井
廣瀬
廣瀬
櫻井
廣瀬
櫻井

廣瀬
鈴木

櫻井

吉梅
吉梅
廣瀬
櫻井
鈴木
吉梅
廣瀬
櫻井
吉梅
吉梅
廣瀬
吉梅
櫻井
櫻井
伊藤
伊藤

廣瀬

櫻井

廣瀬

吉梅

櫻井

伊藤

廣瀬

鈴木
伊藤

櫻井
吉梅
伊藤
廣瀬
櫻井
鈴木
櫻井

鈴木
廣瀬
櫻井
伊藤
鈴木
廣瀬
櫻井
伊藤

櫻井
廣瀬
鈴木
伊藤
櫻井

伊藤
吉梅
伊藤
鈴木
吉梅
鈴木
吉梅
鈴木

吉梅
伊藤

廣瀬

鈴木
伊藤
伊藤
伊藤
吉梅
伊藤
鈴木
吉梅
伊藤
伊藤
鈴木
伊藤
廣瀬
鈴木
大野
大野

伊藤

大野

伊藤

松本

小杉

大野

小杉

松本
大野

伊藤
大野
大野
小杉
伊藤
松本
小杉

大野
松本
松本
大野
小杉
大野
伊藤
大野

廣瀬
松本
伊藤
大野
大野

大野　芳生
橋本　惇
藤原　義弘
吉田　則夫
藤田　敏彦
石原　賢司
服部　睦男
増澤　敏行

脇田　宏
吉田　雅浩

西田　周平

北里　洋
小泉　金一郎
上原　篤
大野　芳生
小杉　芳信
高木　康次
高木　康次
奥田　隆一
芝田　厚
渡辺　一樹
R.S.Fiske
飯笹　幸吉
仲　二郎
飯笹　幸吉
櫻井　利明
鈴木　晋一

松本　恵太

小杉　芳信

松本　恵太

小杉　芳信

松本　恵太　

吉梅　剛　

松本　恵太　

小杉　芳信　
和泉　祐司

領家　一博
小谷口　正樹
藤田　学
徳山　英一
徐　垣
徳山　英一
平　清

田中　武男
宮本　元行
倉本　真一
沖野　郷子
加藤　幸弘
竹内　章
芦　寿一郎
P.Huchon

F.Thoue
瀬川　爾朗
笠原　順三
橋本　惇
小杉　芳信

日本海洋事業
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
防災科学技術研究所
東北区水産研究所
中央水産研究所(東海区)
海洋科学技術センター
名古屋大学水圏科学研究所

東京大学理学部
海洋科学技術センター

東京大学海洋研究所

静岡大学
東京大学海洋研究所
三菱重工
日本海洋事業
日本海洋事業
静岡県水産試験場
静岡県水産試験場
三菱重工
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
スミソニアン博物館
工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
日本海洋事業
日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業
宮城県水産研究開発センター

福井県水産試験場
富山県水産試験場
秋田県水産振興センター
東京大学海洋研究所
九州大学
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部
富山大学
東京大学理学部
パリ高等大学院

東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
東京大学地震研究所
海洋科学技術センター
日本海洋事業

34°55.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°01.50'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N

35°00.00'N
35°00.00'N

35°01.10'N

35°01.00'N
35°01.00'N
35°19.00'N
34°57.00'N
34°43.00'N
34°38.50'N
34°50.00'N
35°03.00'N
28°05.00'N
28°03.00'N
32°07.00'N
32°06.50'N
32°06.50'N
32°06.50'N
34°43.00'N
35°03.00'N

43°35.00'N

43°35.00'N

43°35.00'N

43°58.00'N

43°58.00'N

43°34.00'N

43°35.50'N

43°36.00'N
38°20.00'N

36°26.50'N
36°46.50'N
39°34.50'N
44°00.00'N
43°59.50'N
44°00.00'N
43°34.50'N

43°34.00'N
44°04.00'N
44°02.50'N
44°04.00'N
44°04.50'N
43°58.50'N
34°15.00'N
34°14.50'N

34°16.00'N
34°14.50'N
27°33.00'N
31°39.60'N
31°39.50'N

138°39.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°12.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E

139°13.50'E
139°13.50'E

139°21.50'E

139°21.50'E
139°16.00'E
139°40.00'E
138°39.00'E
138°35.50'E
139°19.50'E
139°11.50'E
138°38.00'E
140°48.00'E
140°46.00'E
139°51.50'E
139°52.50'E
139°51.00'E
139°50.00'E
138°35.00'E
138°37.00'E

139°31.00'E

139°31.00'E

139°30.70'E

139°17.00'E

139°17.00'E

139°33.00'E

139°35.80'E

139°33.50'E
141°55.00'E

135°43.00'E
137°18.00'E
139°31.00'E
139°11.50'E
139°12.00'E
139°13.00'E
139°36.50'E

139°33.00'E
139°31.50'E
139°22.00'E
139°21.50'E
139°21.50'E
139°25.00'E
138°02.00'E
138°03.00'E

138°02.50'E
138°02.00'E
126°58.00'E
130°48.20'E
130°46.50'E

4
6
6
5
7
5
6
4

6
5

5

4
4
－
0.5
1.5m
5
4
1.5
7
7
7
7
8
7
3
2

8

8

8

7

7

6

8

5
6

5
7
8
6
5
5
6

8
5
5
7
5
6
6
7

6
8
7
4
3

2.43
2.93
2.81
2.8
7.06
2.69
2.8
2.72

2.66
2.47

2.21

2.27
2.45
－
2.44
1.97
8.28
4.35
3.22
4.31
3.47
4.44
4.46
4.46
4.47
2

3.24

0.22

0.22

0.17

0.12

0.13

0.53

0.18

0.43
2.58

0.37
1.53
0.61
0.14
0.13
0.14
0.16

0.36
0.13
0.13
0.14
0.13
0.13
2.99
2.97

2.94
2.17
3.88
16.61
16.08

5:28
6:08
6:05
6:19
4:22
3:27
3:21
5:35

6:23
4:48

6:32

5:32
4:29
1:18
5:11
4:27
4:23
5:28
3:17
4:35
5:20
6:03
6:17
6:45
6:17
4:32
3:02

4:49

5:25

5:41

5:45

3:55

6:03

5:00

5:00
4:59

5:27
5:30
4:38
6:32
6:27
5:50
5:39

5:50
6:34
6:30
6:37
6:28
6:23
6:17
6:07

6:22
5:37
6:28
5:07
3:45

3:04
3:26
4:15
3:59
3:48
1:41
1:19
3:42

4:21
2:52

1:18

2:57
1:46

2:48
1:30
3:24
4:08
1:42
3:11
3:53
4:19
4:13
4:13
4:04
1:48
1:12

3:37

4:25

4:19

3:42

1:51

5:13

2:10

4:07
4:11

4:25
4:46
3:46
3:59
3:52
3:48
3:39

4:48
4:13
4:01
4:03
4:07
3:33
4:00
4:08

4:29
3:42
4:22
4:33
3:12

10:04
9:44
9:43
9:42
9:53
10:12
9:47
10:39

10:03
9:41

9:49

9:45
9:39
11:06
9:43
10:13
11:12
10:06
10:37
9:37
9:35
9:40
9:41
9:39
10:28
10:43
12:46

11:37

9:49

9:37

9:58

9:40

9:40

11:02

9:41
10:05

9:56
9:51
10:18
9:49
9:55
9:34
10:01

9:41
10:05
9:39
9:32
9:50
9:40
9:52
9:44

9:47
9:52
9:45
10:10
10:28

11:27
11:45
10:49
11:14
10:22
11:16
11:00
11:50

11:09
10:49

11:24

11:29
11:33

11:22
12:05
12:02
11:04
11:38
10:33
10:40
10:57
11:07
11:00
12:10
12:26
13:53

12:28

10:36

10:45

11:20

11:00

10:25

13:23

10:29
10:44

10:38
10:22
10:53
11:35
11:38
11:01
11:32

10:38
11:36
11:12
11:12
11:25
11:35
11:22
11:01

11:05
11:09
11:05
10:37
10:53

14:31
15:11
15:04
15:13
14:10
12:57
12:19
15:32

15:30
13:41

12:42

14:26
13:19

14:10
13:35
15:26
15:12
13:20
13:44
14:33
15:16
15:20
15:13
16:14
14:14
15:05

16:05

15:01

15:04

15:02

12:51

15:38

15:33

14:36
14:55

15:03
15:08
14:39
15:34
15:30
14:49
15:11

15:26
15:49
15:13
15:15
15:32
15:08
15:22
15:09

15:34
14:51
15:27
15:10
14:05

15:32
15:52
15:48
16:01
14:15
13:39
13:08
16:14

16:26
14:29

16:21

15:17
14:08
12:24
14:54
14:40
15:35
15:34
13:54
14:12
14:55
15:43
15:58
16:24
16:45
15:15
15:48

16:26

15:14

15:18

15:43

13:35

15:43

16:02

14:41
15:04

15:23
15:21
14:56
16:21
16:22
15:24
15:40

15:31
16:39
16:09
16:09
16:18
16:03
16:09
15:51

16:09
15:29
16:13
15:17
14:13

パイロット養成訓練
相模湾初島沖におけるシロウリガイ群集の生態調査
相模湾初島沖におけるシロウリガイ群集の生態調査
深海生物の炭素同位体比と物質の循環
海底に生息する懸濁物食棘皮動物の生態学的研究
深海無脊椎動物の脂質の特性解明
相模湾・駿河湾及びその周辺の海洋地学的研究
深海生物群集の維持機構に関する地球科学的研究
相模湾湧水系における溶存気体成分の挙動の地球
科学的研究
冷水生物群集の観察及び微生物採取
相模湾の中深層性プランクトンの分布と生態に関
する研究
Sediment　Water　Interfaceの構造と生物活性の観
察と実験
相模湾海底における地磁気永年変化の研究

機器作動試験
機器作動試験
海底斜面に沿ってキンメダイの分布と行動を観察
海底斜面に沿ってキンメダイの分布と行動を観察

底質の観察と岩石の採取、火口壁の観察
底質の観察と岩石の採取、火口壁の観察
カルデラ壁の観察と岩石の採取、堆積物の温度測定
カルデラ壁の観察と試料の採取
カルデラ壁の観察と岩石の採取、堆積物の温度測定
カルデラ壁の観察と試料の採取
音響航法装置の総合試験
音響航法装置の総合試験
潜航士養成及び潜水船オペレーションの熟練度向
上のための訓練
潜航士養成及び潜水船オペレーションの熟練度向
上のための訓練
潜航士養成及び潜水船オペレーションの熟練度向
上のための訓練
潜航士養成及び潜水船オペレーションの熟練度向
上のための訓練
潜航士養成及び潜水船オペレーションの熟練度向
上のための訓練
潜航士養成及び潜水船オペレーションの熟練度向
上のための訓練
潜航士養成及び潜水船オペレーションの熟練度向
上のための訓練
潜航士養成及び潜水船オペレーションの熟練度向
上のための訓練
ツノナシオキアミ底付き群の行動観察
ホッコクアカエビ、ズワイガニ漁場、特に増殖事
業実施海域の周辺環境の解明
トヤマエビ人工種苗放流後の行動生態について
マダラの根付群に関する研究
海洋海山の海底地形変動の直視観察
海洋海山の海底地形変動の直視観察
海洋海山の海底地形変動の直視観察
深海微生物実験システム採泥器試験
断層、火山地形の調査及び北海道南西沖地震の影
響調査
武蔵海盆南部西縁から海洋海山東斜面域の海底観察
日本海東縁における沈み込みテクトニクスの研究
日本海東縁における沈み込みテクトニクスの研究
日本海東縁における沈み込みテクトニクスの研究
日本海東縁における沈み込みテクトニクスの研究
南海トラフ付加帯上部斜面の構造地質学的研究
海底地殻変動測定の基礎実験
日仏KAIKO-TOKAI計画　東海沖衝突テクトニク
スの解明
南海トラフ付加帯上部斜面の構造地質学的研究
伊平屋海丘における熱水活動の広帯域地震観測
鹿児島湾における熱水噴出孔生物群衆の生態調査

1993.10.29
1993.11.15
1993.11.16
1993.11.17
1993.11.20
1993.11.21
1993.11.23
1993.11.26

1993.11.27
1993.11.29

1993.12.2

1993.12.4
1993.12.5
1994.3.24
1994.3.27
1994.3.30
1994.4.5
1994.4.6
1994.4.9
1994.4.18
1994.4.21
1994.4.25
1994.4.26
1994.4.27
1994.4.30
1994.7.1
1994.7.3

1994.7.7

1994.7.8

1994.7.9

1994.7.12

1994.7.13

1994.7.17

1994.7.18

1994.7.19
1994.7.24

1994.8.6
1994.8.9
1994.8.19
1994.8.22
1994.8.23
1994.8.24
1994.8.27

1994.8.28
1994.8.29
1994.9.1
1994.9.2
1994.9.3
1994.9.4
1994.10.2
1994.10.3

1994.10.5
1994.10.6
1994.10.16
1994.10.27
1994.10.28
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

769
770
771
772
773
774
775
776
777
778
779
780

781
782
783
784
785
786

787
788
789

790

791

792

793
794
795

796
797
798

799
800
801
802
803
804

805

806
807
808
809
810
811

812

813
814
815
816
817
818

819

820
821
822

823

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究
沈降
沈降
試験
試験
試験

訓練
訓練
訓練

訓練

訓練

訓練

訓練
訓練
訓練

訓練
研究
研究

研究
研究
研究
沈降
研究
研究

研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究
沈降
研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究

研究

南西諸島
南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾

相模湾
横須賀港第３区
横須賀港第３区
駿河湾
駿河湾
駿河湾

駿河湾
相模湾
相模湾

相模湾

相模湾

相模湾

相模湾
相模湾
相模湾

相模湾
南西諸島
南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島
日本海
日本海
日本海

日本海

日本海
日本海
日本海
日本海
日本海
日本海

日本海

日本海
日本海
横須賀港
遠州灘
遠州灘
駿河湾

駿河湾

南西諸島
南海トラフ
南海トラフ

南海トラフ

沖縄本島南西沖
遠州灘金洲ノ瀬
遠州灘金洲ノ瀬
遠州灘金洲ノ瀬
初島南東沖
初島南東沖
相模トラフ
相模トラフ
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖

初島南東沖
住重追浜沖
住重追浜沖
土肥沖
松崎沖
松崎沖

土肥沖
初島南東沖
初島南東沖

初島南東沖

相模トラフ

初島南東沖

初島南東沖
相模トラフ
初島南東沖

初島南東沖
西表島北北東沖
西表島北北東沖

伊平屋凹地
伊平屋凹地
伊平屋凹地
小樽沖
北海道　島牧沖
西津軽堆

奥尻海嶺

奥尻海嶺
奥尻海嶺
粟島西方
佐渡海嶺
秋田沖
佐渡島西方沖

富山市沖

能登沖
富山市沖
第３区
金州ノ瀬
金州ノ瀬
松崎沖

松崎沖

駒橋第二海山
第一天竜海丘南西
第一天竜海丘南西

第二天竜海丘南西

302
343
1220
323
1209
1171
1447
1449
1172
1201
1198
1181

1188
5
5

1503
1970
1973

1519
1247
1185

1177

1449

1195

1238
1366
1234

1182
1726
1650

1393
670
1050
5
222
81

1996

1653
1708
606
825
1781
1819

318

1547
270
5
363
307
1998

1983

1345
1120
1238

1769

302
343
1220
309
1209
1134
1447
1449
1009
1201
1198
1181

1188

1503
1970
1973

1519
1229
1185

1167

1449

1195

1214
1354
1223

1182
1726
1650

1384

222
96

1996

1653
1699
563
825
1781
1819

315

1455
266

363
306
1996

1983

1345
1092
1220

1768

伊藤
櫻井
鈴木
廣瀬
伊藤
櫻井
鈴木
廣瀬
伊藤
廣瀬
鈴木
櫻井

伊藤
櫻井
櫻井
伊藤
廣瀬
伊藤

櫻井
櫻井
廣瀬

櫻井

廣瀬

櫻井

廣瀬
櫻井
廣瀬

櫻井
伊藤
廣瀬

伊藤
櫻井
廣瀬
伊藤
伊藤
櫻井

廣瀬

櫻井
廣瀬
櫻井
伊藤
廣瀬
櫻井

伊藤

櫻井
廣瀬
伊藤
櫻井
伊藤
廣瀬

櫻井

伊藤
伊藤 一寿
伊藤 一寿

伊藤 一寿

大野
小杉
松本
小杉
大野
松本
小杉
松本
大野
松本
小杉
大野

大野
伊藤
伊藤
大野
松本
大野

松本
伊藤
大野

松本

伊藤

大野

松本
伊藤
大野

松本
大野
伊藤

大野
松本
松本
大野
松本
菅原

松本

伊藤
大野
千葉
松本
大野
松本

大野

松本
伊藤
大野
千葉
松本
千葉

大野

松本
大野 芳生
大野 芳生

千葉 和宏

藤岡　義三
橋本　惇
太田　秀
橋本　惇
斉藤　洋昭
脇田　宏
戸田　龍樹
白山　義久
服部　陸男
阿部　晃久
服部　陸男
藤原　義弘

藤原　義弘
奥田　隆一
奥田　隆一
千葉　和宏
菅原　孝夫
千葉　和宏

菅原　孝夫
千葉　和宏
菅原　孝夫

和田　智明

千葉　和宏

菅原　孝夫

千葉　和宏
菅原　孝夫
千葉　和宏

北川　憲彦
渡辺　一樹
瀬田　英憲

大森　保
石橋　純一郎
本多　牧生
奥田　隆一
吉田　英雄
塩垣　優

倉本　真一

倉本　真一
片尾　浩
林　育男
巖谷　敏光
岡村　行信
岡村　行信

村上　恵佑

満澤　巨彦
由藤　庸二郎
福田　誠光
橋本　惇
小島　茂明
満澤　巨彦

阿部　文快

西村　昭
芦　寿一郎
瀬川　爾朗

X.L.Pichon

南西海区水産研究所
海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
中央水産研究所(東海区)
東京大学理学部
創価大学
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
三菱重工
三菱重工
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業

日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業

海洋科学技術センター

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業

テレビ朝日
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部

琉球大学
東京大学理学部
海洋科学技術センター
三菱重工
北海道立中央水産試験場
青森県水産試験場

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所
京都大学防災研究所
日本海区水産研究所
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所

日本栽培漁業協会

海洋科学技術センター
共同通信社
日本海洋事業
海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

工業技術院地質調査所
東京大学理学部
東京大学海洋研究所

パリ高等大学

25°53.00'N
34°17.50'N
34°15.00'N
34°17.50'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.50'N
35°00.50'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N

35°00.00'N
35°19.10'N
35°19.10'N
34°57.00'N
34°43.00'N
34°43.00'N

34°57.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N

35°00.00'N

35°00.50'N

35°00.00'N

35°00.00'N
35°00.50'N
35°00.00'N

35°00.00'N
24°51.00'N
24°50.50'N

27°32.80'N
27°33.00'N
27°32.80'N
43°12.00'N
42°46.70'N
41°08.50'N

41°55.50'N

42°22.00'N
41°55.00'N
38°38.00'N
39°02.00'N
39°34.00'N
38°03.50'N

36°46.80'N

37°28.00'N
36°46.80'N
35°19.10'N
34°17.50'N
34°17.50'N
34°43.00'N

34°43.00'N

29°52.50'N
34°11.50'N
34°09.00'N

33°59.00'N

127°14.00'E
138°15.00'E
138°02.00'E
138°15.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°22.00'E
139°22.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E

139°13.50'E
139°38.90'E
139°38.90'E
138°38.50'E
138°35.50'E
138°35.50'E

138°38.50'E
139°14.00'E
139°14.00'E

139°14.00'E

139°22.00'E

139°14.00'E

139°14.00'E
139°16.50'E
139°14.00'E

139°14.00'E
124°05.00'E
124°07.50'E

126°58.30'E
126°59.00'E
126°58.30'E
141°02.00'E
140°00.40'E
140°02.00'E

139°24.00'E

139°34.00'E
139°25.00'E
139°00.00'E
138°55.00'E
138°28.00'E
138°03.00'E

137°18.00'E

137°44.50'E
137°18.20'E
139°38.90'E
138°15.00'E
138°15.00'E
138°35.00'E

138°35.00'E

133°20.00'E
137°46.00'E
137°43.00'E

137°40.00'E

10
7
6
8
3
5
4
7
7
5
6
4

6
－
－
1
3
2

1
3
6

4

3

4

4
3
4

6
8
9

8
－
－
－
7
8

7

7
7
6
7
3
7

2

6
3
－
8
7
1

3

9
7
7

6

16.05
9.54
3.07
13.16
2.73
2.81
2.4
2.41
3.21
2.85
2.68
2.57

2.98
－
－
2.51
1.97
1.89

2.43
2.72
2.85

2.94

2.29

2.71

2.77
2.4
2.67

2.8
3.8
3.78

3.89
－
－
－
2.83
16.62

0.12

0.11
0.11
0.33
0.26
0.1
0.12

1.39

0.12
1.51
－
6.25
6.34
1.77

1.87

3.15
3.03
2.94

2.05

5:20
5:02
6:11
5:34
6:20
6:21
6:26
4:42
6:16
3:00
5:50
4:51

5:45
0:40
0:51
5:32
4:49
3:42

5:18
5:56
5:31

2:18

6:07

5:10

3:26
5:57
5:47

4:45
5:16
5:49

6:03
1:11
1:40
1:18
4:19
2:20

6:16

6:08
5:44
5:35
5:27
6:06
6:33

5:21

6:01
3:35
0:46
3:25
4:57
7:07

5:47

5:48
5:54
5:33

5:37

4:36
4:21
4:18
4:56
4:30
4:37
4:51
2:32
4:39
0:48
3:51
3:07

3:49

3:00
2:04
0:45

3:05
4:06
3:40

0:20

3:49

3:19

1:24
3:22
3:51

3:01
2:32
3:40

3:43

3:47
1:55

3:25

4:04
3:18
4:21
4:02
3:37
4:04

4:31

3:42
2:56

2:29
4:11
3:14

3:01

4:07
4:07
3:40

3:11

8:46
11:04
9:58
10:42
9:40
9:51
9:42
10:30
9:32
10:19
9:29
10:57

9:27
11:26
10:44
9:47
10:42
9:28

9:33
9:40
9:47

10:31

9:42

9:34

9:30
9:36
9:42

9:56
10:51
10:22

9:57
10:55
9:55
13:22
9:44
9:50

9:49

9:48
9:59
9:51
9:49
9:47
9:37

10:13

9:39
9:52
13:13
11:00
9:54
9:43

10:04

9:35
9:40
9:31

10:20

9:20
11:33
11:12
11:09
10:50
10:50
11:00
11:50
10:27
11:24
10:41
12:00

10:42

11:17
12:18
11:08

10:54
10:48
10:57

11:44

11:01

10:38

10:41
11:13
10:52

10:58
12:40
11:50

11:19

10:07
10:12

11:41

11:12
11:29
10:40
10:49
11:21
11:14

10:49

11:02
10:19

11:38
10:28
11:55

11:37

10:46
10:45
10:38

11:47

13:56
15:54
15:30
16:05
15:20
15:27
15:51
14:22
15:06
12:12
14:32
15:07

14:31

14:17
14:22
11:53

13:59
14:54
14:37

12:04

14:50

13:57

12:05
14:35
14:43

13:59
15:12
15:30

15:02

13:54
12:07

15:06

15:16
14:47
15:01
14:51
14:58
15:18

15:20

14:44
13:15

14:07
14:39
15:09

14:38

14:53
14:52
14:18

14:58

14:06
16:06
16:09
16:16
16:00
16:12
16:08
15:12
15:48
13:19
15:19
15:48

15:12
12:06
11:35
15:19
15:31
13:10

14:51
15:36
15:18

12:49

15:49

14:44

12:56
15:33
15:29

14:41
16:07
16:11

16:00
12:06
11:35
14:40
14:03
12:10

16:05

15:56
15:43
15:26
15:16
15:53
16:10

15:34

15:40
13:27
13:59
14:25
14:51
16:50

15:51

15:23
15:34
15:04

15:57

深海性刺胞動物の生態学的研究
化学合成生物群集についての研究
冷湧水深海生物群集の比較生態学研究
化学合成生物群集についての研究
深海甲殻類等の脂質成分の研究
相模湾湧水系における地球化学的研究
中深層性プランクトンの分布と生態に関する研究
Sediment-Water  Interfaceの構造と生物活性の観測
冷水湧水環境の総合的な研究
微生物培養缶の設置と回収
冷水湧水環境の総合的な研究
化学合成生物群集の生態学的研究
初島沖長期ステーション及び周辺生物の観察なら
びに地震計確認
母船絶縁不良により試験途中にて浮上

懸濁物が非常に多く視程が悪かった
この潜航にてH6年度の試験潜航終了
海底より高度３０m程度まで濁りがあり視程が悪
かった
ベントス製トランスポンダの回収を行った
ガイドラインが、かなり海底に埋まっていた
海況不良のため途中浮上　バイオ缶１缶設置１缶
回収
ステーション（OBBⅡ）脇の牛骨のそばに、新た
に牛骨を設置した
94年度設置のバイオ缶１缶回収  海況不良のため途
中浮上
海況不良のため途中浮上　ベントストラポンは、水深
1222～1223mにてCTFMソーナー反応が良好に現れる
プロトン磁力計の回収及び設置を行った
仲大王ブイの周辺のコロニーが北側へ動いていた
テレビ朝日が潜航しての取材潜航タコ、エゾイバ
ラガニ、エイ等テレビ撮影
海底火山群の火山地形と火山岩の調査・研究
海底火山群の火山地形と火山岩の調査・研究
沖縄トラフ熱水性堆積物の生成・分布の地球学的
研究
現場化学分析計による熱水フラックスの測定
熱水噴出域における物質循環
各機器整備後の作動試験
マダラの人工構造物への蝟集応答機構の解明
西津軽堆におけるソイ・メバル類の分布生態調査
日本海東縁における沈み込みテクトニクスの地質
学研究
日本海東縁における沈み込みテクトニクスの地質
学研究
奥尻海嶺における海底地震・地殻変動調査
ベニズワイの稚ガニ期における生息状況の解明
佐渡海嶺のバライトノジュールの産状観察
秋田沖の活断層の研究
佐渡島西方沖の活断層の研究
富山湾におけるトヤマエビ親エビの放流後の行動
生態観察
富山トラフにおいて深海域における流れと海底微
地形に関する調査
取材潜航
各機器整備後の作動確認
化学合成生物群集の生態調査
化学合成生物群集の生態調査・遺伝学的研究
深海底境界内の物理現象に関する研究
深海研究への蛍光顕微技術の導入及び微生物群集
の解析
海山産マンガン団塊・マンガンクラストの地質学
的研究
南海トラフ付加体上部の活構造の研究
東部南海トラフ付加体上部の断層分布と湧水の研究
KAIKO-TOKAI計画　沈み込み帯上部のテクトニ
クス

1994.11.10
1994.11.24
1994.11.25
1994.11.26
1994.11.28
1994.11.29
1994.12.1
1994.12.2
1994.12.6
1994.12.7
1994.12.8
1994.12.10

1994.12.11
1995.5.11
1995.5.12
1995.5.13
1995.5.14
1995.5.15

1995.5.18
1995.5.20
1995.5.21

1995.5.22

1995.5.23

1995.5.24

1995.5.25
1995.5.26
1995.5.27

1995.5.28
1995.6.23
1995.6.25

1995.6.29
1995.6.30
1995.7.4
1995.8.14
1995.8.16
1995.8.18

1995.8.21

1995.8.22
1995.8.23
1995.8.30
1995.9.1
1995.9.2
1995.9.4

1995.9.9

1995.9.10
1995.9.12
1995.10.1
1995.10.2
1995.10.4
1995.10.18

1995.10.19

1995.10.26
1995.11.6
1995.11.7

1995.11.12
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

824
825
826

827
828
829
830
831
832
833

834

835
836
837
838
839

840
841

842
843
844
845
846
847
848
849

850

851

852
853
854
855

856
857

858

859
860

861

862
863
864

865

866
867

868

869
870

871
872
873
874

研究
研究
研究

訓練
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究

訓練
沈降
試験
試験
試験
試験
訓練
訓練

訓練

訓練

訓練
訓練
訓練
訓練

研究
研究

研究

研究
研究

研究

研究
研究
研究

研究

研究
研究

研究

研究
研究

研究
研究
研究
研究

南海トラフ
駿河湾
駿河湾

駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾

相模湾

相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾

相模湾
相模湾

相模湾
横須賀第4区
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾

相模湾

相模湾

駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾

南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島

駿河湾
駿河湾

駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾

第二天竜海丘南西
土肥沖
土肥沖

土肥沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖

初島南東沖

初島南東沖
相模トラフ
相模トラフ
初島南東沖
初島南東沖

相模トラフ
相模トラフ

初島南東沖
センター沖
土肥沖
土肥沖
松崎沖
松崎沖
初島南東沖
初島南東沖

三崎南西沖

三崎南西沖

土肥沖
松崎沖
松崎沖
松崎沖

鬼界カルデラ
伊平屋海嶺

伊平屋海嶺

伊平屋海嶺
伊平屋海嶺

伊平屋海嶺

伊平屋海嶺
伊平屋海嶺
伊平屋海嶺

西表島北北東沖

西表島北北東沖
徳之島南方沖

駒橋第２海山

土肥沖
富士川沖

土肥沖
初島南東沖
相模トラフ
相模トラフ

1970
1512
1528

1546
1167
1180
1180
1204
1195
1188

1175

1215
1368
1373
1180
1193

1446
1449

1188
-

1268
1234
1973
1964
1192
1190

731

731

1275
1990
1965
1963

526
1055

1397

1060
1394

1016

1394
1055
1055

1860

1861
216

1260

1532
1162

1521
1196
1441
1445

1969
1490
1528

1544
1158
1180
1180
1170
1195
1131

1140

1136
1353
1368
1149
1165

1445
1447

1177
-

1268
1229
1973
1964
1190
1190

720

722

1200
1986
1965
1963

499
1035

1396

1048
1394

985

1394
1045
1029

1860

1861
216

1256

1532
1151

1521
1196
1441
1441

大野 芳生
伊藤 一寿
大野 芳生

大野 芳生
伊藤 一寿
伊藤 一寿
大野 芳生
伊藤 一寿
大野 芳生
伊藤 一寿

大野 芳生

伊藤 一寿
大野 芳生
伊藤 一寿
大野 芳生
伊藤 一寿

大野 芳生
伊藤 一寿

大野 芳生
伊藤 一寿
伊藤 一寿
大野 芳生
大野 芳生
伊藤 一寿
大野 芳生
伊藤 一寿

大野 芳生

伊藤 一寿

大野 芳生
伊藤 一寿
大野 芳生
伊藤 一寿

伊藤 一寿
伊藤 一寿

大野 芳生

伊藤 一寿
大野 芳生

伊藤 一寿

大野 芳生
伊藤 一寿
大野 芳生

大野 芳生

千葉 和宏
伊藤 一寿

大野 芳生

伊藤 一寿
大野 芳生

伊藤 一寿
千葉 和宏
伊藤 一寿
大野 芳生

松本 恵太
菅原 孝夫
松本 恵太

千葉 和宏
大野 芳生
千葉 和宏
松本 恵太
菅原 孝夫
千葉 和宏
菅原 孝夫

松本 恵太

千葉 和宏
松本 恵太
菅原 孝夫
千葉 和宏
菅原 孝夫

松本 恵太
千葉 和宏

菅原 孝夫
大野 芳生
千葉 和宏
菅原 孝夫
千葉 和宏
松本 恵太
菅原 孝夫
千葉 和宏

松本 恵太

菅原 孝夫

千葉 和宏
松本 恵太
菅原 孝夫
千葉 和宏

千葉 和宏
松本 恵太

菅原 孝夫

千葉 和宏
松本 恵太

菅原 孝夫

千葉 和宏
松本 恵太
菅原 孝夫

松本 恵太

伊藤 一寿
松本 恵太

菅原 孝夫

千葉 和宏
松本 恵太

菅原 孝夫
大野 芳生
三浦 豊司
松本 恵太

S.Lallemant
斉藤　洋昭
石原　賢司

菅原　孝夫
橋本　惇
Jim Barry
R Kochevar
藤原　義弘
藤原　義弘
服部　陸男

岩瀬　良一

宮崎　貴央
小泉　金一郎
小泉　金一郎
増澤　敏行
石橋　純一郎

北里　洋
大塚　攻

千葉　和宏
上原　篤
櫻井　利明
櫻井　利明
櫻井　利明
櫻井　利明
三浦　豊司
光藤　数也

三浦　豊司

光藤　数也

三浦　豊司
光藤　数也
三浦　豊司
光藤　数也

中村　光一
千葉　仁

上野　宏共

大森　保
石橋　純一郎

上野　宏共

加藤　千明
藤原　義弘
藤原　義弘

渡辺　一樹

渡辺　一樹
藤岡　義三

臼井　朗

藤倉　克則
小松　徹史

藤倉　克則
服部　陸男
戸田　龍樹
北里　洋

パリ高等大学
中央水産研究所
中央水産研究所

日本海洋事業
海洋科学技術センター
モンテレー湾水族館
モンテレー湾水族館
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所
名古屋大学水圏科学研究所
東京大学理学部

静岡大学
広島大学

日本海洋事業
三菱重工
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業

工業技術院地質調査所
九州大学

鹿児島大学

琉球大学
東京大学理学部

鹿児島大学

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海上保安庁水路部

海上保安庁水路部
南西海区水産研究所

工業技術院地質調査所

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
創価大学
静岡大学

33°59.50'N
34°54.50'N
34°54.50'N

34°54.50'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N

35°00.00'N

35°00.00'N
35°00.50'N
35°01.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N

35°00.50'N
35°00.50'N

35°00.00'N
35°19.50'N
35°02.00'N
35°02.00'N
34°43.00'N
34°43.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N

35°05.50'N

35°05.50'N

35°02.00'N
34°43.00'N
34°43.00'N
34°43.30'N

30°47.00'N
27°47.00'N

27°32.80'N

27°47.00'N
27°32.80'N

27°47.00'N

27°32.80'N
27°47.00'N
27°47.00'N

24°46.00'N

24°46.00'N
27°36.00'N

29°52.50'N

34°54.50'N
35°02.50'N

34°54.50'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.50'N

137°38.50'E
138°39.50'E
138°39.50'E

138°39.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E

139°13.50'E

139°13.50'E
139°17.00'E
139°17.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E

139°22.00'E
139°22.00'E

139°13.50'E
139°40.30'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°35.50'E
138°35.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E

139°31.50'E

139°31.50'E

138°39.00'E
138°35.50'E
138°35.50'E
138°35.20'E

130°24.00'E
126°54.00'E

126°58.30'E

126°54.00'E
126°58.30'E

126°54.00'E

126°58.30'E
126°54.00'E
126°54.00'E

123°56.50'E

123°59.00'E
128°55.00'E

133°19.00'E

138°39.50'E
138°37.50'E

138°39.50'E
139°13.50'E
139°22.00'E
139°22.00'E

5
4
5

6
7
6
6
6
6
5

7

5
5
5
6
7

5
4

5
-
4
5
4
4
4
5

3

2

3
3
3
0.5

5
7

8

8
6

4

5
7
6

5

6
8

8

4
4

1
5
1
3

1.69
2.53
2.35

2.37
2.6
2.62
2.77
2.75
2.74
2.82

2.79

2.84
2.54
2.56
2.79
2.85

2.37
2.31

2.77
-

2.96
3.04
2.01
2.04
2.68
2.92

4.44

4.24

2.94
1.99
2

2.01

10.64
4.07

3.82

4.04
3.86

4.28

3.86
4.07
4.13

3.71

3.71
20.1

3.33

2.48
3.09

2.55
2.76
2.43
2.31

5:45
5:34
4:58

4:44
5:40
5:27
2:51
6:20
5:40
5:50

5:42

6:13
5:14
3:59
6:49
5:15

6:01
6:06

5:34
1:22
4:01
3:56
4:30
4:36
5:35
5:37

5:27

4:44

5:00
4:09
5:16
4:52

5:51
6:00

5:28

5:50
5:46

5:23

5:10
5:03
6:16

5:52

5:51
5:11

5:50

6:02
5:47

5:28
5:47
5:53
6:04

3:03
2:38
2:51

2:25
3:54
3:39
1:05
4:01
3:43
3:40

3:25

3:39
3:05
1:24
4:56
2:53

3:31
1:06

3:54

1:21
1:16
0:45
1:03
3:31
3:48

3:58

3:29

2:54
1:15
2:31
2:01

4:59
4:19

2:58

4:11
3:37

3:43

2:49
3:05
4:31

3:13

3:21
4:43

3:49

2:14
3:55

1:59
3:58
1:21
4:00

10:23
10:43
9:49

9:30
9:33
10:12
9:36
9:43
10:26
9:36

9:31

9:43
10:31
9:34
9:47
11:02

9:38
9:41

10:28
10:58
9:55
9:54
9:50
9:43
9:53
9:45

10:04

10:17

9:47
10:36
9:40
9:13

9:43
9:46

10:30

9:45
9:56

10:24

11:27
9:23
9:52

9:44

9:44
9:40

9:45

9:36
9:23

9:42
9:36
9:45
9:37

12:00
12:34
11:06

10:49
10:33
11:10
10:37
11:13
11:31
10:57

10:54

11:25
11:53
11:12
10:47
12:39

11:13
12:08

11:31

11:47
11:47
12:15
12:05
11:13
10:53

11:04

11:05

11:08
12:17
11:22
10:52

10:23
10:44

12:08

10:39
11:12

11:23

12:47
10:19
10:56

11:21

11:13
10:02

11:03

10:55
10:25

11:02
10:44
13:26
10:47

15:03
15:12
13:57

13:14
14:27
14:49
11:42
15:14
15:14
14:37

14:19

15:04
14:58
12:36
15:43
15:32

14:44
13:14

15:25

13:08
13:03
13:00
13:08
14:44
14:41

15:02

14:34

14:02
13:32
13:53
12:53

15:22
15:03

15:06

14:50
14:49

15:06

15:36
13:24
15:27

14:34

14:34
14:45

14:52

13:09
14:20

13:01
14:42
14:47
14:47

16:08
16:17
14:47

14:14
15:13
15:39
12:27
16:03
16:06
15:26

15:13

15:56
15:45
13:33
16:36
16:17

15:39
15:47

16:02
12:20
13:56
13:50
14:20
14:19
15:28
15:22

15:31

15:01

14:47
14:45
14:56
14:05

15:34
15:46

15:58

15:35
15:42

15:47

16:37
14:26
16:08

15:36

15:35
14:51

15:35

15:38
15:10

15:10
15:23
15:38
15:41

KAIKO-TOKAI計画　沈み込み帯上部のテクトニ
クス
深海無脊椎動物の脂質特性の解明
深海二枚貝スルガシロウリガイの脂質特性の解明
潜航士養成及び潜水船オペレーションの熟練度向
上の為の訓練
相模湾初島南東沖シロウリガイ群衆の生態調査
相模湾初島南東沖シロウリガイ群衆の生態調査
相模湾初島南東沖シロウリガイ群衆の生態調査
化学合成生物群集の生態学、分子生物学的研究
化学合成生物群集の生態学、分子生物学的研究
相模湾初島南東沖の地質学的研究
初島南東沖長期観測ステーションのCTD及び地震
計キャリブレーション
深海研究への蛍光顕微技術の導入及び微生物群集
の解析
相模湾における地磁気経年変化の研究
相模湾における地磁気経年変化の研究
相模湾シロウリガイ群集冷湧水の地球科学的研究
相模湾湧水の起源に関する地球科学的研究
Sediment-Water Interfaceの構造と生物活性の観察
と実験
中深層性プランクトンの分布と生態に関する研究
潜航士養成及び潜水船オペレーションの熟練度向
上のための訓練

海上試験実施要領に基ずいた作動確認
各機器作動試験
海上試験実施要領に基ずいた作動確認
海上試験実施要領に基ずいた作動確認
運航技術の習得と機器操作の慣熟訓練
運航技術の習得と機器操作の慣熟訓練
運航技術の習得と機器操作の慣熟訓練及び海底に
おける船体付きトランスポンダに対する雑音計測
運航技術の習得と機器操作の慣熟訓練及び海底に
おける船体付きトランスポンダに対する雑音計測
運航技術の習得と機器操作の慣熟訓練及び音響に
よる誘導訓練
運航技術の習得と機器操作の慣熟訓練
運航技術の習得と機器操作の慣熟訓練
運航技術の習得と機器操作の慣熟訓練
北部沖縄トラフの火山性、構造性海底湧水活動の
調査研究
伊平屋海底熱水系の地球化学的研究
海底熱水鉱床構成鉱物の化学組成と熱水捕獲流体
含有物中の二酸化炭素量の研究
沖縄トラフにおける海底鉱床の分布と生成年代の
地球化学
伊平屋海底熱水系の地球化学的研究
海底熱水鉱床構成鉱物の化学組成と熱水捕獲流体
含有物中の二酸化炭素量の研究
新規な超好熱性古細菌の分離及び嫌気性単細胞生
物の探索
化学合成生物群集の生態学、分子生物学的研究
化学合成生物群集の生態学、分子生物学的研究
西表島北北東沖海底火山群の火山地形と火山岩の
調査・研究
西表島北北東沖海底火山群の火山地形と火山岩の
調査・研究
深海性刺胞動物の生態観察
海山産マンガン団塊・マンガンクラフトの地質学
的研究
駿河湾土肥沖の化学合成生物群集に関する生態学
的研究
新規溶媒耐性難分解性物質分解細菌の探索
駿河湾土肥沖の化学合成生物群集に関する生態学
的研究
相模湾、初島南東沖の地質学的研究
中深層水プランクトンの分布と生態に関する研究
海底表層部の構造と生物活性の観測の実験

1995.11.13
1995.11.15
1995.11.16

1995.11.17
1995.11.22
1995.11.23
1995.11.24
1995.11.25
1995.11.26
1995.11.27

1995.11.30

1995.12.1
1995.12.2
1995.12.3
1995.12.6
1995.12.7

1995.12.8
1995.12.9

1995.12.10
1996.3.22
1996.3.24
1996.3.25
1996.3.26
1996.3.27
1996.4.1
1996.4.2

1996.4.3

1996.4.4

1996.4.5
1996.4.7
1996.4.8
1996.4.9

1996.4.23
1996.4.29

1996.4.30

1996.5.1
1996.5.2

1996.5.3

1996.5.6
1996.5.7
1996.5.10

1996.5.13

1996.5.14
1996.5.24

1996.5.27

1996.6.10
1996.6.11

1996.6.12
1996.6.13
1996.6.14
1996.6.15
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

875
876
877

878

879
880
881
882

883

884
885
886
887
888
889
890

891
892
893

894

895

896
897
898
899

900
901

902

903
904

905

906
907
908

909

910

911

912

913

914
915

916

917

918

919

920

研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究
研究
訓練
研究
研究

研究
研究
研究

研究

研究

研究
研究
研究
研究

研究
研究

研究

研究
研究

研究

研究
研究
研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究
試験

研究

研究

研究

研究

研究

日本海
日本海
日本海

日本海

日本海
日本海
三陸
三陸

三陸

伊豆諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島

小笠原諸島
伊豆諸島
伊豆諸島

伊豆諸島

伊豆諸島

伊豆諸島
南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ

南海トラフ
南海トラフ

南海トラフ

南海トラフ
南海トラフ

相模湾

相模湾
相模湾
相模湾

マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆
マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆

渡島大島沖
秋田沖
佐渡海嶺

富山市沖

富山市沖
富山湾
金華山沖
金華山沖

釜石沖

万治海山
天保海山
海形海山
海形海山
海形海山
水曜海山
水曜海山

水曜海山
明神海丘
明神海丘

明神海丘

明神海丘

明神海丘
竜洋海底谷
竜洋海底谷
金洲ノ瀬西方

金洲ノ瀬
北部天竜海底谷

金洲ノ瀬南西方

竜洋海底谷
竜洋海底谷

初島南東沖

熱川沖
相模トラフ
初島南東沖

デスモス

デスモス

パックマヌス

パックマヌス

パックマヌス

パックマヌス
マヌス海盆

デスモス

デスモス

デスモス

デスモス

パックマヌス

1932
916
823

347

346
985
168
171

364

1671
1491
499
516
801
1374
1382

1382
1399
1172

1397

1399

1397
1120
1101
1250

331
1247

1761

1103
1093

1208

1006
1366
1194

1966

1926

1654

1715

1651

1651
1057

1928

1924

1921

1971

1689

1932
915
820

345

322
979
163
171

363

1671
1489
499
516
801
1371
1340

1353
1399
1172

1397

1398

1397
1118
1098
1249

331
1247

1761

1087
1087

1208

1003
1365
1180

1923

1896

1654

1715

1627

1625
1057

1917

1852

1902

1924

1673

伊藤 一寿
千葉 和宏
伊藤 一寿

大野 芳生

伊藤 一寿
大野 芳生
松本 恵太
大野 芳生

伊藤 一寿

伊藤 一寿
大野 芳生
大野 芳生
伊藤 一寿
大野 芳生
伊藤 一寿
千葉 和宏

大野 芳生
伊藤 一寿
大野 芳生

伊藤 一寿

大野 芳生

伊藤 一寿
伊藤 一寿
大野 芳生
伊藤 一寿

千葉 和宏
大野 芳生

伊藤 一寿

大野 芳生
伊藤 一寿

大野 芳生

伊藤 一寿
大野 芳生
伊藤 一寿

伊藤 一寿

大野 芳生

伊藤 一寿

大野 芳生

伊藤 一寿

千葉 和宏
伊藤 一寿

伊藤 一寿

大野 芳生

伊藤 一寿

大野 芳生

伊藤 一寿

菅原 孝夫
大野 芳生
光藤 数也

菅原 孝夫

松本 恵太
千葉 和宏
伊藤 一寿
菅原 孝夫

光藤 数也

千葉 和宏
松本 恵太
松本 恵太
三浦 豊司
菅原 孝夫
松本 恵太
大野 芳生

菅原 孝夫
菅原 孝夫
千葉 和宏

光藤 数也

千葉 和宏

菅原 孝夫
千葉 和宏
松本 恵太
菅原 孝夫

大野 芳生
菅原 孝夫

千葉 和宏

松本 恵太
三浦 豊司

千葉 和宏

三浦 豊司
松本 恵太
光藤 数也

松本 恵太

千葉 和宏

松本 恵太

千葉 和宏

光藤 数也

大野 芳生
大野 芳生

松本 恵太

千葉 和宏

松本 恵太

千葉 和宏

松本 恵太

加藤　幸弘
池原　研
巖谷　敏光

大津　順

二階堂　英城
武野　泰之
児玉　純一
柴久喜　光朗

藤田　敏彦

石塚　治
井上　明
海宝　由佳
橋本　惇
光藤　数也
橋本　惇
海宝　由佳

長沼　毅
仲　二郎
R.S.Fiske

飯笹　幸吉

湯浅　真人

飯笹　幸吉
藤倉　克則
藤倉　克則
斎藤　洋昭

村田　昌一
小林　和男

服部　陸男

蒲生　俊敬
芦　寿一郎

James Hunt

坂本　泉
小泉　金一郎
増澤　敏行

西村　清和

J.M.Auzende

橋本　惇

A.Fiala

三浦　知之

小島　茂明
千葉　和宏

太田　秀

Kaul Gena

菊池　知彦

J.L.Birrien

仲　二郎

海上保安庁水路部
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所

富山県水産試験場

日本栽培漁業協会
富山県水産試験場
宮城県水産研究開発センター
宮城県水産研究開発センター

国立科学博物館

工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
日本海洋事業
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

広島大学
海洋科学技術センター
スミソニアン博物館

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
中央水産研究所

中央水産研究所
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

東京大学海洋研究所
東京大学理学部

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
名古屋大学水圏科学研究所

工業技術院地質調査所

IFREMER

海洋科学技術センター

パリ大学

鹿児島大学

東京大学海洋研究所
日本海洋事業

東京大学海洋研究所

秋田大学

横浜国立大学

CNRS

海洋科学技術センター

41°38.50'N
39°26.00'N
39°02.00'N

36°48.00'N

36°48.00'N
37°00.00'N
38°29.50'N
38°29.00'N

39°18.50'N

31°53.50'N
27°08.00'N
26°42.30'N
26°42.30'N
26°42.30'N
28°34.00'N
28°34.00'N

28°34.00'N
32°07.00'N
32°05.50'N

32°06.00'N

32°07.50'N

32°06.50'N
34°11.50'N
34°12.00'N
34°15.00'N

34°17.50'N
34°21.00'N

34°12.50'N

34°12.00'N
34°12.00'N

35°00.00'N

34°51.00'N
35°01.00'N
35°00.00'N

3°41.50'S

3°41.50'S

3°43.50'S

3°43.50'S

3°43.50'S

3°43.50'S
3°08.00'S

3°41.50'S

3°41.50'S

3°41.50'S

3°41.50'S

3°43.00'S

139°20.00'E
139°08.00'E
138°54.00'E

137°13.00'E

137°13.00'E
137°17.00'E
141°48.00'E
141°48.50'E

142°11.00'E

138°56.50'E
139°38.00'E
141°04.70'E
141°04.70'E
141°04.70'E
140°39.00'E
140°39.00'E

140°39.00'E
139°50.00'E
139°52.00'E

139°52.00'E

139°49.50'E

139°52.00'E
137°45.50'E
137°46.00'E
138°02.00'E

138°15.00'E
137°42.50'E

138°09.00'E

137°46.00'E
137°46.00'E

139°13.50'E

139°12.50'E
139°17.00'E
139°13.50'E

151°52.00'E

151°52.00'E

151°40.50'E

151°40.50'E

151°40.50'E

151°40.50'E
150°43.00'E

151°52.00'E

151°52.00'E

151°52.00'E

151°52.00'E

151°41.00'E

4
6
3

4

3
1
4
5

3

15
15
7
10
4
6
10

6
5
6

6

6

6
6
3
5

10
3

7

4
5

6

6
5
4

5

7

5

7

7

5
10

8

6

5

6

8

0.11
0.17
0.33

1.03

1.11
0.17
7.14
8.21

2.62

2.2
2.15
12.5
11.46
8.06
3.51
3.13

3.16
4.43
4.44

4.42

4.43

4.41
3.03
2.87
2.97

7.04
2.84

2.15

2.88
2.89

2.6

3.06
2.3
2.75

2.9

2.9

3.42

2.93

2.91

3.21
4.06

2.9

2.89

3.24

2.9

2.91

5:56
5:36
4:37

5:45

5:36
5:47
5:07
5:20

5:57

5:55
5:48
5:53
6:01
5:05
6:11
6:07

6:04
5:52
5:39

3:12

5:55

6:11
5:50
5:25
6:11

4:37
6:11

5:52

6:11
5:18

5:18

6:03
4:28
6:00

7:27

5:58

6:19

6:06

6:22

3:58
3:25

6:19

6:18

6:27

6:56

6:04

3:08
4:23
3:30

4:57

4:50
3:53
3:51
3:24

5:08

3:33
3:31
4:51
4:05
3:34
2:25
4:03

3:47
4:07
4:14

0:58

4:07

4:07
3:24
3:06
4:20

3:52
4:22

3:22

4:22
3:35

1:34

4:18
2:28
4:10

3:16

3:12

2:30

3:35

1:41

0:39
1:36

3:23

3:04

2:41

4:04

3:02

9:34
9:33
9:48

9:41

9:34
9:38
10:14
9:45

9:32

9:36
9:59
9:53
9:36
10:30
9:37
9:39

9:34
9:42
9:34

9:28

9:31

10:03
9:32
9:44
9:32

9:19
9:30

9:31

9:30
9:36

10:11

9:28
10:49
9:30

10:23

9:25

9:31

9:50

9:23

9:22
8:20

9:25

9:39

9:23

9:26

9:48

11:17
10:23
10:38

10:16

10:08
10:53
11:01
10:40

10:07

11:04
11:18
10:34
10:16
11:41
11:11
10:47

10:51
10:55
10:36

10:52

10:44

11:11
10:30
10:55
10:42

9:51
10:36

11:00

10:27
10:34

11:15

10:27
11:57
10:32

13:02

10:58

12:07

11:14

12:58

11:37
9:26

11:00

11:31

11:42

10:53

11:39

14:25
14:46
14:08

15:13

14:58
14:46
14:52
14:04

15:15

14:37
14:49
15:25
14:21
15:15
13:36
14:50

14:38
15:02
14:50

11:50

14:51

15:18
13:54
14:01
15:02

13:43
14:58

14:22

14:49
14:09

12:49

14:45
14:25
14:42

16:18

14:10

14:37

14:49

14:39

12:16
11:02

14:23

14:35

14:23

14:57

14:41

15:30
15:09
14:25

15:26

15:10
15:25
15:21
15:05

15:29

15:31
15:47
15:46
15:37
15:35
15:48
15:46

15:38
15:34
15:13

12:40

15:26

16:14
15:22
15:09
15:43

13:56
15:41

15:23

15:41
14:54

15:29

15:31
15:17
15:30

17:50

15:23

15:50

15:56

15:45

13:20
11:45

15:44

15:57

15:50

16:22

15:52

渡島大島、山体崩壊堆積物に関する研究
秋田沖の活断層の研究
佐渡海嶺のバライトニジュールの産状観察
富山湾におけるトヤマエビ雌エビの分布生態につ
いて
富山湾におけるトヤマエビ雌エビの分布生態につ
いて
富山湾におけるベニズワイ雌の分布密度調査
ツノナシオキアミの資源生態調査
ツノナシオキアミの資源生態調査
キタクシノハクモヒトデの高密度ベッドの生態学
的研究
背弧海山列（西七島海嶺）における火成活動及び
熱水活動に関する研究
新規金属化合物分解微生物の探索
海形海山のマグマと熱水活動に関する地震学的研究
海形海山における熱水噴出孔生物群集の生態調査
運航技術の習得と機器操作の習熟訓練
水曜海山における熱水噴出孔生物群集の生態調査
水曜海山のマグマと熱水活動に関する地震学的研究
熱水自動採水装置の開発及び熱水微生物の生理生
態学的研究
明神海丘海底火山における海底火山地質の研究
明神海丘海底火山における海底火山地質の研究
島弧海底における酸性火山活動及び熱水活動に関
する研究
島弧海底における酸性火山活動及び熱水活動に関
する研究
島弧海底における酸性火山活動及び熱水活動に関
する研究
化学合成生物群集の群集生態学的研究
化学合成生物群集の群生生態学的研究
遠州灘新種シロウリガイの脂質成分の研究
オオツキガイモドキなどの軟体動物の脂質成分の
研究
南海トラフのテクトニクス（KAIKO-TOKAI計画）
KAIKO-TOKAI計画による金洲ノ瀬西方の地質学
的研究
南海トラフ付加体上部からの冷湧水の化学的性質
とフラックスの解明
南海トラフ付加体の活構造研究
相模湾シロウリガイ群集直上及び中層に生息する
生物の行動生態学的調査
相模湾西部、伊豆熱川沖の海底溶岩流の流動様式
研究
相模湾海底ステーション上における地磁気絶対測定
相模湾シロウリガイ群集冷湧水の地球科学的研究
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
推進操縦装置の作動確認
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）

1996.6.24
1996.6.26
1996.6.28

1996.7.4

1996.7.5
1996.7.6
1996.7.15
1996.7.16

1996.7.17

1996.8.3
1996.8.6
1996.8.15
1996.8.16
1996.8.17
1996.8.18
1996.8.19

1996.8.20
1996.8.23
1996.8.24

1996.8.27

1996.8.28

1996.8.29
1996.9.16
1996.9.17
1996.9.19

1996.9.20
1996.9.24

1996.9.25

1996.9.26
1996.9.27

1996.10.3

1996.10.4
1996.10.5
1996.10.6

1996.10.29

1996.10.31

1996.11.1

1996.11.2

1996.11.3

1996.11.4
1996.11.14

1996.11.18

1996.11.19

1996.11.20

1996.11.21

1996.11.22
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

921

922

923
924
925
926
927
928
929
930
931
932
933
934
935
936
937
938

939

940
941

942
943

944
945
946

947

948

949
950

951

952

953

954
955
956
957
958
959
960

961
962
963

964

965

966

967

968

969

研究

研究

研究
研究
沈降
試験
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
沈降
試験

研究

研究
研究

研究
研究

研究
研究
研究

研究

研究

研究
研究

研究

研究

研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆
マヌス海盆
横須賀第３区
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ
横須賀第３区
駿河湾

相模湾

相模湾
相模湾

相模湾
相模湾

相模湾
相模湾
伊豆諸島　

小笠原諸島　

小笠原諸島

小笠原諸島　
小笠原諸島　

伊豆諸島　

伊豆諸島　

伊豆諸島　

伊豆諸島　
伊豆諸島　　　
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾

駿河湾
南海トラフ
南海トラフ

日本海

日本海

日本海

日本海

日本海

日本海

デスモス

パックマヌス

パックマヌス
デスモス
センター沖
土肥沖
土肥沖
松崎沖
松崎沖
土肥沖
駒橋第２海山
駒橋第２海山
駒橋第２海山
北部天竜海底谷
北部天竜海底谷
金洲ノ瀬南西方
センター沖
松崎沖

初島南東沖

初島南東沖
初島南東沖

初島南東沖
相模トラフ

相模トラフ
相模トラフ
須美寿カルデラ

水曜海山

水曜海山

水曜海山
水曜海山

明神海丘

明神海丘

天和海山

明神海丘
明神海丘
大磯海脚
熱川沖
伊東沖
熱川沖
熱川沖

松崎沖
第２天竜海丘南方
第２天竜海丘南方

経ヶ岬北北西沖

経ヶ岬北北西沖

経ヶ岬北北西沖

渡島大島沖

奥尻海盆

奥尻海嶺西側斜面

1925

1714

1732
1918
2

1016
1253
1971
1967
1269
1395
1042
1375
1241
1250
1767
3

1973

1206

1215
1192

1195
1449

1452
1450
961

1381

1384

1381
1378

1231

1355

1223

1358
1357
554
1204
1357
1008
1333

1985
685
753

265

243

248

1482

1275

1936

1896

1653

1662
1906
-
-

1240
1971
1836
1267
1395
1025
1375
1241
1250
1767
-

1973

1206

1215
1190

1195
1449

1448
1450
954

1348

1349

1363
1334

1231

1355

1223

1358
1346
554
1196
1357
1008
1333

1985
684
750

261

233

242

1480

1270

1936

大野 芳生

伊藤 一寿

大野 芳生
伊藤 一寿
伊藤 一寿
伊藤
大野
伊藤
千葉
松本
千葉
松本
千葉
松本
千葉
伊藤

大野 芳生
伊藤 一寿

伊藤 一寿

大野 芳生
千葉 和宏

伊藤 一寿
大野 芳生

千葉 和宏
伊藤 一寿
伊藤 一寿

大野 芳生

千葉 和宏

伊藤 一寿
大野 芳生

伊藤 一寿

大野 芳生

千葉 和宏

伊藤 一寿
大野 芳生
伊藤
大野
伊藤
大野
伊藤

大野
伊藤
大野

千葉

大野

伊藤

千葉

伊藤

大野

千葉 和宏

光藤 数也

千葉 和宏
光藤 数也
大野 芳生
松本
千葉
光藤
大野
光藤
三浦
光藤
三浦
光藤
植木
光藤

千葉 和宏
大野 芳生

三浦 豊司

光藤 数也
松本 恵太

三浦 豊司
光藤 数也

松本 恵太
三浦 豊司
三浦 豊司

光藤 数也

松本 恵太

三浦 豊司
光藤 数也

三浦 豊司

光藤 数也

大野 芳生

三浦 豊司
千葉 和宏
松本
光藤
三浦
松本
光藤

光藤
三浦
光藤

松本

三浦

植木

大野

松本

千葉

藤原　義弘

藤原　義弘

菊池　知彦
太田　秀
上原　篤
植木　博文
植木　博文
松本　恵太
三浦　豊司
伊藤　一寿
大野　芳生
伊藤　一寿
大野　芳生
植木　博文
伊藤　一寿
干場　静夫
伊藤　一寿
千葉　和宏

小泉　金一郎

小川　勇二郎
藤原　義弘

岩瀬　良一
久保田　信

北里　洋
James Hunt
岩淵　洋

D.Roberts

牧　陽之助

小林　英城
D.Lindsay　

堀井　善弘

飯笹　幸吉

臼井　朗

石橋　純一郎
橋本　惇
山本　章太郎
坂本　泉
佐藤　利典
坂本　泉
阿部　文彦

金子　浩幸
倉本　真一
上嶋　正人

藤田　眞吾

戸嶋　孝

内野　憲

加藤　幸弘

池原　研

竹内　章

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

横浜国立大学
東京大学海洋研究所
三菱重工
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
海洋科学技術センター
日本海洋事業
日本海洋事業

東京大学海洋研究所

筑波大学
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
京都大学

静岡大学
海洋科学技術センター
海上保安庁水路部

海洋科学技術センター

岩手大学

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

東京都水産試験場

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所

東京大学理学部
海洋科学技術センター
神奈川県水産総合研究所
海洋科学技術センター
東京大学地震研究所
海洋科学技術センター
読売新聞

海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所

京都府立海洋センター

京都府立海洋センター

京都府立海洋センター

海上保安庁水路部

工業技術院地質調査所

富山大学

3°41.50'S

3°43.50'S

3°43.50'S
3°41.50'S
35°18.90'N
35°02.00'N
35°02.00'N
34°43.00'N
34°43.00'N
35°02.00'N
29°52.50'N
29°52.50'N
29°52.50'N
34°21.00'N
34°21.00'N
34°12.00'N
35°18.85'N
34°43.00'N

35°00.00'N

35°00.00'N
35°00.00'N

35°00.00'N
35°00.50'N

35°00.50'N
35°00.50'N
31°28.50'N

28°34.00'N

28°34.00'N

28°34.00'N
28°34.00'N

32°07.50'N

32°06.00'N

31°22.50'N

32°06.00'N
32°06.00'N
35°14.50'N
34°53.00'N
34°57.50'N
34°51.00'N
34°54.50'N

34°43.00'N
34°04.00'N
34°03.50'N

35°59.50'N

35°55.00'N

35°57.00'N

41°35.50'N

41°56.50'N

41°49.00'N

151°52.00'E

151°40.50'E

151°40.50'E
151°52.00'E
139°40.28'E
138°39.00'E
138°39.00'E
138°35.00'E
138°35.00'E
138°39.00'E
133°20.00'E
133°20.00'E
133°20.00'E
137°42.00'E
137°42.00'E
138°09.00'E
139°39.87'E
138°35.00'E

139°13.50'E

139°13.50'E
139°13.50'E

139°13.50'E
139°22.00'E

139°22.00'E
139°22.00'E
140°01.00'E

140°39.00'E

140°39.00'E

140°39.00'E
140°38.80'E

139°50.00'E

139°52.50'E

138°47.00'E

139°52.50'E
139°52.50'E
139°17.50'E
139° 5.50'E
139°16.50'E
139°13.00'E
139°18.00'E

138°35.00'E
137°47.50'E
137°47.00'E

135°08.00'E

135°05.50'E

135°11.50'E

139°21.50'E

139°47.00'E

139°27.50'E

7

6

7
7
－
－
2
2
2
2
10
8
8
3
2
4
－
5

2

3
3

6
3

2.5
2.5
8

7

10

10
8

6

6

8

6
7
4
4
4
4
3

3
10
7

3

3

3

6

4

5

2.9

3.05

2.88
2.9
－
－
2.7
1.91
1.98
2.91
2.69
3.87
2.87
2.18
2.9
2.36
－
2.06

2.65

2.7
2.69

2.79
2.45

2.43
2.37
10.95

3.24

3.21

3.17
3.17

4.46

4.39

3.56

4.42
4.39
5.53
2.86
2.43
2.96
2.52

2.1
6.14
4.46

0.8

0.94

0.82

0.19

0.17

0.19

6:13

6:30

6:19
6:11
1:25
1:23
5:26
6:19
5:12
5:29
6:09
4:06
6:00
6:11
6:17
3:32
2:40
3:55

6:15

6:19
6:04

6:06
5:42

6:14
6:49
5:22

5:22

5:22

6:02
6:44

6:21

5:45

5:51

5:49
6:49
5:38
4:57
6:34
4:22
5:35

6:26
5:13
5:52

5:51

6:08

5:47

5:54

6:19

6:34

3:24

3:09

3:39
3:18

3:23
3:28
1:13
3:35
4:27
2:35
4:03
4:10
3:48
0:42

1:07

4:27

4:29
4:14

4:17
0:42

4:03
0:03
4:05

3:05

3:18

3:46
1:11

4:39

3:30

4:07

3:36
4:29
4:42
3:02
4:32
2:27
2:09

3:28
3:41
4:34

4:52

5:09

4:51

3:47

4:27

4:18

9:24

9:21

9:27
9:22
10:20
9:28
9:28
9:32
9:28
9:25
9:24
9:29
9:25
9:26
9:33
9:55
11:23
9:29

9:38

9:34
10:33

9:21
9:55

9:28
9:39
9:19

9:31

11:08

9:35
9:38

9:34

10:38

9:28

10:38
9:35
9:23
11:41
9:24
10:04
9:35

9:18
10:11
9:31

9:34

9:20

9:29

10:15

8:54

9:36

10:54

11:29

10:50
10:54

10:49
11:09
12:16
10:35
10:34
10:23
10:40
10:31
10:43
11:30

11:06

10:42

10:42
11:37

10:24
12:44

10:40
14:18
10:13

10:53

12:15

10:48
12:47

10:45

12:02

10:37

11:56
10:48
10:05
12:44
10:34
11:08
12:06

10:57
11:18
10:19

10:16

9:54

10:08

11:30

9:56

11:11

14:18

14:38

14:29
14:12

14:12
14:37
13:29
14:10
15:01
12:58
14:43
14:41
14:31
12:12

12:13

15:09

15:11
15:51

14:41
13:26

14:43
14:21
14:18

13:58

15:33

14:34
13:58

15:24

15:32

14:44

15:32
15:17
14:47
15:46
15:06
13:35
14:15

14:25
14:59
14:53

15:08

15:03

14:59

15:17

14:23

15:29

15:37

15:51

15:46
15:33
11:45
10:51
14:54
15:51
14:40
14:54
15:33
13:35
15:25
15:37
15:50
13:27
14:03
13:24

15:53

15:53
16:37

15:27
15:37

15:42
16:28
14:41

14:53

16:30

15:37
16:22

15:55

16:23

15:19

16:27
16:24
15:01
16:38
15:58
14:26
15:10

15:44
15:24
15:23

15:25

15:28

15:16

16:09

15:13

16:10

熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学
的特徴の解明（BIOACCESS Cruise）
熱水噴出孔生物群集の分布及び生物学的、地質学的
特徴の解明（BIOACCESS Cruise）各機器作動試験
各機器作動確認
各機器作動試験
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
各機器作動試験
各機器の作動確認
海底湧水流量の実測による海底における水循環の
解明
相模湾西部の断層系シロウリガイの分布に関する
研究
化学合成生物群集の生態学的・分子生物学的研究
相模湾初島沖長期観測ステーションのCTD・地震
計のキャリブレーション及び計測
中深層性プランクトンの分布と生態に関する研究
Sediment-Water Interfaceの構造と生物活性の観測
と実験
中深層生物の行動生態学的調査
須美寿カルデラの地形・地質に関する調査研究
親規な超好熱性故細菌の分離及び嫌気性単細胞生
物の探索
硫黄同位体による湧水生物群集の食物連鎖に関す
る研究
現場培養による深海微生物の分離及びチムニ－岩
石中からの微生物の分離
中層に生息する生物の行動生態学的調査
明神海丘におけるベントス分布による漁場特性の
解明
明神海丘カルデラの形成に伴う硫化物鉱化作用の
研究
西七島海嶺背弧海山の鉄マンガン酸化物の形成条
件・形成史に関する研究
伊豆・小笠原弧海底火山に伴う熱水活動の地球科
学的研究
明神海丘における化学合成生物群集の生物学的研究
漁場における魚類等の分布状況調査
相模湾伊豆熱川沖海底溶岩流のメカニズムの解明
伊豆伊東沖の群発地震における海底傾斜観測実験
相模湾伊豆熱川沖海底溶岩流のメカニズムの解明
中層観察並びに海底溶岩流の観察（取材潜航）
難分解性物質に対して分解能力を持つ微生物の採
取及び深海現場での微生物増殖の確認
精密重力探査によるガスハイドレート層の物性研究
精密重力探査によるガスハイドレート層の物性研究
重油流出事故の底棲魚介類に与える影響に関する
調査
重油流出事故の底棲魚介類に与える影響に関する
調査
重油流出事故の底棲魚介類に与える影響に関する
調査
渡島大島山体崩壊堆積物に関する調査研究
（HOKUTO  CRUISE）
海底での変動に関した地質過程・海底地形形成過
程に関する総合研究（HOKUTO  CRUISE）
日本海東縁新生プレート境界の変動地形及び地震
地質に関する研究（HOKUTO  CRUISE）

1996.11.24

1996.11.25

1996.11.26
1996.11.27
1997.3.25
1997.3.27
1997.3.29
1997.4.2
1997.4.3
1997.4.4
1997.4.8
1997.4.9
1997.4.10
1997.4.14
1997.4.15
1997.4.16
1997.5.12
1997.5.13

1997.5.14

1997.5.15
1997.5.16

1997.5.18
1997.5.19

1997.5.20
1997.5.21
1997.6.2

1997.6.6

1997.6.7

1997.6.8
1997.6.9

1997.6.18

1997.6.22

1997.6.23

1997.6.24
1997.6.25
1997.7.11
1997.7.12
1997.7.13
1997.7.14
1997.7.17

1997.7.19
1997.7.20
1997.7.21

1997.8.5

1997.8.6

1997.8.7

1997.8.12

1997.8.13

1997.8.14
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

970
971

972

973

974

975
976

977
978

979
980
981
982
983
984
985
986
987

988

989

990
991
992
993
994
995
996
997
998
999
1000
1001
1002
1003
1004
1005

1006

1007
1008

1009
1010

1011

1012

1013

1014

1015

1016
1017
1018

1019

研究
研究

研究

研究

研究

研究
研究

研究
研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究

研究

研究
研究
沈降
試験
試験
試験
試験
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練

研究

研究
研究

研究
研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究
研究
研究査

研究

日本海
南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島
マリアナ
マリアナ
マリアナ
マリアナ
マリアナ
マリアナ

マリアナ

マリアナ

マリアナ
マリアナ
横須賀第３区 
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島

伊豆諸島

伊豆諸島
伊豆諸島

伊豆諸島
伊豆諸島

伊豆諸島

伊豆諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島
伊豆諸島
伊豆諸島

南西諸島

奥尻島南方沖
喜界島南方

喜界島南東沖

喜界島北東沖

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部
伊平屋凹地北部

伊平屋凹地
伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部
鹿児島湾北部
黒島海丘
南硫黄島南方
西マリアナ海嶺北端部
小日吉海山
西マリアナ海嶺北端部
第２春日海山
第２春日海山

第３春日海山

第３春日海山

第２春日海山
第３春日海山
センター沖
土肥沖
松崎沖
松崎沖
土肥沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
伊平屋凹地北部
伊平屋凹地
伊平屋凹地
伊平屋凹地北部
伊平屋凹地北部
伊平屋凹地北部

明神海丘

明神海丘
明神海丘

明神海丘
明神海丘

明神海丘

明神海丘

海形海山

海形海山

海形海山

水曜海山
須美寿カルデラ
須美寿カルデラ

喜界島北東沖

1765
313

1812

1971

990

1061
990

1406
1008

1073
109
800
1952
1992
1388
1563
556
567

1610

1514

614
1877
2

1524
1967
1970
1535
1196
1205
1201
1027
1409
1393
1028
1045
1012

1363

1319
1369

1328
1310

1317

1342

903

552

901

1351
923
1084

1461

1753
313

1777

1957

989

1027
988

1396
992

1072
107
800
1950
1980
1387
1563
556
567

1602

1514

612
1877
-

1524
1966
1970
1535
1196
1205
1201
1048
1409
1404
1054
1045
1035

1380

1319
1369

1328
1310

1319

1342

910

552

917

1375
925
1084

1418

伊藤
伊藤

大野

伊藤

大野

伊藤
大野

伊藤
大野

伊藤
伊藤
千葉
伊藤
千葉
伊藤
千葉
伊藤
大野

千葉

伊藤

大野
千葉
大野
大野
千葉
松本
千葉
松本
千葉
松本
千葉
松本
大野
千葉
松本
大野

千葉

松本
大野

松本
大野

松本

伊藤

大野

松本

伊藤

大野
松本
伊藤

大野

松本
松本

光藤

三浦

松本

松本
光藤

植木
松本

光藤
松本
大野
三浦
光藤
三浦
松本
三浦
光藤

松本

三浦

光藤
松本
千葉
三浦
植木
大野
光藤
大野
植木
大野
大野
光藤
植木
植木
光藤
千田

光藤

大野
植木

千葉
植木

光藤 

植木

植木

光藤

植木

植木 
光藤
植木

植木

竹内　章
藤岡　義三

加藤　幸弘

加藤　幸弘

大森　保

山本　智子
小林　哲夫

仲宗根　薫
中尾　征三

山本　智子
三浦　知之
松本　剛
村上　文敏
湯浅　真人
仲　二郎
湯浅　真人
藤倉　克則
土田　真二

上野　宏共

William Gaze

牧　陽之助
土田　真二
上原　篤
吉中　忠雄
植木　光弘
千田　要介
植木　光弘
千田　要介
植木　光弘
千田　要介
原田　成樹
千田　要介
植木　光弘
松本　恵太
千田　要介
千葉　和宏

堀井　善弘

藤原　義弘
石塚　治

藤原　義弘
湯浅　真人

小山　純弘

石橋　純一郎

長屋　好治 

土田　真二

長屋　好治

W.H.Gaze
岩淵　洋
岩淵　洋

加藤　幸弘

富山大学
南西海区水産研究所

海上保安庁水路部

海上保安庁水路部

琉球大学

海洋科学技術センター
鹿児島大学理学部

海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所

海洋科学技術センター
鹿児島大学
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

鹿児島大学

海洋科学技術センター

岩手大学
海洋科学技術センター
三菱重工
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本工業新聞社
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業

東京都水産試験場

海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所

海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所

海洋科学技術センター

東京大学理学部

海上保安庁水路部

海洋科学技術センター

海上保安庁水路部

海洋科学技術センター
海上保安庁水路部
海上保安庁水路部

海上保安庁水路部

41°58.00'N
28°09.50'N

27°57.50'N

28°27.00'N

27°47.00'N

27°47.00'N
27°47.00'N

27°32.70'N
27°47.00'N

27°47.00'N
31°39.60'N
24°07.50'N
23°56.50'N
23°50.50'N
23°22.00'N
23°50.50'N
21°36.00'N
21°36.00'N

21°23.50'N

21°23.50'N

21°36.00'N
21°23.50'N
35°19.00'N
34°54.50'N
34°43.00'N
34°43.00'N
34°54.50'N
35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N
27°47.00'N
27°32.70'N
27°32.70'N
27°47.00'N
27°47.00'N
27°47.00'N

32°06.20'N

32°06.20'N
32°06.20'N

32°06.20'N
32°07.50'N

32°06.20'N

32°06.20'N

26°42.00'N

26°42.50'N

26°41.50'N

28°34.00'N
31°27.50'N
31°25.00'N

28°26.50'N

139°23.00'E
129°54.50'E

130°13.50'E

130°19.00'E

126°54.00'E

126°54.00'E
126°54.00'E

126°58.30'E
126°54.00'E

126°54.50'E
130°48.20'E
124°12.00'E
141°25.00'E
141°28.50'E
141°58.00'E
141°28.50'E
143°38.50'E
143°38.50'E

143°38.50'E

143°38.50'E

143°38.50'E
143°38.50'E
139°40.00'E
138°39.50'E
138°35.00'E
138°35.00'E
138°39.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E
126°54.00'E
126°58.30'E
126°58.30'E
126°54.00'E
126°54.00'E
126°54.00'E

139°52.00'E

139°52.00'E
139°52.00'E

139°52.00'E
139°50.50'E

139°52.00'E

139°52.00'E

141°05.00'E

141°04.50'E

141°05.50'E

140°39.00'E
140°04.50'E
140°07.00'E

130°19.00'E

4
8

6

4

7

5
5

6
5

5
5
7
6
6
7
8
7
7

7

8

7
6
－
4
6
3
4
5
5
5
8
7
6
7
6
8

6

8
8

6
6

6

7

6

5

4

6
4
6

8

0.2
18.56

2.26

2

4.34

4.44
4.52

3.94
4.37

4.12
16.99
7.01
1.97
1.96
2.63
2.28
7.07
8.17

2.19

2.36

6.54
2
－
2.71
2.17
2.15
2.62
3.17
2.93
2.84
4.44
3.96
3.93
4.28
4.28
4.44

4.52

4.53
4.52

4.53
4.53

4.55

4.54

8.89

9.34

8.73

3.41
11.22
4.14

2.69

6:26
5:35

6:37

6:47

6:09

5:35
6:14

6:22
6:28

5:34
5:31
5:50
6:02
6:40
6:10
6:41
5:20
5:57

6:21

6:21

5:59
7:20
1:40
5:24
4:44
5:05
4:58
6:14
5:27
5:10
6:11
6:05
6:14
6:04
6:12
6:23

6:31

5:29
6:23

6:30
6:21

5:07

5:31

6:09

5:14

5:57

5:24
5:59
6:00

6:33

4:19
5:00

3:53

4:11

4:19

3:54
4:43

4:09
4:49

3:53
5:13
4:33
3:33
4:02
4:05
4:28
4:23
4:59

4:03

4:07

5:05
4:42

2:54
1:56
2:11
2:44
4:25
3:36
3:20
3:54
3:44
4:05
4:27
4:04
3:12

4:16

3:27
4:11

4:27
4:21

3:04

3:32

4:51

4:12

4:31

2:54
4:44
4:25

4:20

9:28
9:26

9:23

9:22

9:37

9:20
9:17

9:28
9:26

9:13
9:03
9:21
9:33
8:53
9:25
8:58
9:46
9:22

9:27

9:21

9:22
9:33
10:25
9:30
10:07
9:27
9:30
9:31
9:25
9:30
9:14
9:59
9:30
9:24
9:26
9:19

9:25

10:54
9:28

9:24
9:48

9:24

9:24

9:19

10:58

9:28

9:35
9:19
9:46

9:23

10:53
9:52

10:59

10:59

10:48

10:19
10:09

10:42
10:24

10:08
9:17
10:09
11:10
10:29
10:38
10:15
10:24
10:02

10:56

10:43

9:59
10:59

11:05
11:43
11:04
10:45
10:36
10:33
10:36
10:27
11:17
10:46
10:22
10:30
10:38

10:44

12:04
10:47

10:35
11:10

10:32

10:32

10:15

11:39

10:22

11:10
10:08
10:43

10:42

15:12
14:52

14:52

15:10

15:07

14:13
14:52

14:51
15:13

14:01
14:30
14:42
14:43
14:31
14:43
14:43
14:47
15:01

14:59

14:50

15:04
15:41

13:59
13:39
13:15
13:29
15:01
14:09
13:56
14:21
15:01
14:51
14:49
14:34
13:50

15:00

15:31
14:58

15:02
15:31

13:36

14:04

15:06

15:51

14:53

14:04
14:52
15:08

15:02

15:54
15:01

16:00

16:09

15:46

14:55
15:31

15:50
15:54

14:47
14:34
15:11
15:35
15:33
15:35
15:39
15:06
15:19

15:48

15:42

15:21
16:53
12:05
14:54
14:51
14:32
14:28
15:45
14:52
14:40
15:25
16:04
15:44
15:28
15:38
15:42

15:56

16:23
15:51

15:54
16:09

14:31

14:55

15:28

16:12

15:25

14:59
15:18
15:46

15:56

日本海東縁新生プレート境界の変動及び地震地質
に関する研究（HOKUTO  CRUISE）
深海性刺胞動物の分布と生態
奄美大島近海地震震源域における変動地形、地質
に関する調査研究
奄美大島近海地震震源域における変動地形、地質
に関する調査研究
沖縄トラフにおける海水熱水鉱床の分布と生成年
代の地球科学
伊平屋海嶺北部における化学合成生物群集の生物
学的調査
伊平屋北部海丘の海底熱水活動域の火山岩類
新規な超好熱性古細菌の分離及び嫌気性単細胞生
物の探索
沖縄トラフ熱水サイトの地質学、地球科学的研究
伊平屋海嶺北部における化学合成生物群集の生物
学的調査
鹿児島湾の熱水噴出孔生物群集の生態学的研究
南西諸島海溝陸側斜面における崩壊と断層に関する研究
マリアナ島弧北端部におけるリフト構造の調査研究
マリアナ島弧古期基盤岩類に関する研究
小日吉海山の海底火山地質の調査研究
マリアナ島弧古期基盤岩類に関する研究
第２春日海山にある熱水系生物群集の生物学的調査
第２春日海山にある熱水系生物群集の生物学的調査
マリアナ海域におけるチムニーの分布と構成鉱物
に関する研究
新規な超好熱性古細菌の分離及び嫌気性単細胞生
物の探索
硫黄同位体による湧水生物群集の植物連鎖に関す
る研究
第３春日海山にある熱水系生物群集の生物学的調査
各機器作動試験
海上試験実施要領による各機器の作動試験
海上試験実施要領による各機器の作動試験
海上試験実施要領による各機器の作動試験
海上試験実施要領による各機器の作動試験
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
取材潜航を行いながら慣熟訓練を行った。
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
慣熟訓練及びパイロット養成訓練
伊豆・小笠原火山フロント上海山における底生性
生物分布による漁場特性の解明
明神海丘に生息するシンカイヒバリガイ類の栄養
摂取方法と成長速度の検討
海洋性島弧における島弧発達過程と熱水活動の変遷
明神海丘に生息するシンカイヒバリガイ類の栄養
摂取方法と成長速度の検討
明神カルデラの形成に伴う硫化物鉱化作用の研究
小笠原明神海丘に生息するシンカイヒバリガイの
組織培養
海洋性島弧の火山活動に伴う海底熱水活動の地球
化学的・微生物学的研究
シントレックス携帯型重力計を用いた海形カルデ
ラの海底重力測定
海形海山熱水噴出孔周辺域における短尾類の成長
と繁殖生態
シントレックス携帯型重力計を用いた海形カルデ
ラの海底重力測定
深海からの原生単細胞生物の分離とその分類に関
する研究
須美寿カルデラの地形・地質に関する研究
須美寿カルデラの地形・地質に関する研究
奄美海台衝突に伴う琉球弧前弧域の変動様式に関
する研究

1997.8.15
1997.9.8

1997.9.9

1997.9.10

1997.9.13

1997.9.21
1997.9.23

1997.9.24
1997.9.25

1997.9.26
1997.9.30
1997.10.8
1997.10.26
1997.10.27
1997.10.28
1997.10.29
1997.11.23
1997.11.24

1997.11.25

1997.11.26

1997.11.30
1997.12.1
1998.3.25
1998.3.27
1998.3.28
1998.3.29
1998.3.30
1998.4.4
1998.4.5
1998.4.6
1998.4.11
1998.4.15
1998.4.16
1998.4.17
1998.4.18
1998.4.20

1998.5.4

1998.5.5
1998.5.6

1998.5.7
1998.5.9

1998.5.10

1998.5.11

1998.5.17

1998.5.18

1998.5.19

1998.5.22
1998.5.26
1998.5.27

1998.6.23
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

1020

1021

1022
1023
1024

1025

1026
1027
1028

1029
1030
1031

1032

1033

1034
1035
1036
1037

1038

1039

1040

1041
1042
1043

1044

1045

1046
1047

1048

1049

1050

1051

1052
1053

1054
1055
1056
1057
1058

1059
1060
1061

1062

1063

研究

研究

研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究

研究
研究
研究

研究

研究

研究
研究
研究
研究

研究

研究

研究

研究
研究
研究

研究

研究

研究
研究

研究

研究

研究

研究

研究
研究

研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究

研究

研究

南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島

日本海
日本海
日本海
日本海

日本海

日本海

日本海

日本海
日本海
日本海

北海道道東沖

北海道道東沖

伊豆小笠原
相模湾

相模湾

相模湾

相模湾

相模湾

相模湾
相模湾

相模湾
相模湾
南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ

南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ

マヌス海盆

マヌス海盆

喜界島北東沖

喜界島北東沖

喜界島北東沖
喜界島北東沖
喜界島北東沖

喜界島北方

喜界島北東沖
伊平屋凹地北部
伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部
伊平屋凹地北部
伊平屋凹地

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部

富山湾中央
富山市沖
富山深海長谷
富山トラフ東縁

忍路海山

礼文島西方

忍路海山南方

神威トラフ
男鹿半島西方
男鹿半島西方

広尾海底谷

広尾海底谷

新八丈カルデラ
相模海丘

初島南東沖

初島南東沖

相模トラフ

初島南東沖

相模トラフ
相模トラフ

相模トラフ
相模トラフ
南部第２天竜海丘
浜名湖沖
安乗口海底谷

南部第２天竜海丘
第２天竜海丘南方
安乗口海底谷

パックマヌス

パックマヌス

1461

1480

1453
1393
1583

1284

1452
1438
1045

983
995
1390

1049

1049

1056
332
1963
1672

1305

586

1595

1375
813
745

1240

1240

542
1401

1202

1199

1445

1193

1444
1397

1446
-   
610
954
1757

599
1375
1762

1725

1696

1442

1456

1453

1580

1284

1452
1437
1000

972
986
1389

1042

1045

1054
329
1935
1672

1305

585

1594

1375
813
667

1179

1239

533
1401

1202

1199

1445

1193

1444
-   

1427
1000
604
948
1757

598
1375
1761

1697

1688

松本

伊藤 

松本
大野
松本

伊藤

大野
大野
松本

大野
松本
大野

松本

大野

千葉
大野
千葉
大野

千葉

松本

大野

千葉
松本
千葉

松本

大野

千葉
大野

千葉

松本

千葉

大野

松本
大野

松本
大野
千葉

大野 芳生
千葉

大野
千葉
大野

千葉

大野

光藤

植木

光藤
植木
光藤

植木

植木
植木
光藤

植木
光藤
千田

植木

千田

光藤
植木 博文
光藤
千田

植木

光藤

植木

光藤
大野
光藤

光藤

千田

千田
植木

千田

光藤

千田

植木

光藤
植木

光藤
千田
千田

光藤 数也
植木

千田
光藤
植木

千田

植木

藤倉　克則

塚原　潤三

伊藤　健二
James C.Hunt
D.J.Lindsay

加藤　幸弘

塚原　潤三
小林　哲夫
千葉　仁

大森　保
蒲生　俊敬
藤井　真介

高井　研

井上　明

辻本　良
角　祐二
竹内　章
竹内　章

佐竹　健治

荒井　晃作

岡村　行信

岡村　行信
平野　聡
P R.Cummins

豊川　雅哉

橋本　惇

坂本　泉
牧　陽之助

高木　善弘

岩瀬　良一

金沢　敏彦

小川　勇二郎

戸田　龍樹
D.J.Lindsay

北里　洋
James C.Hunt
上嶋　正人
岡本　一利
徐　垣

倉本　真一
芦　寿一郎
徳山　英一

太田　秀

C.Laporte

海洋科学技術センター

鹿児島大学

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海上保安庁水路部

鹿児島大学
鹿児島大学
岡山大学

琉球大学
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

富山県水産試験場
富山県水産試験場
富山大学
富山大学

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

中央水産研究所

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
岩手大学

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

東京大学地震研究所

筑波大学地球科学系

創価大学
海洋科学技術センター

静岡大学理学部
海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
静岡県水産試験場
九州大学理学部

工業技術院地質調査所
東京大学理学部
東京大学海洋研究所

東京大学海洋研究所

太平洋大学

28°26.50'N

28°26.50'N

28°26.50'N
28°26.50'N
28°27.00'N

28°44.00'N

28°26.50'N
27°45.00'N
27°47.00'N

27°47.00'N
27°47.00'N
27°32.70'N

27°47.00'N

27°47.00'N

37°15.50'N
36°48.00'N
37°58.00'N
37°57.00'N

44°21.50'N

45°34.00'N

44°03.00'N

43°39.00'N
39°46.00'N
39°46.00'N

42°10.50'N

42°10.50'N

32゜42.00'N
35°06.00'N

35°00.00'N

35°00.00'N

35゜00.50'N

35゜00.00'N

35゜00.50'N
34゜58.00'N

35゜00.50'N
34゜58.00'N
34゜04.50'N
34゜29.00'N
34゜07.50'N

34゜04.50'N
34゜00.00'N
34゜08.00'N

03°43.50'S

03°43.00'S

130°19.00'E

130°19.00'E

130°19.00'E
130°19.50'E
130°19.50'E

130°09.00'E

130°19.00'E
126°53.00'E
126°54.00'E

126°54.00'E
126°54.00'E
126°58.30'E

126°54.00'E

126°54.00'E

137°33.00'E
137°12.50'E
137°49.00'E
138°05.00'E

139°35.00'E

140°52.00'E

139°32.00'E

139°59.00'E
139°29.00'E
139°29.00'E

144°10.50'E

144°10.50'E

139°45.00'E
139°20.00'E

139°13.50'E

139°13.50'E

139゜22.00'E

139゜13.50'E

139゜22.00'E
139゜17.00'E

139゜22.00'E
139゜17.00'E
137゜48.00'E
137゜36.00'E
137゜13.00'E

137゜47.50'E
137゜52.00'E
137゜13.00'E

151°40.00'E

151°41.00'E

6

7

7
－
7

7

8
8
6

7
7
7

6

7

4
4
4
6

5

4

4

5
5
4

5

6

6
4

6

4

5

5

3
－

4
－
6
3
7

8
5
5

7

8

2.63

2.64

2.69
－
2.44

2.96

2.7
4.4
4.55

4.66
4.52
4.08

4.42

4.42

0.28
1.49
0.28
0.26

0.27

0.59

0.27

0.27
0.36
0.41

2.69

2.68

10.13
2.55

2.87

2.89

2.59

2.99

2.33
－

2.43
－
4.7
3.6
2.37

4.53
2.75
2.39

3.1

3.08

6:44

6:33

6:09
6:12
6:39

6:20

6:42
6:34
5:52

6:01
6:10
6:18

6:22

6:22

6:43
5:03
6:37
6:08

6:06

6:16

6:15

6:44
5:57
5:58

6:03

6:42

5:51
6:15

4:55

6:12

5:49

5:56

6:03
5:50

5:33
5:59
5:55
6:33
4:52

6:19
6:58
4:29

6:49

6:52

4:28

4:21

3:49

0:16

4:23

4:26
4:26
4:06

4:31
4:28
4:04

4:44

4:43

4:57
4:14
3:57
3:46

4:24

5:22

4:02

4:49
4:40
4:54

1:00

2:47

4:51
4:06

3:11

4:27

3:46

4:11

1:25

3:16

4:48
5:00
2:27

5:14
5:01
1:46

4:19

4:17

9:20

9:18

9:14
9:34
9:19

9:18

9:22
9:25
9:13

9:22
9:13
9:28

9:26

9:42

9:17
11:13
9:19
9:27

9:16

9:13

9:18

9:12
9:22
9:20

9:17

9:23

9:17
9:14

9:18

9:16

9:32

9:56

10:00
9:19

9:09
9:19
9:10
9:34
9:11

9:14
9:05
8:56

9:16

9:13

10:28

10:26

10:22

14:36

10:25

10:37
10:41
10:13

10:14
10:08
10:49

10:18

10:39

10:17
11:47
10:53
10:56

10:23

9:50

10:38

10:22
10:11
9:57

10:16

10:35

9:50
10:25

10:20

10:14

10:40

11:00

11:12

10:19

9:50
10:30
10:34

9:50
10:15
10:25

10:36

10:36

14:56

14:47

14:11

14:52

14:48

15:03
15:07
14:19

14:45
14:36
14:53

15:02

15:22

15:14
16:01
14:50
14:42

14:47

15:12

14:40

15:11
14:51
14:51

11:16

13:22

14:41
14:31

13:31

14:41

14:26

15:11

12:37

13:35

14:38
15:30
13:01

15:04
15:16
12:11

14:55

14:53

16:04

15:51

15:23
15:46
15:58

15:38

16:04
15:59
15:05

15:23
15:23
15:46

15:48

16:04

16:00
16:16
15:56
15:35

15:22

15:29

15:33

15:56
15:19
15:18

15:20

16:05

15:08
15:29

14:13

15:28

15:21

15:52

16:03
15:09

14:42
15:18
15:05
16:07
14:03

15:33
16:03
13:25

16:05

16:05

南西諸島海溝喜界島北東沖における冷水系生物群
集の生態学的研究
奄美海台に生息する化学合成生物群集の生態系と
生息環境に関する研究
南西諸島海溝喜界島北東沖における冷水系生物群
集の生態学的研究
喜界島北東沖における中・深層生物調査
喜界島北東沖における中・深層生物調査
奄美海台衝突に伴う琉球弧前弧域の変動様式に関
する研究
奄美大島に生息する化学合成生物群集の生態系と
生息環境に関する研究
伊平屋海丘は巨大な溶岩流なのか？
伊平屋凹地北部海丘海底熱水系の地球化学的研究
沖縄トラフにおける海底熱水鉱床の分布と生成年
代の地球科学
沖縄トラフ海底熱水活動の長期モニタリング
熱水鉱床の微生物の研究
深海底熱水孔環境における微生物の系統的多様性
の解析と新奇超好熱細菌の分離
現場培養による深海微生物の探索及び深海地底微
生物の探索
富山湾におけるベニズワイガニの分布密度及び摂
餌行動の観察。
富山湾における深海性トヤマエビの生態研究。
富山トラフの形成プロセスとアクティブテクトニクス。
富山トラフの形成プロセスとアクティブテクトニクス。
日本海東縁の歴史地震及び空白域の潜航調査に基
づいた地震発生ポンテンシャルの推定。
日本海東縁の歴史地震及び空白域の潜航調査に基
づいた地震発生ポンテンシャルの推定。
日本海東縁の歴史地震及び空白域の潜航調査に基
づいた地震発生ポンテンシャルの推定。
日本海東縁の歴史地震及び空白域の潜航調査に基
づいた地震発生ポンテンシャルの推定。
日本海東縁プレート境界近傍の活構造とテクトニクス。
日本海東縁プレート境界近傍の活構造とテクトニクス。
北海道東方海域における中深層ならびに深海近底
層性ゼラチン質プランクトン動物相とそれを巡る
エナジーフローの解明
北海道釧路沖における未記載のシロウリガイ類を
優占種とする冷水湧水帯生物群集の生物学的調査
「新八丈カルデラ」周辺の海底火山活動の解明と
地下物質の推定
冷湧水孔の硫黄酸化細菌共生生物の硫黄同位体組成
離分解生物質を分解する微生物の深海環境からの分離
と多細胞生物組織培養のためのシロウリガイの採取
相模湾初島南東沖長期観測ステーション周辺の深
海底環境変動観測
広帯域型海底地震計の設置及びケーブル式海底地
震計との比較観測
西相模湾断層におけるシロウリガイ群集の定向配
列パターンの時空的変化
日本近海における中深層生物の多様性と物質輸送
に関する研究
相模湾における中・深層生物群集調査
堆積物一水境界における物質循環ならびに生物・
堆積過程の研究
相模湾における中・深層生物群集調査
精密重力探査によるガスハイドレート層の物性研究
遠州灘沖の深海大型甲殻類の生息状況調査
海底活断層の活動度と変位センスを求める
南海トラフ沈み込み帯一前弧域におけるガスハイ
ドレートと冷湧水帯の地質学的・地球科学的研究
ガスハイドレートの発達と海底斜面崩壊の研究
ガスハイドレートの発達と海底斜面崩壊の研究
マヌス海盆の熱水噴出孔生物群集の比較生態学的
研究。(BIOACCESS Cruise'98)
マヌス背弧海盆熱水噴出孔環境の硫化鉱物を中心
とする地球化学的研究。

1998.6.24

1998.6.25

1998.6.26
1998.6.27
1998.6.29

1998.6.30

1998.7.1
1998.7.6
1998.7.7

1998.7.8
1998.7.9
1998.7.12

1998.7.13

1998.7.14

1998.8.3
1998.8.4
1998.8.5
1998.8.6

1998.8.18

1998.8.19

1998.8.20

1998.8.22
1998.8.26
1998.8.27

1998.8.30

1998.9.2

1998.9.6
1998.9.20

1998.9.21

1998.9.24

1998.9.25

1998.9.26

1998.9.27
1998.9.28

1998.9.29
1998.9.30
1998.10.4
1998.10.6
1998.10.7

1998.10.9
1998.10.10
1998.10.11

1998.11.2

1998.11.3



30
JA
M
ST
E
C
 J.  D

eep Sea R
es., 23（

2003）

潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

1064
1065

1066
1067
1068

1069

1070
1071

1072

1073
1074

1075
1076
1077
1078
1079
1080
1081

1082

1083

1084

1085

1086
1087

1088

1089

1090

1091

1092

1093

1094

1095

1096

1097

1098
1099

1100
1101

1102

1103

1104

1105
1106

研究
研究

研究
研究
研究

研究

研究
研究

研究

研究
研究

研究
研究
沈降
試験
試験
試験
試験

訓練

訓練

訓練

訓練

訓練
訓練

訓練

訓練

訓練

訓練

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究
研究

研究
研究

研究

研究

研究

研究
研究

マヌス海盆
マヌス海盆

マヌス海盆
マヌス海盆
マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆
マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆
マヌス海盆

マヌス海盆
マヌス海盆
横須賀港
相模湾
相模湾
駿河湾
駿河湾

駿河湾

駿河湾

駿河湾

駿河湾

駿河湾
相模湾

相模湾

南海トラフ

南海トラフ

南海トラフ

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

小笠原諸島
小笠原諸島

デスモス
パツクマヌス

パックマヌス
パックマヌス
デスモス

パックマヌス

パックマヌス
パックマヌス

デスモス

デスモス
パックマヌス

パックマヌス
パックマヌス
横須賀第３区
初島南東沖
初島南東沖
松崎沖
土肥沖

土肥沖

土肥沖

土肥沖

土肥沖

土肥沖
初島南東沖

初島南東沖

南部第２天竜海丘

南部第２天竜海丘

竜洋海底谷

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部
黒島海丘西側斜面

黒島海丘頂部平坦部
黒島海丘西側斜面

鳩間海丘

鳩間海丘

石垣海丘群

安永海山
安永海山

1914
1684

1682
1730
1917

1677

1680
1684

1916

1919
1690

1691
1678

1235
1208
1977
1509

1541

1546

1537

1546

1531
1198

1202

606

605

1106

1046

1053

1055

1008

1058

1061

1051
1411

692
1371

1883

1520

1707

1198
1260

1877
1684

1647
1652
1905

1647

1671
1684

1888

1910
1685

1688
1650
2

1175
1204
1977
1507

1541

1546

1527

1541

1530
1186

1202

603

605

1089

1046

1003

1013

1008

976

982

1040
1411

691
1348

1882

1468

1707

1175
1180

松本
千葉

大野
松本
千葉

千葉

松本
大野

千葉

松本
大野 芳生

千葉
大野
大野
大野
千葉
松本
光藤

松本

光藤

千葉

松本

光藤
千葉

松本

光藤

光藤

千葉

千葉 

大野

松本

大野

千葉

大野

光藤
千葉

大野
光藤

松本

光藤

千葉

千葉 

光藤
千田

植木
光藤
千田

千田

光藤
植木

千田

光藤
千葉 和宏

光藤
松本
松本
植木
千田
大野
千葉

植木

千葉

千葉

千田

千葉
千田

千葉

植木

千葉

千田

植木

千田

植木

光藤

千葉

千田

千葉
光藤

千葉
松本

大野

千葉

千葉

光藤
千田

M.Zbinden
井上　明

Chris Yeats
太田　秀
小島　茂明

橋本　惇

James C.Hunt
土田　真二

藤原　義弘

Kaul Gena
Katell Henry

山口　寿之
M.Segonzac
上原　篤
千葉　勝志
柴田　裕之
千葉　勝志
千葉　勝志

大野　芳生

千葉　勝志

大野　芳生

植木　博文

千葉　和宏
大貫　純一

大野　芳生

松本　恵太

大野　芳生

植木　博文

千葉　仁

塚原　潤三

土田　真二

F Canganella

小林　英城

斎藤 洋昭

満澤　巨彦
中村　衛

松本　剛
James C.Hunt

渡辺　一樹

渡辺　一樹

渡辺　一樹

臼井　朗
D.J.Lindsay

パリ第６大学
海洋科学技術センター

ＣＳＩＲＯ
東京大学海洋研究所
東京大学海洋研究所

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

秋田大学
IFREMER

千葉大学
IFREMER
三菱重工神戸造船所
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業
日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業
日刊工業新聞社

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

日本海洋事業

岡山大学

鹿児島大学

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

中央水産研究所

海洋科学技術センター
琉球大学

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海上保安庁 水路部

海上保安庁 水路部

海上保安庁 水路部

工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター

03°41.50'S
03°43.50'S

03°43.50'S
03°43.50'S
03°41.50'S

03°43.50'S

03°43.50'S
03°43.50'S

03°41.50'S

03°41.50'S
03°43.50'S

03°43.50'S
03°43.50'S
35°18.80'N
35°00.00'N
35°00.00'N
34°43.00'N
34°54.50'N

34°54.50'N

34°54.50'N

34°54.50'N

34°54.50'N

34°54.50'N
35°00.00'N

35°00.00'N

34°04.50'N

34°04.50'N

34°11.50'N

27°47.00'N

27°47.00'N

27°47.00'N

27°47.00'N

27°47.00'N

27°47.00'N

27°47.00'N
24°05.50'N

24°07.00'N
24°05.50'N

24°51.00'N

24°51.00'N

24°59.00'N

29°15.50'N
29°16.00'N

151°52.00'E
151°40.00'E

151°40.00'E
151°40.00'E
151°52.00'E

151°40.00'E

151°40.00'E
151°40.00'E

151°52.00'E

151°52.00'E
151°40.00'E

151°40.00'E
151°40.00'E
139°40.00'E
139°14.00'E
139°13.50'E
138°35.00'E
138°39.50'E

138°39.50'E

138°39.50'E

138°39.50'E

138°39.50'E

138°39.50'E
139°13.50'E

139°13.50'E

137°47.50'E

137°47.50'E

137°46.00'E

126°54.00'E

126°54.00'E

126°54.00'E

126°54.00'E

126°54.00'E

126°54.00'E

126°54.00'E
124°06.00'E

124°11.00'E
124°05.00'E

123°51.00'E

123°51.00'E

124°10.00'E

138°39.50'E
138°38.50'E

3
5

7
5
5

5

6
6

4

5
5

5
7
－
4
5
2
3

2.5

3

3

3

3
5

5

6

7

5

8

10

7

7

7

7

7
7

8
7

7

5

7

5
8

3.1
3.09

3.12
3.17
3.15

3.11

3.08
3.14

3.08

3.07
3.12

3.15
3.11
－
2.83
2.88
1.9
2.51

2.55

2.55

2.52

2.44

2.52
3.2

2.96

6.07

5.3

3.02

4.37

4.43

4.49

4.45

4.47

4.53

4.34
2.61

7.13
2.78

3.77

3.82

3.82

3.44
3.68

6:41
7:05

6:54
7:00
7:05

6:51

7:24
6:46

6:59

7:10
6:58

6:46
6:32
1:34
6:07
6:20
5:49
5:35

4:57

5:32

6:27

6:42

5:56
5:22

4:46

4:41

5:19

6:03

5:39

5:59

5:46

4:49

5:59

6:28

6:10
6:24

5:24
6:23

6:42

6:44

6:49

6:00
6:30

3:25
3:40

4:25
4:27
4:17

4:25

4:24
4:11

4:10

4:19
4:35

4:16
3:59

4:17
4:23
1:52
3:25

2:42

3:13

4:03

3:16

2:33
2:23

2:37

3:37

4:18

4:19

3:58

4:26

4:12

3:13

4:19

4:52

4:27
4:35

4:10
0:42

4:15

4:14

4:24

4:04
0:43

10:19
9:10

9:14
9:05
9:20

9:07

9:07
9:11

10:20

9:07
9:06

9:46
9:21
10:16
9:30
9:20
9:19
9:52

9:23

10:45

9:22

9:16

9:15
10:15

9:20

12:00

9:35

9:56

9:13

9:16

9:23

12:25

9:29

9:46

9:17
9:04

9:09
9:16

9:06

9:12

9:07

9:14
9:16

12:16
11:23

10:34
10:28
10:49

10:25

11:01
10:31

11:48

10:31
10:19

11:03
10:45

10:31
10:23
12:01
11:05

10:38

12:00

10:37

10:29

10:26
11:18

10:28

12:38

10:13

10:57

10:08

10:06

10:16

13:18

10:25

10:40

10:15
10:12

9:51
13:50

10:30

10:38

10:23

10:17
14:10

15:41
15:03

14:59
14:55
15:06

14:50

15:25
14:42

15:58

14:50
14:54

15:19
14:44

14:48
14:46
13:53
14:30

13:20

15:13

14:40

13:45

12:59
13:41

13:05

16:15

14:31

15:16

14:06

14:32

14:28

16:31

14:44

15:32

14:42
14:47

14:01
14:32

14:45

14:52

14:47

14:21
14:53

17:00
16:15

16:08
16:05
16:25

15:58

16:31
15:57

17:19

16:17
16:04

16:32
15:53
11:50
15:37
15:40
15:08
15:27

14:20

16:17

15:49

15:58

15:11
15:37

14:06

16:41

14:54

15:59

14:52

15:15

15:09

17:14

15:28

16:14

15:27
15:28

14:33
15:39

15:48

15:56

15:56

15:14
15:46

熱水噴出孔の金属環境と生物の相互作用の研究。
現場培養による海底微生物および深海地底微生物の探索。
PACMANUS熱水噴出孔の硫化鉱物と熱水変質作
用の研究。
マヌス海盆の熱水噴出孔生物群集の比較生態学的研究。
マヌス海盆化学合成生物群集固有生物群の分子生態学。
PACMANUSサイトにおける熱水噴出孔生物群集
の生態学的調査。
Comparative survery of thermal effects on the 
resident pelagic fauna of Manus Basin.
マヌス海盆における大型甲殻類の繁殖生態の研究
マヌス海盆熱水噴出孔域化学合成生物群集固有種
の成長速度の検討及び液体成分分析。
マヌス海盆の熱水堆積物、変質および新鮮な岩石
の組織学的、鉱物学的、地球科学的研究。
マヌス海盆における熱水活動の地球科学的研究。
マヌス海盆の深海熱水噴出孔周辺のフジツボ類の
進化及び系統関係の研究。
マヌス海盆における熱水噴出孔生物群集の生態学的研究。
各機器作動試験
海上試験実施要領による各機器の作動確認
海上試験実施要領による各機器の作動確認
海上試験実施要領による各機器の作動確認
海上試験実施要領による各機器の作動確認
特徴のある地形地質・視界・潮流・急崖などを体
験し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴のある地形地質・視界・潮流・急崖などを体
験し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴のある地形地質・視界・潮流・急崖などを体
験し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴のある地形地質・視界・潮流・急崖などを体
験し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴のある地形地質・視界・潮流・急崖などを体
験し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
取材潜航
特徴のある地形地質・視界・潮流・急崖などを体
験し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴のある地形地質・視界・潮流・急崖などを体
験し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴のある地形地質・視界・潮流・急崖などを体
験し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴のある地形地質・視界・潮流・急崖などを体
験し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
伊平屋凹地北部海底熱水系の詳細なマッピングと
熱水化学組成の継続的観察
沖縄トラフ伊平屋北部における熱水噴出孔生物群
集の生殖生態と生活環境に関する研究
伊平屋凹地北部海丘における甲殻類の繁殖生態に
関する研究
微生物、好熱性微生物の研究及び熱水鉱床域にお
ける微生物学的多様性の解明
現場培養による深海微生物及び深海地殻微生物の
探査研究
シロウリガイ群集と周辺生物の生態調査と脂質移
動の解明
沖縄トラフ熱水活動域における海底環境変動に関
する研究
南西諸島黒島海丘及び周辺の潜水調査
南西諸島八重山南岸沖黒島海丘におけるシロウリ
ガイ群集の分布とテクトニクスに関する研究
Midwater and benthopelagic studies
西表島北北東沖海丘群の海底火山群の火山地形と
火山岩の調査、研究
西表島北北東沖海丘群の海底火山群の火山地形と
火山岩の調査、研究
西表島北北東沖海丘群の海底火山群の火山地形と
火山岩の調査、研究
西七島海嶺背弧海山の発達史と鉄、マンガン酸化
物の生成
安永海山における中・深層生物群集の比較検討

1998.11.4
1998.11.5

1998.11.7
1998.11.8
1998.11.9

1998.11.15

1998.11.16
1998.11.17

1998.11.18

1998.11.20
1998.11.21

1998.11.22
1998.11.23
1999.3.24
1999.3.25
1999.3.26
1999.3.27
1999.3.28

1999.4.2

1999.4.3

1999.4.4

1999.4.5

1999.4.6
1999.4.12

1999.4.14

1999.4.15

1999.4.16

1999.4.17

1999.5.6

1999.5.7

1999.5.8

1999.5.10

1999.5.11

1999.5.12

1999.5.13
1999.5.21

1999.5.22
1999.5.23

1999.5.28

1999.5.29

1999.5.30

1999.6.18
1999.6.19
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

1107
1108

1109
1110

1111
1112

1113
1114

1115

1116

1117
1118
1119
1120

1121
1122

1123

1124

1125

1126

1127

1128

1129

1130

1131

1132

1133

1134
1135

1136

1137

1138
1139
1140
1141

1142

1143
1144

1145

1146

1147

研究
研究

研究
研究

研究
研究

研究
研究

研究

研究

研究
研究
研究
研究

研究
研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究
研究

研究

研究

研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究

研究

研究

研究

小笠原諸島
伊豆諸島

伊豆諸島
伊豆諸島

伊豆諸島
伊豆諸島

伊豆諸島
伊豆諸島

伊豆諸島

伊豆諸島

伊豆諸島
日本海
日本海
日本海

日本海
日本海

日本海

日本海

日本海

道東沖

道東沖

道東沖

道東沖

三陸沖

三陸沖

三陸沖

南海トラフ

南海トラフ
駿河湾

駿河湾

相模湾

相模湾
相模湾
相模湾
相模湾

相模湾

相模湾
相模湾

相模湾

相模湾

マヌス海盆

安永海山
万治海山

南八丈カルデラ
万治海山

明神海丘
明神海丘

明神海丘
明神海丘

明神海丘

明神海丘

明神海丘
富山湾中央
富山湾中央
富山市沖

奥尻島東方
奥尻島南西方

茂津多海脚西方

茂津多海脚西方

奥尻島南西方

広尾海底谷

広尾海底谷

広尾海底谷

広尾海底谷

八戸沖

三陸沖

八戸沖

南部第２天竜海丘

南部第２天竜海丘
妻良沖

土肥沖

相模トラフ

相模トラフ
相模トラフ
初島南東沖
初島南東沖

初島南東沖

初島南東沖
初島南東沖

相模海丘
相模トラフ

パックマヌス

1841
1129

543
1158

1359
1362

1349
1299

1326

1331

1306
999
986
339

1206
1507

1949

1466

1938

1252

1252

1234

1251

493

1265

500

600

600
435

1547

1447

1446
1447
1345
1353

1203

1215
1199

1368

1446

1685

1840
1129

541
1158

1359
1346

1328
1298

1326

1306

1306
998

249

1206

1949

1466

1938

1252

1233

1237

485

1263

500

600

597
431

1547

1445

1446
1445
1343
1342

1200

1215
1199

1339

1445

1646

光藤
千葉

松本
光藤
大野

千葉

松本
光藤

松本

千葉

光藤
千葉
大野
千葉

千葉
大野

光藤

大野

光藤

松本

大野

光藤

大野

松本

千葉

松本

大野

松本
千葉

大野

松本

千葉
大野
松本
千葉

大野

松本
千葉

松本

大野

大野

植木
千葉

千田
植木
千田

光藤

大野
千田

大野

千田

大野
植木
千田
千葉

植木
千田

千葉

千田

植木

植木

千田

植木

千葉

千田

千葉

千田

千田 

植木
千葉

千田

植木

千葉
千田
植木
千葉

植木

大野
千葉

植木

千葉

植木

渡慶次　睦範
石塚　治

坂本　泉
石塚　治
R.S.Fiske

山口　寿之

堀井　善弘
二重作　豊

土田　真二

藤原　義弘

飯笹　幸吉
辻本　良
James C.Hunt
瀬戸　陽一

池原　研
James C.Hunt

加藤　幸弘

加藤　幸弘

長沼　毅

豊川　雅哉

菊池　知彦

豊川　雅哉

三宅　裕志

石塚　治

藤田　敏彦

石塚　治

棚橋　学

徳山　英一
村中　文夫

久保田　信

久保田　信

戸田　龍樹
James C.Hunt
北沢　菜穂子
秋元　清治

三輪　哲也

牧　陽之助
奥谷　喬司

小川　勇二郎

北里　洋

菊池　知彦

九州大学理学部
工業技術院地質調査所

海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
スミソニアン博物館

千葉大学

東京都水産試験場
北里大学

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

工業技術院地質調査所
富山県水産試験場
海洋科学技術センター
富山県水産試験場

工業技術院地質調査所
海洋科学技術センター

海上保安庁 水路部

海上保安庁 水路部

広島大学

中央水産研究所

横浜国立大学

中央水産研究所

海洋科学技術センター

工業技術院地質調査所

国立科学博物館

工業技術院地質調査所

工業技術院地質調査所

東京大学海洋研究所
静岡県水産試験場

京都大学理学研究科

京都大学理学研究科

創価大学
海洋科学技術センター
神奈川県水産総合研究所
神奈川県水産総合試験所

海洋科学技術センター

岩手大学
海洋科学技術センター

筑波大学

静岡大学

横浜国立大学

29°15.00'N
31°52.00'N

32°42.00'N
31°52.00'N

32°05.50'N
32°06.20'N

32°06.20'N
32°06.20'N

32°06.20'N

32°06.20'N

32°06.00'N
37°17.00'N
37°16.50'N
36°47.50'N

42°00.50'N
42°01.00'N

42°43.00'N

42°42.50'N

41°57.00'N

42°10.50'N

42°10.50'N

42°10.50'N

42°10.50'N

40°44.50'N

38°50.00'N

40°44.50'N

34°04.50'N

34°04.50'N
34°38.00'N

34°55.00'N

35°00.50'N

35°00.50'N
35°00.50'N
34°57.50'N
34°57.50'N

35°00.00'N

35°00.00'N
35°00.00'N

35°06.50'N

35°00.50'N

03°43.50'S

138°37.00'E
138°57.00'E

139°45.00'E
138°55.50'E

139°52.00'E
139°52.00'E

139°52.00'E
139°52.00'E

139°52.00'E

139°52.00'E

139°52.50'E
137°33.50'E
137°33.50'E
137°17.50'E

139°46.00'E
139°19.00'E

139°47.00'E

139°49.00'E

139°23.00'E

144°10.50'E

144°10.50'E

144°10.50'E

144°10.50'E

142°03.50'E

142°48.50'E

142°03.50'E

137°47.50'E

137°47.50'E
138°42.50'E

138°39.50'E

139°22.00'E

139°22.00'E
139°22.00'E
139°16.50'E
139°16.50'E

139°13.50'E

139°13.50'E
139°13.50'E

139°19.50'E

139°22.00'E

151°40.00'E

7
6

7
5

8
5

6
7

7

6

7
7
－
4

5
－

6

7

7

3

4

－

5

5

5

6

6

7
5

4

4

5
4
4
6

4

5
5

4

5

7

2.2
4.11

15.08
3.7

4.57
4.59

4.59
4.59

4.59

4.6

4.6
0.19
－
3.06

0.15
－

0.18

0.19

0.17

2.57

2.52

－

2.49

3.44

2.52

3.55

4.37

4.16
7.08

2.36

2.46

2.39
2.31
2.66
2.64

2.73

2.73
2.87

2.65

2.5

3.02

6:23
5:38

4:44
5:26

5:34
6:03

6:10
5:05

6:12

6:14

6:20
6:20
6:14
6:08

6:38
6:28

6:52

6:18

7:15

6:26

6:41

6:08

6:34

4:46

7:10

5:53

2:51

2:58
6:28

6:48

6:58

5:56
6:17
7:02
6:39

5:32

6:07
5:44

6:18

6:33

6:53

4:03
4:09

3:57
3:46

3:52
3:18

4:04
3:00

4:14

4:22

4:24
4:43

5:14

4:44

4:20

4:20

4:39

1:45

3:10

1:59

3:31

5:18

5:02

1:48

1:58
5:42

0:34

0:46

1:55
1:29
5:00
4:28

3:38

4:17
4:04

4:16

4:10

4:25

9:34
9:17

10:00
9:09

9:31
9:16

10:02
9:14

9:21

9:14

9:06
9:22
9:37
9:15

9:15
9:30

9:11

9:13

9:09

9:15

9:10

9:09

9:08

9:09

9:12

9:01

9:23

14:14
9:10

9:21

9:12

9:14
10:33
9:13
9:11

9:06

9:19
10:40

9:08

9:30

9:18

10:59
10:13

10:33
10:15

10:42
11:06

11:17
10:16

10:23

10:14

10:11
10:19

9:48

10:18

10:40

10:26

10:42

13:07

11:47

12:52

9:42

10:12

9:30

10:00

14:49
9:40

14:28

14:26

10:27
14:20
10:17
10:22

10:04

10:17
11:36

10:15

10:55

10:37

15:02
14:22

14:30
14:01

14:34
14:24

15:21
13:16

14:37

14:36

14:35
15:02

15:02

15:02

15:00

14:46

15:21

14:52

14:57

14:51

13:13

15:30

14:32

11:48

16:47
15:22

15:02

15:12

12:22
15:49
15:17
14:50

13:42

14:34
15:40

14:31

15:05

15:02

15:57
14:55

14:44
14:35

15:05
15:19

16:12
14:19

15:33

15:28

15:26
15:42
15:51
15:23

15:53
15:58

16:03

15:31

16:24

15:41

15:51

15:17

15:42

13:55

16:22

14:54

12:14

17:12
15:38

16:09

16:10

15:10
16:50
16:15
15:50

14:38

15:26
16:24

15:26

16:03

16:11

深海動物群集の構造解析
海洋性島弧発達過程と熱水活動の変遷
南八丈海底カルデラの海底火山活動と地下物質の
解明
海洋性島弧発達過程と熱水活動の変遷
明神海丘域における火山岩類の熱水変質及び発泡
現象の解明
明神海丘における熱水噴出孔フジツボ類の系統解析
伊豆・小笠原火山フロント上海山における底生生
物分布による漁場特性の解明
化学合成生物群集の構成種の解明
明神海丘におけるユノハナガニの繁殖生態に関す
る研究
明神海丘シチヨウシンカイヒバリガイの成長速度
の解明
明神海丘カルデラの黒鉱型硫化物鉱床及びカルデ
ラ形成史
富山湾における未成体ベニズワイガイの生態調査
中層生物の生態調査
富山湾におけるトヤマエビの分布生態調査
海底での変動と関連した海底地形形成過程・地質
過程に関する総合研究（SQUID Cruise）
中層生物の生態調査（SQUID Cruise）
海底での変動と関連した海底地形形成過程・地質
過程に関する総合研究（SQUID Cruise）
海底での変動と関連した海底地形形成過程・地質
過程に関する総合研究（SQUID Cruise）
海底での変動と関連した海底地形形成過程・地質
過程に関する総合研究（SQUID Cruise）
北海道東方海域における中深層性ならびに深海近底層
性プランクトンとそれを巡るエナジーフローの解明
北海道東方海域における中深層性ならびに深海近
底層性プランクトンの分類学ならびに物質循環に
関する研究
北海道東方海域における中深層性ならびに深海近底層
性プランクトンとそれを巡るエナジーフローの解明
十勝沖広尾海底谷における冷湧水帯生物群集の生
態調査
東北日本太平洋側の新第三系火山岩類の時空分布
に関する研究
ヤギ類に付着して生活するキヌズサモズルの分布
パータンと摂餌行動
東北日本太平洋側の新第三系火山岩類の時空分布
に関する研究
南海トラフ沈み込み帯－前弧域におけるガスハイ
ドレートと冷湧水帯の地質学的・地球科学的研究
御前崎沖活断層に伴う湧水・ガス噴出活動の変動
を、地温の長期観測から明らかにする。
駿河湾深海生物資源調査、タカハシガニの資源調査
日本近海における中・深層生物の多様性と物質輸
送に関する研究
日本近海における中・深層生物の多様性と物質輸
送に関する研究
相模湾における中深層性ならびに深海近底層性プ
ランクトンの分類学並びに物質環境に関する研究
Midwater and benthopelagic studies
深海性ソコダラ類イバラヒゲの摂餌行動の解明
深海性ソコダラ類イバラヒゲの摂餌行動の解明
相模湾初島沖の生態系及び細胞系における環境応
答性の探究
化学合成生物群集おける食物連鎖の硫黄同位体組
成による解析
相模湾化合成生物群集のバイオマス評価
関東地震震源域におけるテクトニクスとシロウリ
ガイ群集との関連
推積物－水境界における物質循環並びに生物・推
積過程の研究
マヌス海盆における熱水噴出孔生物群集の分類学
並びに熱水噴出孔周辺に分布する動物プランクト
ンの生理・生態学研究

1999.6.20
1999.6.21

1999.6.22
1999.6.24

1999.6.8
1999.6.29

1999.7.1
1999.7.2

1999.7.3

1999.7.4

1999.7.6
1999.7.27
1999.7.28
1999.07.0

1999.8.5
1999.8.6

1999.8.7

1999.8.8

1999.8.10

1999.8.14

1999.8.15

1999.8.16

1999.8.18

1999.8.24

1999.8.26

1999.8.27

1999.9.23

1999.9.25
1999.9.28

1999.9.29

1999.9.30

1999.10.2
1999.10.3
1999.10.5
1999.10.6

1999.10.9

1999.10.10
1999.10.11

1999.10.13

1999.10.14

1999.11.3
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

1148
1149

1150
1151

1152

1153

1154

1155

1156

1157

1158

1159

1160

1161
1162
1163
1164
1165

1166

1167

1168

1169

1170
1171

1172

1173

1174

1175
1176
1177
1178
1179

1180

1181
1182
1183

1184
1185

1186
1187
1188
1189

1190

研究
研究

研究
研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究
沈降
試験
試験
試験

訓練

訓練

訓練

訓練

訓練
取材

訓練.

訓練

訓練

訓練
研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究

研究
研究

研究
研究
研究
研究

研究

マヌス海盆
マヌス海盆

マヌス海盆
マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆

マヌス海盆

アイタペ沖

アイタペ沖

アイタペ沖

アイタペ沖

アイタペ沖

アイタペ沖

アイタペ沖
横須賀港
相模湾
相模湾
駿河湾

駿河湾

駿河湾

駿河湾

駿河湾

駿河湾
駿河湾

駿河湾

相模湾

相模湾

相模湾
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島

南西諸島

パックマヌス
パックマヌス

パックマヌス
パックマヌス

パックマヌス

デスモス

デスモス

アイタペ沖

アイタペ沖

アイタペ沖

アイタペ沖

アイタペ沖

アイタペ沖

アイタペ沖
横須賀第４区
初島南東沖
初島南東沖
土肥沖

松崎沖

土肥沖

松崎沖

松崎沖

土肥沖
土肥沖

松崎沖

初島南東沖

初島南東沖

初島南東沖
沖縄トラフ西端
沖縄トラフ西端
沖縄トラフ南部
黒島海丘頂部

黒島海丘頂部

鳩間海丘
鳩間海丘
鳩間海丘

鳩間海丘
鳩間海丘

鳩間海丘
鳩間海丘
鳩間海丘
鳩間海丘

水納海丘

1690
1724

1684
1676

1707

1932

1938

1814

1511

921

1962

1695

1649

1758

1205
1215
1533

1964

1546

1968

1972

1533
1549

1964

1195

1192

1204
1390
1903
1592
729

878

1526
1627
1521

1524
1524

1520
1522
1524
1526

1932

1707

1681
1648

1674

1932

1918

1797

1510

886

1962

1664

1631

1663
1

1205
1215
1533

1963

1542

1967

1971

1523
1544

1963

1195

1192

1204
1388
1903
1592
720

878

1526
1627
1454

1454
1438

1520
1493
1524
1524

1932

千葉
松本

千葉
大野

千葉

松本

光藤

大野

千葉

松本

光藤

大野

千葉

光藤
千葉
大野
千葉
松本

大野

千葉

光藤

松本

光藤
松本

千葉

松本

大野

千葉
千葉
大野
松本
千葉

大野

松本
大野
千葉

松本
千葉

大野
松本
千葉
大野

千葉

光藤
光藤

植木
松本

植木

大野

千葉

植木

光藤

大野

植木

松本

植木

千葉
大野
千田

光藤 数也
植木

千葉

植木

千田

千葉

植木
千田

千葉

植木

千田

三浦
千田
千葉
千田
千葉

千田

千葉
千葉
千田

大野
千葉

千田
千葉
千田
松本

千葉

三宅　裕志
Kaul Gena

土田　真二
Gwaibo Kopi

橋本　惇

菊池　知彦

橋本 　惇　

都司　嘉宣

Horst Letz

松本　剛

Wilfred Lus

David Tappin

M Moihoi

M.Nongkas
上原　篤
松本　恵太
伊藤　一寿
伊藤　一寿

北村　勝利

水井　吉之

宮崎　武晃

水井　吉之

北村　勝利
高野　聡

水井　吉之

水井　吉之

三浦　豊司

千葉　勝志
新城 　竜一
新城　竜一
本山　功
町山　栄章

牧　陽之助

渡辺　一樹
土田　真二
三宅 　裕志

渡部　元
山口　寿之

渡辺　一樹
土田　真二
三宅 　裕志
渡部　元

渡辺　一樹

海洋科学技術センター
秋田大学

海洋科学技術センター
パプアニューギニア地質調査所

海洋科学技術センター

横浜国立大学

海洋科学技術センター

東京大学地震研究所

パプアニューギニア地質調査所

海洋科学技術センター

パプアニューギニア大学

英国地質調査所

パプアニューギニア地質調査所

パプアニューギニア大学
三菱重工神戸造船所
日本海洋事業(株)
日本海洋事業株式会社
日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)

海洋科学技術センター

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)
毎日新聞社

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)
琉球大学
琉球大学
筑波大学
海洋科学技術センター

岩手大学

海上保安庁 水路部
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
千葉大学

海上保安庁 水路部
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海上保安庁 水路部

03°43.50'S
03°43.50'S

03°43.50'S
03°43.50'S

03°43.50'S

03°41.50'S

03°41.50'S

02°49.50'S

02°52.50'S

02°54.00'S

02°48.50'S

02°52.50'S

02°52.50'S

02°52.00'S

35°00.00'N
35°00.00'N
34°54.50'N

34°43.00'N

34°54.50'N

34°43.00'N

34°43.00'N

34°54.50'N
34°54.50'N

34°43.00'N

35°00.00'N

35°00.00'N

35°00.00'N
24°52.00'N
24°57.00'N
24°42.50'N
24°08.00'N

24°08.00'N

24°51.00'N
24°51.50'N
24°51.00'N

24°51.00'N
24°51.00'N

24°51.00'N
24°51.00'N
24°51.00'N
24°51.00'N

24°54.00'N

151°40.00'E
151°40.00'E

151°40.00'E
151°40.00'E

151°40.00'E

151°52.00'E

151°52.00'E

142°11.50'E

142°12.00'E

142°13.50'E

142°14.00'E

142°16.00'E

142°15.50'E

142°16.50'E

139°14.00'E
139°14.00'E
138°39.50'E

138°35.00'E

138°39.50'E

138°35.00'E

138°35.00'E

138°39.50'E
138°39.50'E

138°35.00'E

139°14.00'E

139°14.00'E

139°14.00'E
122°43.50'E
123°12.00'E
123°06.00'E
124°11.50'E

124°12.50'E

123°51.00'E
123°50.50'E
123°51.00'E

123°50.50'E
123°50.50'E

123°50.50'E
123°50.50'E
123°50.50'E
123°50.50'E

124°15.00'E

－
4

7
5

5

7

4

5

4

4

5

5

5

5
  －
4
4
2.5

3

3

3

3

3
4

3

3

4

5
7
7
4
6

6

5
5
5

6
5

7
4
5
5

7

－
3

2.98
2.94

2.96

2.96

2.96

2.64

3.07

4.96

2.33

2.79

2.97

2.98
  －
2.94
2.83
2.39

1.76

2.39

1.78

1.82

2.57
2.47

1.83

2.85

2.89

3.05
3.86
3.76
3.77
7.52

5.18

3.8
3.82
3.84

3.8
3.81

3.82
3.83
3.83
3.8

3.78

6:56
6:47

6:54
6:21

6:18

5:32

5:09

5:50

5:46

5:29

6:05

6:02

5:41

6:59
1:33
6:43
5:27
3:24

5:33

5:32

4:30

6:52

5:47
5:30

4:32

4:48

4:10

5:19
7:03
6:43
6:43
6:13

5:54

6:34
6:57
6:24

6:09
6:44

6:33
6:08
6:44
6:59

7:21

15:00
4:14

3:26
3:50

2:08

2:41

2:04

3:07

3:49

4:01

3:18

3:53

3:11

4:26

4:55
3:37
1:03

2:41

3:16

1:23

4:01

3:33
2:36

1:37

3:00

2:22

3:29
4:50
3:50
4:30
5:04

4:42

4:14
4:28
1:39

3:46
4:31

4:17
3:18
1:35
3:43

4:51

9:18
10:00

9:14
10:14

9:29

11:22

12:13

9:10

9:17

9:54

9:09

9:55

9:24

10:16
10:47
9:16
10:32
10:49

9:36

9:21

9:49

9:45

9:16
9:16

9:38

9:01

9:25

9:12
9:25
10:40
9:55
9:11

9:14

9:20
9:49
9:42

9:03
9:19

9:30
10:43
9:13
9:15

9:14

11:16

11:26
11:31

12:25

12:52

13:58

10:36

10:29

10:56

10:42

11:11

10:37

11:34

10:21
11:35
12:07

11:14

10:35

11:18

11:20

10:27
10:26

11:11

10:01

10:30

10:12
10:42
12:12
11:11
9:50

10:00

10:32
11:15
13:24

10:22
10:29

10:45
12:30
13:23
11:29

10:50

15:00
15:30

14:52
15:21

14:33

15:33

16:02

13:43

14:18

14:57

14:00

15:04

13:48

16:00

15:16
15:12
13:10

13:55

13:51

12:41

15:21

14:00
13:02

12:48

13:01

12:52

13:41
15:32
16:02
15:41
14:54

14:42

14:46
15:43
15:03

14:08
15:00

15:02
15:48
14:58
15:12

15:41

16:14
16:47

16:08
16:35

15:47

16:54

17:22

15:00

15:03

15:23

15:14

15:57

15:05

17:15
12:20
15:59
15:59
14:13

15:09

14:53

14:19

16:37

15:03
14:46

14:10

13:49

13:35

14:31
16:28
17:23
16:38
15:24

15:08

15:54
16:46
16:06

15:12
16:03

16:03
16:51
15:57
16:14

16:35

マヌス海盆における海洋生物群集生態の熱量効果
による比較調査
マヌス海盆の熱水性変成岩に関する研究
マヌス海盆PACMANUSにおける甲殻類の成長と
繁殖に関する研究
マヌス海盆の熱水性変成岩に関する研究
マヌス海盆PACMANUSにおける熱水噴出孔生物
群集の生態調査
マヌス海盆における熱水噴出孔生物群集の分類学
並びに熱水噴出孔に分布する動物プランクトンの
生理・生態学研究
マヌス海盆DESMOSにおける熱水噴出孔生物群集
の生態調査
パプア島北岸沖における変動地形と地震津波発生
メカニズムに関する研究
パプア島北岸沖における変動地形と地震津波発生
メカニズムに関する研究
パプア島北岸沖における変動地形と地震津波発生
メカニズムに関する研究
パプア島北岸沖における変動地形と地震津波発生
メカニズムに関する研究
パプア島北岸沖における変動地形と地震津波発生
メカニズムに関する研究
パプア島北岸沖における変動地形と地震津波発生
メカニズムに関する研究
パプア島北岸沖における変動地形と地震津波発生
メカニズムに関する研究
各機器作動試験
海上試験実施要領による各機器の作動試験
海上試験実施要領による各機器の作動試験
海上試験実施要領による各機器の作動試験
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と操作の慣熟訓練
取材潜航
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と操作の慣熟訓練
沖縄トラフ西端部における火山活動とマグマ組成
沖縄トラフ西端部における火山活動とマグマ組成
沖縄トラフの地質学的特性と形成過程の研究
南西諸島南西部のテクトニクスの解明
硫化水素依存性化学合成生物群集におけるエネル
ギーフローの解明
西表島北北東沖海丘群の海底火山群の火山地形と
火山岩の調査研究
鳩間海丘における甲殻類の繁殖生態に関する研究
沖縄トラフ鳩間海丘における生物群集の生態調査
鳩間海丘シンカイヒバリガイ類の系統解析と成長
速度の解明
沖縄トラフの熱水活動と噴出孔生物群集の調査
西表島北北東沖海丘群の海底火山群の火山地形と
火山岩の調査研究
鳩間海丘における甲殻類の繁殖生態に関する研究
沖縄トラフ鳩間海丘における生物群集の生態調査
鳩間海丘シンカイヒバリガイ類の系統解析と成長速度の解明
西表島北北東沖海丘群の海底火山群の火山地形と
火山岩の調査研究

1999.11.4
1999.11.5

1999.11.7
1999.11.8

1999.11.9

1999.11.10

1999.11.11

1999.11.16

1999.11.17

1999.11.18

1999.11.20

1999.11.21

1999.11.23

1999.11.24
2000.3.24
2000.3.27
2000.3.28
2000.3.30

2000.4.2

2000.4.3

2000.4.4

2000.4.6

2000.4.7
2000.4.8

2000.4.13

2000.4.15

2000.4.16

2000.4.18
2000.5.9
2000.5.10
2000.5.11
2000.5.13

2000.5.14

2000.5.18
2000.5.19
2000.5.20

2000.5.21
2000.5.24

2000.5.25
2000.5.26
2000.5.28
2000.5.29

2000.5.30
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

1191

1192
1193
1194

1195

1196
1197
1198

1199
1200
1201
1202

1203
1204

1205

1206

1207
1208

1209

1210

1211

1212
1213
1214
1215
1216
1217

1218

1219
1220
1221
1222

1223
1224

1225
1226
1227
1228

1229
1230
1231
1232
1233
1234
1235
1236

1237
1238
1239
1240
1241

研究

研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究

研究
研究

研究

研究

研究
研究

研究

研究

研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究
研究
研究

研究
研究

研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究
研究
研究
研究
研究

南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島
相模湾
駿河湾

相模湾
相模湾
相模湾
相模湾

相模湾
相模湾

相模湾

日本海

日本海
日本海

日本海

日本海

日本海

日本海
道西沖
道西沖
道西沖
道東沖
道東沖

道東沖

道東沖
三陸沖
小笠原諸島
小笠原諸島

小笠原諸島
小笠原諸島

小笠原諸島
駿河湾
伊豆諸島
小笠原諸島

小笠原諸島
小笠原諸島
相模湾
駿河湾
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島

小笠原諸島
小笠原諸島
相模湾
相模湾
相模湾

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部
伊平屋凹地北部
伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部
相模海丘
松崎沖

相模トラフ
相模トラフ
初島南東沖
初島南東沖

初島南東沖
初島南東沖

相模海丘

隠岐堆

隠岐堆
富山湾中央

七尾湾沖

七尾湾沖

秋田市沖

秋田市沖
後志海山
忍路海山北方
積丹岬北方
釧路港南西沖
釧路港南西沖

広尾海底谷

広尾海底谷
金華山沖
水曜海山
水曜海山

水曜海山
水曜海山

水曜海山
松崎沖
黒瀬海穴
水曜海山

水曜海山
水曜海山
相模海丘
松崎沖
海形海山
海形海山
海形海山
海形海山

水曜海山
水曜海山
熱海市沖
熱海市沖
小田原市沖

1052

1034
1061
1041

1062

1025
1405
1841

1451
1449
1202
1201

1239
1000

1405

914

916
1082

1011

1020

1120

1083
1649
1383
797
318
326

1246

1275
791
1388
1388

1389
1386

1389
1964
778
1375

1387
1388
1000
1962
880
572
905
466

1387
1385
393
342
648

1055

1034
1047
1041

1020

1014
1405
1840

1449
1448
1202
1170

1239

1404

913

913
1082

1011

1020

1116

1649
1383
797
318
326

1243

1259
791
1345
1388

1385
1367

1387
1949
757
1359

1387
1386

1962
880
552
905
466

1386
1385
393
340
648

大野

千葉
松本
千葉

大野

松本
千葉
松本

千葉
松本
大野
千葉

松本
大野

松本

大野

千葉
松本

大野

千葉

松本

千葉
光藤
大野
光藤
光藤
大野

光藤

光藤
大野
松本
光藤

千葉
松本

光藤
光藤
大野
光藤

大野
光藤
大野
光藤
大野
松本
大野
松本

大野
松本
松本
千葉
大野

千田

千葉
千田
千葉

千田

千葉
千葉
大野

千田
千葉
千田
千葉

千田
千葉

千葉

千葉

千田
千田

千葉

千田

千葉

千田
千葉
植木
植木
植木
千葉

千田

植木
水井
千田
植木

千田
植木

千田
植木
千田
千葉

植木
千田
千葉
植木
千葉
植木
千田
千葉

植木
千田
千田
千葉
植木

山本　智子

千葉　仁
藤岡　換太郎
井上　明

Russell Hill

満澤　巨彦
斉藤　実篤
冨山　新一

小泉　金一郎
佐藤　利典
三宅　裕志
D Lindsay

渡部　元
D Lindsay

小川　勇二郎

北里　洋

J.C.Hunt
前田　経雄

張　　勁

竹内　章

竹内　章

J.C.Hunt
岡村　行信
佐竹　健治
荒井　晃作
柳本　卓
濱津　友紀

三宅　裕志

豊川　雅哉
佐伯　光広
小山　純弘
小塚　芳道

浦辺　徹郎
海宝　由佳

横尾　頼子
三澤　良文
D.J.Lindsay
西澤　あずさ

臼井　朗
西澤　あずさ
D.J.Lindsay
三澤　良文
熊谷　英憲
土田　真二
熊谷 英憲
石橋　純一郎

高井　研
福居　俊昭
川嶋　尚正
川嶋　尚正
木下　淳司

鹿児島大学

岡山大学
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

メリーランド大学

海洋科学技術センター
東京大学海洋研究所
海上保安庁 水路部

東京大学海洋研究所
千葉大学
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

筑波大学

静岡大学

海洋科学技術センター
富山県水産試験場

富山大学

富山大学

富山大学

海洋科学技術センター
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
工業技術院地質調査所
北海道区水産研究所
北海道区水産研究所

海洋科学技術センター

中央水産研究所
宮城県水産研究開発センター
海洋科学技術センター
北里大学

東京大学
海洋科学技術センター

工業技術院地質調査所
東海大学
海洋科学技術センター
海上保安庁 水路部

工業技術院地質調査所
海上保安庁 水路部
海洋科学技術センター
東海大学
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
九州大学

海洋科学技術センター
京都大学
静岡県水産試験場
静岡県水産試験場
神奈川県水産総合研究所

27°47.00'N

27°47.00'N
27°47.00'N
27°47.00'N

27°47.00'N

27°47.00'N
35°06.00'N
34°45.50'N

35°00.50'N
35°00.50'N
35°00.50'N
35°00.50'N

35°00.50'N
35°00.50'N

35°05.50'N

37°03.50'N

37°03.50'N
37°10.50'N

37°07.50'N

37°07.50'N

39°30.00'N

39°30.00'N
43°38.00'N
44°39.50'N
43°49.50'N
42°36.50'N
42°35.50'N

42°11.00'N

42°11.00'N
38°14.50'N
28°34.50'N
28°34.50'N

28°34.50'N
28°34.50'N

28°34.50'N
34°43.50'N
33°24.50'N
28°34.50'N

28°34.50'N
28°34.50'N
35°05.50'N
34°43.00'N
26°42.00'N
26°42.50'N
26°42.00'N
26°42.50'N

28°34.50'N
28°34.50'N
35°06.50'N
35°07.00'N
35°13.00'N

126°54.00'E

126°54.00'E
126°54.00'E
126°54.00'E

126°54.00'E

126°54.00'E
139°20.50'E
138°36.00'E

139°22.00'E
139°22.00'E
139°13.50'E
139°13.50'E

139°13.50'E
139°13.50'E

139°20.50'E

134°42.50'E

134°42.50'E
137°24.00'E

137°10.00'E

137°10.00'E

138°45.00'E

138°47.00'E
139°38.50'E
139°24.50'E
140°22.00'E
143°59.00'E
143°58.00'E

144°10.50'E

144°11.00'E
142°12.50'E
140°38.50'E
140°38.50'E

140°38.50'E
140°38.50'E

140°38.50'E
138°35.00'E
139°41.00'E
140°38.50'E

140°38.50'E
140°38.50'E
139°20.00'E
138°34.50'E
141°01.50'E
141°04.50'E
141°04.50'E
141°04.50'E

140°38.50'E
140°38.50'E
139°08.00'E
139°08.00'E
139°10.50'E

6

7
4
6

7

5
3
4

5
3
4
4

4
  －

4

6

4
5

7

5

4

－
5
6
5
3
4

4

4
4
5
5

5
5

5
3
7
4

7
5

  －
2
7
7
5
7

5
5
4
4
4

4.31

4.52
4.39
4.5

4.66

4.59
2.41
2.23

2.42
2.83
2.92
2.81

2.68
  －

2.36

0.19

0.23
0.19

0.21

0.21

0.19

－
0.15
0.2
0.51
2.47
2.48

2.59

2.58
3.51
3.55
3.53

3.62
3.56

3.61
2.03
11.11
3.37

3.45
3.51
  －
1.97
4.13
9.35
7.91
11.64

3.42
3.42
8.05
8.44
4.92

5:52

6:03
6:47
5:57

6:02

6:42
6:22
5:46

4:04
3:41
5:59
6:14

6:32
7:28

6:48

6:46

6:51
6:13

6:37

6:14

6:11

7:35
7:01
6:18
6:28
2:40
6:50

6:49

6:40
7:01
6:33
6:34

6:09
6:43

6:46
6:38
7:02
2:41

6:27
7:06
5:18
6:58
6:18
5:36
5:42
4:16

6:01
5:48
6:20
4:58
5:20

4:17

4:19
4:52
4:15

4:25

1:23
4:27
3:20

1:36
1:21
2:00
0:41

4:57

4:42

4:30

0:53
4:26

5:14

4:50

4:39

4:40
4:37
5:20
2:01
6:13

0:41

1:32
4:49
4:25
4:29

3:56
4:43

4:42
4:04
0:54
0:28

4:22
5:03

3:27
4:55
4:30
4:33
3:25

3:56
3:43
5:31
4:16
4:24

9:33

9:24
9:27
10:45

9:52

9:24
9:21
9:18

10:08
9:06
9:12
10:26

9:14
9:19

9:16

9:21

9:18
9:01

10:16

9:59

9:15

9:16
9:19
9:16
9:16
9:33
9:12

9:11

10:14
9:24
9:17
9:24

9:18
9:21

9:18
9:13
9:19
13:27

9:14
9:10
11:12
9:15
9:15
9:19
9:21
9:18

9:35
9:19
9:10
9:10
9:10

10:26

10:18
10:18
11:39

10:48

14:04
10:31
10:47

11:37
10:29
12:24
14:30

10:14

10:22

10:53

14:31
9:55

11:00

10:51

10:10

10:38
10:24
9:57
10:00
9:39

14:25

14:32
10:12
10:26
10:29

10:29
10:27

10:24
10:40
13:50
14:43

10:23
10:17

10:44
10:07
10:03
10:09
9:48

10:44
10:25
9:40
9:35
9:47

14:43

14:37
15:10
15:54

15:13

15:27
14:58
14:07

13:13
11:50
14:24
15:11

15:11

15:04

15:23

15:24
14:21

16:14

15:41

14:49

15:18
15:01
15:17
12:01
15:52

15:06

16:04
15:01
14:51
14:58

14:25
15:10

15:06
14:44
14:44
15:11

14:45
15:20

14:11
15:02
14:33
14:42
13:13

14:40
14:08
15:11
13:51
14:11

15:25

15:27
16:14
16:42

15:54

16:06
15:43
15:04

14:12
12:47
15:11
16:40

15:46
16:47

16:04

16:07

16:09
15:14

16:53

16:13

15:26

16:51
16:20
15:34
15:44
12:13
16:02

16:00

16:54
16:25
15:50
15:58

15:27
16:04

16:04
15:51
16:21
16:08

15:41
16:16
16:30
16:13
15:33
14:55
15:03
13:34

15:36
15:07
15:30
14:08
14:30

伊平屋北部における熱水噴出孔生物群集の群集構
造と生物生産性に関する研究
伊平屋凹地北部海底熱水系の詳細なマッピングと
熱水化学組成の継続的観察
沖縄トラフ熱水活動の分布の研究
深海地殻微生物の探索及び現場培養の回収
深海熱水域に適応した微生物、好熱性微生物の研
究及び熱水鉱床における微生物学的多様性の解明
沖縄トラフにおける熱水プルームの長期モニタリ
ング手法の開発及び観察
相模トラフ付加プリズムの発達過程と流体環境の解明
駿河トラフおける海底音響測距実験
海底ベンチマークを利用した海底重力の繰り返し
観測と海底圧力の長期観測による計測実験
自己浮上型海底傾斜計の開発及び観測実験
相模湾初島沖における冷水帯生物群集の生態調査
相模湾おける中・深層生物群集の比較研究
相模湾における化学合成生物群集を構成する軟体
動物の分類学的研究
相模湾における中・深層生物群集の比較研究
相模湾北部の新しいプレート境界における冷湧水、
シロウリガイ及び地殻構造の研究
酸素に富む深海環境における海底表層部の構造と
生物活性の観察と実験
日本海海域における中深層生物及び近底層生物の
環境生物学的研究
富山湾におけるベニズワイガニの生息密度調査
日本海東縁変動帯南端部の地殻生物活動に関する
学際的研究
日本海東縁変動帯における地震空白域の海底地震
地質調査
日本海東縁変動帯における地震空白域の海底地震
地質調査
日本海海域における中深層生物及び近底層生物の
環境生物学的研究
日本海東縁の海底活断層と地震発生ポテンシャル評価
日本海東縁の海底活断層と地震発生ポテンシャル評価
日本海東縁の海底活断層と地震発生ポテンシャル評価
スケトウダラの遊泳行動の観察
スケトウダラの遊泳行動の観察
道東海域における中深層性及び近底層生物の環境
生物学的研究
道東方海域における中深層性ならびに深海近底層
性プランクトン相と生態に関する研究
深海性異体類（サメガレイ）の分布特性に関する研究
水曜海山における深海生物群集の組織培養
化学合成生物群集の構成種の解明
水曜海山の熱水域においてのマッピングおよび海
底設置型の予備的研究
海底火山におけるマグマ性地震波検出の試み
水曜海山の熱水海域においてのマッピングおよび
海底設置型コアリング装置の予備的研究
駿河トラフ東西の大陸斜面の地質構造の解明
黒瀬海穴における中・深層生物群集の比較検討
海底火山におけるマグマ性地震波検出の試み
海底活火山に伴う熱水起源鉄マンガン酸化物の形
成機構
海底火山におけるマグマ性地震波検出の試み
相模海丘における中・深層生物群集の比較検討
駿河トラフ東西の大陸斜面の地質構造の解明
伊豆小笠原弧、海形海山の火山地質の研究
海形海山における短尾類の繁殖生態に関する研究
伊豆小笠原弧、海形海山の火山地質の研究
島弧型海底熱水活動の地球的・微生物学的研究
深海地殻微生物の探索及び生態の解明と未知の遺
伝子資源の開発
島弧型海底熱水活動の地球的・微生物学的研究
禁魚による底生生物資源のそ増殖効果の検討
禁魚による底生生物資源のそ増殖効果の検討
相模湾深層水の利用を目的とした基礎研究

2000.6.17

2000.6.18
2000.6.19
2000.6.21

2000.6.22

2000.6.23
2000.6.30
2000.7.2

2000.7.3
2000.7.4
2000.7.6
2000.7.9

2000.7.10
2000.7.11

2000.7.12

2000.8.9

2000.8.10
2000.8.11

2000.8.13

2000.8.14

2000.8.15

2000.8.16
2000.8.23
2000.8.24
2000.8.25
2000.9.12
2000.9.14

2000.9.15

2000.9.16
2000.9.19
2000.10.5
2000.10.6

2000.10.7
2000.10.8

2000.10.9
2000.10.16
2000.10.17
2000.10.20

2000.10.21
2000.10.22
2000.10.24
2000.10.25
2000.11.2
2000.11.3
2000.11.4
2000.11.5

2000.11.8
2000.11.9
2000.11.25
2000.11.26
2000.11.27
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

1242

1243

1244

1245
1246

1247
1248
1249
1250
1251
1252

1253

1254

1255

1256

1257

1258
1259

1260

1261

1262

1263

1264

1265

1266

1267

1268

1269

1270

1271

1272

1273

1274

1275

1276

1277
1278
1279
1280
1281
1282

研究

研究

研究

研究
研究
訓練
潜航
沈降
試験
試験
試験
試験航

訓練

訓練

訓練

訓練

訓練

訓練
取材

訓練

訓練

訓練

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

訓練
研究
研究
研究
研究
研究

相模湾

南海トラフ

相模湾

駿河湾
相模湾

相模湾
横須賀港
相模湾
相模湾
駿河湾
駿河湾

駿河湾

駿河湾

駿河湾

駿河湾

駿河湾

駿河湾
駿河湾

駿河湾

相模湾

相模湾

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島
富山湾
富山湾
富山湾
富山湾
富山湾

初島南東沖

金洲ノ瀬西方

初島南東沖

石花海南堆
初島南東沖

初島南東沖
横須賀第３区
初島南東沖
初島南東沖
松崎沖
土肥沖

土肥沖

土肥沖

松崎沖

松崎沖

松崎沖

土肥沖
土肥沖

土肥沖

初島南東沖

初島南東沖

黒島海丘頂部

黒島海丘頂部

黒島海丘南斜面

黒島海丘頂部

第４与那国海丘

第４与那国海丘

鳩間海丘

鳩間海丘

第４与那国海丘

鳩間海丘

第４与那国海丘

第４与那国海丘

鳩間海丘

第４与那国海丘

鳩間海丘
七尾湾沖
七尾湾沖
七尾湾沖
水橋沖
水橋沖

1179

645

1199

302
1184

1196
1

1204
1203
1966
1528

1529

1544

1974

1979

1966

1529
1509

1537

1191

1203

649

665

1771

665

1388

1377

1528

1524

1385

1522

1386

1384

1522

1387

1528
1007
989
900
274
276

1177

644

1173

243
1169

1196

1204
1203
1966
1528

1529

1543

1974

1979

1965

1529
1509

1537

1172

1203

649

665

1771

663

1379

1369

1528

1489

1371

1472

1370

1370

1421

1383

1516
1007
987
900
260
272

松本

千葉

大野

松本
大野

植木
大野
千葉
松本
大野
千葉

大野

植木

光藤

大野

植木

大野
松本

植木

光藤

松本

千葉

松本

植木

松本

大野

松本

植木

大野

松本

植木

植木

松本

植木

光藤

植木
光藤
大野
光藤
松本
大野

千葉

千田

植木

千田
千葉

千葉
松本
植木
千葉
千田
植木

水井

千葉

千葉

水井

千葉 

辻
光藤

千葉

水井

北村

植木

千葉

千葉

千田

水井

千田

千葉

水井

千田

千葉

大野

光藤

大野

松本

光藤
水井
千葉
千田
水井
千葉

三宅　裕志

松本　良

岩瀬　良一

沼波　秀樹
藤倉　克則

千葉　和宏
生田　顕弘
上原　篤
水井　吉之
北村　勝利
水井　吉之

千田　要介

千葉　勝志

辻　晶久

辻　晶久

北村　勝利

千田　要介
植之原　英彦

野村　陽

千葉　勝志

千田　要介

町山　栄章

松本　良

松本　剛

岩瀬　良一

藤倉　克則

山中　寿朗

石橋　純一郎

土田　真二

藤原　義弘

小松　徹史

山口　寿之

大越　健嗣

土田　真二

藤倉　克則

北村　勝利
竹内　章
張　　勁
齊藤　康典
吉田　一範
吉田　一範

海洋科学技術センター

東京大学

海洋科学技術センター

東京家政学院大学
海洋科学技術センター

日本海洋事業(株)
三菱重工神戸造船所
三菱重工神戸造船所
日本海洋事業(株)
日本海洋事業(株)
日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)
フジテレビ

海洋科学技術センター

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)

海洋科学技術センター

東京大学

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

筑波大学

九州大学

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

千葉大学

石巻専修大学

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

日本海洋事業(株)
富山大学
富山大学
筑波大学
日本栽培漁業協会
日本栽培漁業協会

35°00.00'N

34°19.00'N

35°00.00'N

34°36.50'N
35°00.00'N

35°00.00'N

35°00.00'N
35°00.00'N
34°43.50'N
34°55.00'N

34°55.00'N

34°55.00'N

34°43.50'N

34°43.50'N

34°43.50'N

34°55.00'N
34°55.00'N

34°55.00'N

35°00.00'N

35°00.00'N

24°07.80'N

24°07.80'N

24°03.00'N

24°07.80'N

24°51.00'N

24°51.00'N

24°51.55'N

24°51.55'N

24°51.00'N

24°51.55'N

24°51.00'N

24°51.00'N

24°51.55'N

24°51.00'N

24°51.55'N
37°05.00'N
37°10.00'N
37°08.00'N
36°47.00'N
36°47.00'N

139°13.50'E

137°56.50'E

139°13.50'E

138°24.50'E
139°13.50'E

139°13.50'E

139°13.50'E
139°13.50'E
138°35.00'E
138°39.00'E

138°39.00'E

138°39.00'E

138°35.00'E

138°35.00'E

138°35.00'E

138°39.00'E
138°39.00'E

138°39.00'E

139°13.50'E

139°13.50'E

124°11.05'E

124°11.50'E

124°09.00'E

124°11.55'E

122°42.00'E

122°42.00'E

123°50.50'E

123°50.50'E

122°42.00'E

123°50.50'E

122°42.00'E

122°42.00'E

123°50.50'E

122°42.00'E

123°50.50'E
137°09.00'E
137°12.00'E
137°09.50'E
137°17.50'E
137°17.50'E

4

5

6

5
6

6
  －
4
4
4
4

3

3

4

4

5

3
3

4

3

4

7

6

7

8

5

4

4

5

4

4

4

4

5

4

3
3
5
4
3
3

2.64

4.44

2.88

9.86
2.83

2.9
  －
2.9
2.8
1.8
2.7

2.5

2.5

1.9

1.9

1.9

2.6
2.6

2.5

2.9

2.9

6.2

7.5

2.3

6.6

4

4

3.8

3.8

4.1

3.8

4.1

4

3.8

4

3.8
0.2
0.2
0.3
3.5
3.2

6:29

4:23

5:41

5:02
6:18

4:26
1:32
5:25
4:15
5:29
5:18

4:15

5:49

6:34

6:59

7:08

5:44
4:25

5:20

6:40

6:28

5:32

5:38

6:39

3:13

7:21

6:30

6:06

7:18

7:01

5:22

6:19

6:47

6:32

6:37

6:02
6:17
5:19
5:00
5:15
6:05

1:18

3:27

3:43

4:28
4:14

1:58

3:39
2:27
2:40
2:51

1:52

3:00

3:19

3:25

3:22

2:46
0:20

2:43

4:54

4:11

4:24

4:24

4:06

2:08

4:55

4:24

3:52

4:50

4:43

1:51

4:02

4:38

4:03

4:31

3:32
5:09
3:58
3:47
4:42
5:23

9:11

9:09

9:04

9:05
9:27

9:02
11:11
9:45
11:12
9:40
9:42

10:23

9:47

9:24

9:28

9:28

9:21
9:39

9:12

9:15

9:19

9:24

10:38

9:28

9:17

9:27

9:19

9:38

9:16

9:08

9:22

9:30

9:12

9:45

9:11

9:14
9:43
9:15
9:00
10:27
9:10

13:28

9:45

10:28

9:29
10:45

10:31

10:45
12:17
11:16
11:12

11:49

11:32

11:22

11:48

11:50

11:24
12:45

10:48

10:14

10:50

10:03

11:19

10:54

9:53

10:45

10:30

10:51

10:41

10:23

11:47

10:43

10:21

11:11

10:20

10:33
10:37
10:14
9:43
10:50
9:37

14:46

13:12

14:11

13:57
14:59

12:29

14:24
14:44
13:56
14:03

13:41

14:32

14:41

15:13

15:12

14:10
13:05

13:31

15:08

15:01

14:27

15:43

15:00

12:01

15:40

14:54

14:43

15:31

15:06

13:38

14:45

14:59

15:14

14:51

14:05
15:46
14:12
13:30
15:32
15:00

15:40

13:32

14:45

14:07
15:45

13:28
12:43
15:10
15:27
15:09
15:00

14:38

15:36

15:58

16:27

16:36

15:05
14:04

14:32

15:55

15:47

14:56

16:16

16:07

12:30

16:48

15:49

15:44

16:34

16:09

14:44

15:49

15:59

16:17

15:48

15:16
16:00
14:34
14:00
15:42
15:15

相模湾における中深層および近底層生物の環境生
物学的研究
ダブルBSRの起源とガスハイドレード安定領域の
変動要因の解明
初島沖長期ステーション周辺の深海環境変動観測及び
リアルタイム深海底ネットワーク観測技術の開発研究
駿河湾におけるアケビガイを優占種とした底生生
物群集の生態調査と群集成因の解明
相模湾化学合成生物群集のバイオマス評価
特徴のある地形地質・視界・潮流・急崖などを体
験し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
各機器作動試験
海上試験実施要領による各機器の作動試験
海上試験実施要領による各機器の作動確認
海上試験実施要領による各機器の作動確認
海上試験実施要領による各機器の作動確認
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
中層及び海底の観察
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
特徴ある地形地質・視界・潮流・急崖などを体験
し、運航技術の取得と機器操作の慣熟訓練
ガスハイドレートの分解、生成過程に伴う冷湧水
形成と斜面崩壊（テクトニクス）の解明
ガスハイドレートの分解、生成過程に伴う冷湧水
形成と斜面崩壊（テクトニクス）の解明
ガスハイドレートの分解、生成過程に伴う冷湧水
形成と斜面崩壊（テクトニクス）の解明
ガスハイドレートの分解、生成過程に伴う冷湧水
形成と斜面崩壊（テクトニクス）の解明
熱水生態系の現存量及び生産量と生物群集の生物
多様性に関する研究
熱水生態系の現存量及び生産量と生物群集の生物
多様性に関する研究
熱水生態系の現存量及び生産量と生物群集の生物
多様性に関する研究
熱水生態系の現存量及び生産量と生物群集の生物
多様性に関する研究
熱水生態系の現存量及び生産量と生物群集の生物
多様性に関する研究
熱水生態系の現存量及び生産量と生物群集の生物
多様性に関する研究
沖縄トラフの熱水フジツボ類エボシガイ亜目及び
ハナカゴ亜目とその起源の研究
熱水生態系の現存量及び生産量と生物群集の生物
多様性に関する研究
熱水生態系の現存量及び生産量と生物群集の生物
多様性に関する研究
熱水生態系の現存量及び生産量と生物群集の生物
多様性に関する研究
特徴のある地形・熱水噴出孔及び生物群集での操
船技術の習得と機器操作の慣熟訓練
化学合成生態系と光合成生態系におけるエネルギー調査
化学合成生態系と光合成生態系におけるエネルギー調査
化学合成生態系と光合成生態系におけるエネルギー調査
富山湾における天然及び放流トヤマエビの分布生態調査
富山湾における天然及び放流トヤマエビの分布生態調査

2000.11.29

2000.12.1

2000.12.2

2000.12.3
2000.12.4

2000.12.5
2001.3.22
2001.3.23
2001.3.24
2001.3.26
2001.3.27

2001.4.2

2001.4.4

2001.4.5

2001.4.6

2001.4.8

2001.4.9
2001.4.12

2001.4.14

2001.4.16

2001.4.17

2001.5.7

2001.5.8

2001.5.9

2001.5.11

2001.5.16

2001.5.17

2001.5.18

2001.5.20

2001.5.21

2001.5.22

2001.5.24

2001.5.25

2001.5.26

2001.5.28

2001.5.29
2001.7.1
2001.7.2
2001.7.3
2001.7.5
2001.7.6
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

1283
1284

1285
1286

1287
1288
1289
1290
1291
1292

1293

1294

1295

1296

1297

1298

1299

1300

1301

1302

1303
1304
1305
1306
1307
1308
1309
1310
1311
1312
1313
1314
1315
1316
1317
1318

1319

1320

1321

1322
1323

1324

1325
1326
1327

1328
1329
1330
1331

研究
研究

研究
研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究

研究

研究

研究
研究

研究

研究
研究
研究

沈降
試験
試験
試験

道西沖
道西沖

道西沖
道西沖

道西沖
道西沖
道東沖
道東沖
道東沖
道東沖

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
小笠原諸島
駿河湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾

相模湾

相模湾

相模湾

相模湾
相模湾

相模湾

相模湾
相模湾
相模湾

横須賀港
相模湾
相模湾
駿河湾

後志海山
後志海山

後志海山
後志海山

後志海山
後志海山
襟裳海底谷
襟裳海底谷
釧路海底谷
釧路海底谷

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山
明神海丘
水曜海山
水曜海山
水曜海山
水曜海山
水曜海山
水曜海山
水曜海山
水曜海山
妻良沖
妻良沖
妻良沖
妻良沖
相模海丘
初島北東沖

相模トラフ

初島南東沖

相模トラフ

相模トラフ
初島南東沖

相模トラフ

初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖

横須賀第３区
初島南東沖
相模トラフ
松崎沖

1139
713

877
555

790
1891
329
791
810
415

1387

1387

1384

1387

1383

1386

1387

1387

1387

1386

1386
1398
1385
1387
1382
1384
1386
1386
1383
1386
860
560
394
556
831
1021

1450

1186

1450

1452
1173

1450

1187
1199
1200

1
1201
1431
1970

1139
712

877
540

790
1891
318
791
810
415

1387

1359

1377

1385

1382

1386

1372

1375

1385

1386

1384
1397
1385
1369
1380
1383
1386
1386
1382
1369
859
560
394
556
462
1021

1448

1170

1448

1447
1173

1450

1169
1164
1163

1201
1429
1970

松本
千葉

大野
松本

植木
大野
松本
光藤
松本
光藤

千葉

大野

松本

植木

大野

松本

植木

大野

松本

千葉

植木
光藤
千葉 
光藤
大野
植木
光藤
光藤
大野
松本
千葉
大野
松本
植木
千葉
松本

千葉

松本

大野

千葉
植木

松本

光藤
植木
光藤

松本 
千葉 
大野 
松本

千葉
植木

水井
千葉

千葉
水井
千葉
水井
千葉
水井

植木

水井

千葉

千葉

千田

水井

千葉

千葉

水井

千田

大野
植木
千田
千葉
水井
千葉
千田
水井
松本
千葉
千葉
植木
千田
大野
水井
千葉

千田

水井

植木

千田
大野

水井

千葉
松本
千葉

植木 
水井
千葉 
千田 

小川　麻里
三宅　裕志

井上　勲
D.J.Lindsay

長沼　毅
D.J.Lindsay
柳本　卓
濱津　友紀
濱津　友紀
柳本　卓

角皆　潤

岡村　慶

田中　明子

下島　公紀

角皆　潤

岡村　慶

下島　公紀

中村　光一

木下　正高

中村　光一

木下　正高
飯笹　幸吉
丸山　明彦
難波　謙二
桑原　朋彦
内海　真生
砂村　倫成
掛川　武
石橋　純一郎
東　陽介
D.J.Lindsay
藤田　敏彦
遠藤　宜成
杢　雅利
D.J.Lindsay
三宅　祐志

中塚　武

岩瀬　良一

Petra Heinz

加藤　義久
岩瀬　良一

嶋永　元裕

加藤　千明
三輪　哲也
三輪　哲也

上原　篤
近藤　友栄
俵　経
菊谷　茂

慶應義塾大学
海洋科学技術センター

筑波大学
海洋科学技術センター

広島大学
海洋科学技術センター
北海道区水産研究所
北海道区水産研究所
北海道区水産研究所
北海道区水産研究所

北海道大学

京都大学

産業技術総合研究所

電力中央研究所

北海道大学

京都大学

電力中央研究所

産業技術総合研究所

海洋科学技術センター

産業技術総合研究所

海洋科学技術センター
産業技術総合研究所
産業技術総合研究所
東京大学
筑波大学
筑波大学
産業技術総合研究所
東北大学
九州大学
産業技術総合研究所
海洋科学技術センター
国立科学博物館
東北大学
東京大学海洋研究所
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

北海道大学

海洋科学技術センター

Tuebingen　大学

東海大学
海洋科学技術センター

東京大学海洋研究所

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

三菱重工神戸造船所
日本海洋事業(株)
日本海洋事業(株)
日本海洋事業(株)

43°35.50'N
43°34.00'N

43°34.00'N
43°35.50'N

43°36.50'N
43°39.00'N
41°41.00'N
41°40.00'N
42°44.50'N
42°51.50'N

28°34.50'N

28°34.50'N

28°34.50'N

28°34.30'N

28°34.30'N

28°34.30'N

28°34.30'N

28°34.30'N

28°34.30'N

28°34.30'N

28°34.30'N
32°06.00'N
28°34.30'N
28°34.30'N
28°34.30'N
28°34.30'N
28°34.30'N
28°34.30'N
28°34.30'N
28°34.30'N
34°39.00'N
34°40.00'N
34°40.00'N
34°40.00'N
35°10.00'N
35°03.50'N

35°01.00'N

35°00.00'N

35°01.00'N

35°01.00'N
35°00.00'N

35°01.00'N

35°00.00'N
35°00.00'N
35°00.00'N

35°00.23'N
35°00.80'N
34°43.30'N

139°35.00'E
139°33.00'E

139°33.00'E
139°34.50'E

139°33.00'E
139°32.50'E
143°38.00'E
143°49.00'E
144°18.50'E
144°17.50'E

140°38.50'E

140°38.50'E

140°38.50'E

140°38.50'E

140°38.50'E

140°38.50'E

140°38.50'E

140°38.50'E

140°38.50'E

140°38.50'E

140°38.50'E
139°52.00'E
140°38.50'E
140°38.50'E
140°38.50'E
140°38.50'E
140°38.50'E
140°38.50'E
140°38.50'E
140°38.50'E
138°39.50'E
138°41.50'E
138°41.50'E
138°41.50'E
139°23.00'E
139°13.00'E

139°21.50'E

139°13.50'E

139°21.50'E

139°21.50'E
139°13.50'E

139°21.50'E

139°13.50'E
139°13.50'E
139°13.50'E

139°13.59'E
139°21.70 'E
138°34.82'E

5
4

6
5

5
5
4
3
3
3

7

5

5

7

5

5

7

6

5

5

5
5
5
5
5
5
5
5
5
4
5
3
3
3
7
3

4

3

3

5
4

3

3
4
3

－
5
3
5

0.2
0.4

0.2
0.5

0.3
0.2
1.4
2.8
2.9
1.8

3.1

3.3

3.2

3.2

3.3

3.3

3.3

3.4

3.3

3.4

3.3
4.2
3.5
3.5
3.4
3.5
3.6
3.4
3.7
3.4
3.7
5.1
7.7
4.7
6.7
3.2

2.5

3

2.6

2.7
3.4

2.6

2.8
2.8
2.8

－
3
2.4
1.8

6:14
6:05

6:24
6:15

5:57
7:02
5:49
6:35
6:24
5:37

5:53

5:57

7:05

5:53

6:19

6:31

6:47

6:14

6:21

6:28

6:26
6:57
6:45
6:39
6:24
5:59
6:14
6:03
6:56
6:15
5:56
6:01
4:29
2:43
6:22
6:31

5:05

6:28

5:30

4:19
6:00

6:25

6:39
6:27
6:18

1:26
3:18
4:54
6:17

5:03
3:33

5:29
3:11

5:04
0:48
5:05
5:25
4:59
4:58

3:39

3:50

4:49

2:50

4:11

4:24

1:35

4:05

4:17

4:24

4:11
4:56
4:33
4:18
4:17
3:48
4:12
4:02
4:47
3:16
4:45
4:54
3:44
1:17
4:45
1:21

2:54

4:25

3:00

2:02
3:53

3:58

2:38
4:14
3:51

1:36
2:38
3:15

9:16
9:18

9:16
9:07

9:06
9:09
9:15
9:08
9:11
9:01

9:22

10:02

9:17

11:35

9:17

9:14

9:16

9:13

9:14

9:15

9:32
9:07
9:21
9:19
9:28
9:37
9:02
10:06
8:57
10:09
9:19
9:05
11:31
9:07
9:00
9:01

10:06

8:52

8:59

8:51
8:56

8:54

9:13
9:14
9:16

10:37
8:47
9:23
10:19

10:11
11:39

10:03
12:00

9:48
14:13
9:46
9:51
10:01
9:24

10:36

11:12

10:25

13:40

10:29

10:23

13:31

10:23

10:20

10:19

10:49
10:16
10:32
10:32
10:34
10:44
10:03
11:09
10:09
11:52
10:06
9:53
12:07
10:17
9:57
13:35

11:14

10:03

10:30

10:04
10:18

10:20

12:25
10:35
10:49

9:45
10:43
12:00

15:14
15:12

15:32
15:11

14:52
15:01
14:51
15:16
15:00
14:22

14:15

15:02

15:14

16:30

14:40

14:47

15:06

14:28

14:37

14:43

15:00
15:12
15:05
14:50
14:51
14:32
14:15
15:11
14:56
15:08
14:51
14:47
15:51
11:34
14:42
14:56

14:08

14:28

13:30

12:06
14:11

14:18

15:03
14:49
14:40

11:21
13:21
15:15

15:30
15:23

15:40
15:22

15:03
16:11
15:04
15:43
15:35
14:38

15:15

15:59

16:22

17:28

15:36

15:45

16:03

15:27

15:35

15:43

15:58
16:04
16:06
15:58
15:52
15:36
15:16
16:09
15:53
16:24
15:15
15:06
16:00
11:50
15:22
15:32

15:11

15:20

14:29

13:10
14:56

15:19

15:52
15:41
15:34

12:03
12:05
14:17
16:36

化学合成生態系と光合成生態系におけるエネルギー
調査
中深層性および近底層生物の環境生物学的研究
化学合成生態系と光合成生態系におけるエネルギー
調査
中深層性および近底層生物の環境生物学的研究
化学合成生態系と光合成生態系におけるエネルギー
調査
中深層性および近底層生物の環境生物学的研究
海底谷における底魚類の分布状態の観察
海底谷における底魚類の分布状態の観察
海底谷における底魚類の分布状態の観察
海底谷における底魚類の分布状態の観察
物理・化学環境の時間変動観測による島弧型熱水
環境系の様式の推定
物理・化学環境の時間変動観測による島弧型熱水
環境系の様式の推定
物理・化学環境の時間変動観測による島弧型熱水
循環系の様式の推定
物理・化学環境の時間変動観測による島弧型熱水
循環系の様式の推定
物理・化学環境の時間変動観測による島弧型熱水
循環系の様式の推定
物理・化学環境の時間変動観測による島弧型熱水
循環系の様式の推定
物理・化学環境の時間変動観測による島弧型熱水
循環系の様式の推定
物理・化学環境の時間変動観測による島弧型熱水
環境系の様式の推定
物理・化学環境の時間変動観測による島弧型熱水
循環系の様式の推定
物理・化学環境の時間変動観測による島弧型熱水
循環系の様式の推定
物理・化学環境の時間変動観測による島弧型熱水
循環系の様式の推定
明神海丘カルデラにおける黒鉱型鉱床の研究
水曜海山における島弧型海底熱水系の化学・微生物学
水曜海山における島弧型海底熱水系の化学・微生物学
水曜海山における島弧型海底熱水系の化学・微生物学
水曜海山における島弧型海底熱水系の化学・微生物学
水曜海山における島弧型海底熱水系の化学・微生物
水曜海山における島弧型海底熱水系の化学・微生物学
水曜海山における島弧型海底熱水系の化学・微生物学
水曜海山における島弧型海底熱水系の化学・微生物学
大陸斜面における中層・海底生態系の相互作用
大陸斜面における中層・海底生態系の相互作用
大陸斜面における中層・海底生態系の相互作用
大陸斜面における中層・海底生態系の相互作用
中深層生物及び近底層生物の環境生物学的研究
中深層生物及び近底層生物の環境生物学的研究
堆積物－水境界における物質環境ならびに生物・
堆積過程の研究
相模湾初島沖深海底長期変動観測および観測技術
の開発
堆積物－水境界における物質環境ならびに生物・
堆積過程の研究
堆積物－水境界における物質環境ならびに生物・
堆積過程の研究
相模湾初島沖深海底長期変動観測及び観測技術の開発
堆積物－水境界における物質環境ならびに生物・
堆積過程の研究
微生物および生物細胞における高圧環境下への進
化適応の現場実験
深海多細胞生物の組織培養に関する研究
深海多細胞生物の組織培養に関する研究
沈降試験実施要領に基づき、各機器の作動試験を行っ
た｡
海上試験方案に基づき､各機器の作動確認を行った｡
海上試験方案に基づき、各機器の作動確認を行った。
海上試験法案に基づき、各機器の作動確認を行った。

2001.7.18
2001.7.19

2001.7.20
2001.7.22

2001.7.23
2001.7.24
2001.8.6
2001.8.7
2001.8.8
2001.8.9

2001.8.25

2001.8.26

2001.8.27

2001.8.28

2001.8.29

2001.9.1

2001.9.2

2001.9.5

2001.9.6

2001.9.14

2001.9.15
2001.10.3
2001.10.6
2001.10.10
2001.10.11
2001.10.12
2001.10.13
2001.10.14
2001.10.23
2001.10.24
2001.11.14
2001.11.15
2001.11.16
2001.11.17
2001.11.19
2001.11.20

2001.11.23

2001.11.24

2001.11.25

2001.11.26
2001.11.28

2001.11.29

2001.12.3
2001.12.4
2001.12.5

2002.3.20
2002.3.21
2002.3.22
2002.3.25
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

1332

1333
1334
1335
1336
1337
1338
1339
1340

1341

1342
1343

1344

1345

1346

1347

1348

1349
1350
1351
1352

1353

1354
1355

1356

1357
1358

1359

1360

1361

1362

1363
1364

1365

1366

1367

1368
1369
1370
1371
1372
1373
1374
1375
1376
1377
1378
1379

試験

訓練
訓練
研究
研究
研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究
研究
研究
研究

研究

研究
研究

研究

研究
研究

研究

研究

研究

研究

研究
研究

研究

研究

研究

研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究
研究

駿河湾

相模湾
相模湾
駿河湾
駿河湾
駿河湾
相模湾
相模湾
相模湾

相模湾

南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島

南西諸島
南西諸島
南西諸島
南西諸島
南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ
南海トラフ

松崎沖

相模トラフ
初島南東沖
土肥沖
妻良沖
松崎沖
初島南東沖
相模トラフ
相模トラフ

相模トラフ

伊平屋凹地北部
伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地北部

伊平屋凹地
伊平屋凹地北部
伊平屋凹地
鳩間海丘

鳩間海丘

鳩間海丘
黒島海丘頂部

黒島海丘頂部

黒島海丘頂部
鳩間海丘

鳩間海丘

黒島海丘頂部

鳩間海丘

鳩間海丘

黒島海丘頂部
黒島海丘頂部

黒島海丘頂部

黒島海丘頂部

黒島海丘頂部

黒島海丘頂部
鳩間海丘
黒島海丘頂部
鳩間海丘
本宮山海底谷
本宮山海底谷
本宮山海底谷
志摩海脚
第２渥美海丘
第２天竜海丘
第２渥美海丘
志摩海脚

1971

1451
1223
1526
531
1970
1046
1451
1447

1450

1052
1031

1016

1040

1395

1020

1054

1399
1049
1395
1523

1523

1523
665

645

644
1524

1525

647

1507

1524

654
654

654

644

655

646
1520
654
1522
1195
1149
1186
1125
1190
692
1068
1245

1971

1447
1162
1526
531
1970
856
1449

1450

1050
1030

997

1040

1390

1020

1052

1393
1017
1376
1523

1523

1523
652

637

644
1524

1522

642

1492

1506

654
642

640

632

638

640
1473
641
1522
1193
1134
1182
1117
1160
692
1055
1219

植木

千田
植木
大野
千葉
松本
大野
植木
松本

大野

植木
松本

大野

植木

松本

千葉

大野

松本
松本
植木
千葉

植木

光藤 数也
千葉 水井

植木

光藤
植木

千葉

光藤

千葉

植木

光藤
植木

植木 博文

松本 恵太

植木 博文

松本 恵太
千葉 和宏
植木 博文
松本 恵太
植木 博文
松本 恵太
千葉 和宏
千葉 和宏
光藤 数也
千葉 和宏
植木 博文
千葉 和宏

水井

松本
千葉
千葉
植木
千田
千葉
千葉
千田

千葉

千葉
千田

千葉

千葉

千田

植木

千葉

千田
植木
大野
光藤

千田

水井
水井

千田

千葉
千田

水井

千葉

水井

千田

千田
水井

千葉 勝志

千田 要介

千葉 和宏

千葉 勝志
千田 要介
千葉 勝志
千田 要介
千葉 和宏
千葉 勝志
千田 要介
水井 吉之
植木 博文
水井 吉之
光藤 数也
水井 吉之

大野　芳生

千葉　和宏
大野　芳生
D.J.Lindsay
三宅　裕志
D.J.Lindsay
D.J.Lindsay
中塚　武
D.J.Lindasy

北里　洋

藤岡　換太郎
高井　研

千葉　仁

高井　研

土居　克実

稲垣　史生

平山　仙子

布浦　拓郎
渡慶次　睦範
渡慶次　睦範
土田　真二

藤原　義弘

加藤　憲二
藤倉　克則

溝田　智俊

大越　健嗣
藤倉　克則

山中　寿朗

中山　典子

藤原　義弘

LaszIo G Toth

松本　良
牧　陽之助

町山　栄章

岩瀬　良一

Kevin　M.Brown

町山　栄章
山本　啓之
宮崎　淳一
石橋　純一郎
荒井　晃作
倉本　真一
荒井　晃作
岩渕　洋
芦　寿一郎
倉本　真一
芦　寿一郎
岩渕　洋

日本海洋事業(株)

日本海洋事業(株)
日本海洋事業(株)
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
海洋科学技術センター
北海道大学
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
海洋科学技術センター

岡山大学

海洋科学技術センター

九州大学

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター
九州大学
九州大学
海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

静岡大学
海洋科学技術センター

岩手大学

石巻専修大学
海洋科学技術センター

九州大学

北海道大学

海洋科学技術センター

静岡大学

東京大学
岩手大学

海洋科学技術センター

海洋科学技術センター

スクリップス研究所

海洋科学技術センター
聖マリアンナ医科大学
筑波大学
九州大学
産業技術総合研究所
産業技術総合研究所
産業技術総合研究所
海上保安庁水路部
東京大学海洋研究所
産業技術総合研究所
東京大学海洋研究所
海上保安庁水路部

34°43.30'N

35°00.85'N
35°00.23'N
34°55.00'N
34°40.40'N
34°43.30'N
35°00.95'N
35°00.85'N
35°00.85'N

35°00.85'N

27°47.48'N
27°47.50'N

27°47.50'N

27°47.50'N

27°33.00'N

27°47.50'N

27°47.50'N

27°33.00'N
27°47.50'N
27°33.00'N
24°51.55'N

24°51.50'N

24°51.50'N
24°08.00'N

24°08.00'N

24°08.00'N
24°51.50'N

24°51.50'N

24°08.00'N

24°51.50'N

24°51.50'N

24°08.00'N
24°08.00'N

24°08.00'N

24°08.00'N

24°08.00'N

24°08.00'N
24°51.50'N
24°08.00'N
24°51.50'N
34°22.00'N
34°23.00'N
34°22.00'N
33°56.50'N
33°51.00'N
34°04.00'N
33°51.50'N
33°56.50'N

138°34.82'E

139°21.70'E
139°13.59'E
138°39.00'E
138°41.70'E
138°34.82'E
139°13.50'E
139°21.70'E
139°22.36'E

139°21.70'E

126°53.90'E
126°54.00'E

126°54.00'E

126°54.00'E

126°58.00'E

126°54.00'E

126°54.00'E

126°58.00'E
126°54.00'E
126°58.00'E
123°50.50'E

123°50.50'E

123°50.50'E
124°11.50'E

124°11.50'E

124°11.50'E
123°50.50'E

123°50.5'0E

124°11.50'E

123°50.50'E

123°50.50'E

124°11.50'E
124°11.50'E

124°11.50'E

124°11.50'E

124°11.50'E

124°11.50'E
123°50.50'E
124°11.50'E
123°50.50'E
137°39.50'E
137°41.50'E
137°39.50'E
136°55.00'E
137°22.00'E
137°47.50'E
137°22.50'E
136°49.00'E

4

3
4
3
4
2.5
4
3
－

3

5
5

7

5

6

5

6

6
5
6
5

5

4
5

6

5
4

5

5

5

6

7
6

4

7

6

6
5
6
5
4
4
5
4
7
5
5
4

2

2.3
2.9
2.6
6.9
2
3.8
2.6
－

2.5

4.2
4.2

4.2

4.3

3.9

4.4

4.2

3.9
4.8
4
3.8

3.8

3.8
7.8

7.8

8.2
3.8

3.9

6.8

3.8

3.8

7.5
7.4

8.6

8.4

8.5

8.5
3.8
8.9
3.8
2.8
2.8
3.1
3.1
2.8
3.9
2.9
3

7:14

7:16
6:29
7:28
5:47
8:09
6:32
6:36
7:41

4:44

6:38
5:55

6:59

5:49

6:11

5:58

6:30

7:21
6:17
4:32
5:34

7:47

6:58
5:38

5:11

5:43
6:42

6:54

6:01

6:34

7:10

5:46
5:24

5:35

5:30

5:21

5:47
7:15
5:26
3:58
6:42
6:18
7:02
6:49
6:22
5:48
6:17
7:00

4:14

4:40
0:36
0:55
3:27
1:03
0:26
4:09

1:46

4:29
3:57

5:22

4:06

3:53

4:26

4:52

5:13
4:40
2:20
2:57

5:30

4:34
-5:33

3:45

4:35
4:19

4:37

4:55

4:03

4:48

4:40
3:49

4:15

4:22

4:14

4:27
4:16
3:53
1:42
5:02
4:47
5:29
4:59
4:37
4:43
4:37
5:11

9:26

9:15
10:06
9:09
9:14
8:57
9:08
9:22
9:00

12:34

9:27
10:24

9:01

9:36

9:29

9:14

9:20

9:23
9:20
10:35
9:22

9:25

10:43
9:23

11:52

10:16
10:32

9:54

9:38

9:03

9:26

9:24
9:16

9:26

9:25

9:31

9:25
9:24
9:15
8:40
9:17
9:39
9:08
9:21
9:19
9:14
9:20
9:12

11:03

10:35
15:09
14:39
11:17
14:34
14:39
10:42

14:30

10:47
11:39

9:49

10:33

10:40

9:59

10:13

10:31
10:12
11:52
11:59

10:38

11:57
9:57

12:44

10:49
11:44

11:00

10:10

10:25

10:41

9:57
10:17

10:15

10:03

10:06

10:15
11:12
10:11
9:49
10:22
10:38
10:02
10:19
10:21
9:50
10:17
10:13

15:17

15:15
15:45
15:34
14:44
15:37
15:05
14:51

16:16

15:16
15:36

15:11

14:39

14:33

14:25

15:05

15:44
14:52
14:12
14:56

16:08

16:31
4:24

16:29

15:24
16:03

15:37

15:05

14:28

15:29

14:37
14:06

14:30

14:25

14:20

14:42
15:28
14:04
11:31
15:24
15:25
15:31
15:18
14:58
14:33
14:54
15:24

16:40

16:31
16:35
16:37
15:01
17:06
15:40
15:58
16:41

17:18

16:05
16:19

16:00

15:25

15:40

15:12

15:50

16:44
15:37
15:07
14:56

17:12

17:41
15:01

17:03

15:59
17:14

16:48

15:39

15:37

16:36

15:10
14:40

15:01

14:55

14:52

15:12
16:39
14:41
12:38
15:59
15:57
16:10
16:10
15:41
15:02
15:37
16:12

各機器の作動が、良好であることを確認した。
海底でのマニピュレータ操作訓練・航走訓練及び
中層生物をターゲットとした操船訓練を行った。
中層にて生物の観察及び採集訓練を行った。
中層・近底層の生物観察及び採集訓練を行った。
中層・近底層の生物観察及び採集を行った。
中層･近底層の生物観察及び採集を行った
中層･近底層の生物観察及び採集を行った｡
現場測定装置設置・回収及び採水・採泥を行った。
中層･近底層の生物観察及び採集を行った｡
観察しながら航走し、現場測定器の回収及び柱状
採泥を行った。
航走しながら観察し,採水・採泥・生物採集及びＳ
ＡＨＦの設置を行った。
航走しながら観察し採水及びＳＡＨＦの設置を行った。
観察しながら航走し、採水及びチムニーの採取を
行った。
観察しながら航走し、自己記録式温度計付現場培
養装置の設置及び採水を行った。
観察しながら航走し､採水及び生物のサンプリング
を行った｡
観察しながら航走し、自己記録式温度計付現場培
養装置の回収及び、採水を行った。
観察しながら航走し、採水・採泥及び生物の採集
を行った。
観察しながら航走し、採水・採泥及び生物の採集
を行った。
観察しながら航走し、生物及び岩石の採集を行った。
観察しながら航走し、生物の観察及び採集を行った。
観察しながら航走し、生物の観察及び採集を行った。
観察しながら航走し、化学進化セット及びデフュ
ージョンチャンバーの設置・生物採集を行った
航走しながら観察し、放流ネット等の設置、採水
・採泥・生物採集及び岩石採取を行った。
観察しながら航走し､生物の観察及び採集を行った｡
観察しながら航走し、放流ネット・デフュージョン
チャンバーの設置及び採水・生物採集を行った。
観察しながら航走し、放流ネットの設置及び採水
・生物採集を行った。
観察しながら航走し、採水及び生物採集を行った。
観察しながら航走し、放流ネットの設置・採水及
び生物採集を行った。
観察しながら航走し､放流ネット及びディフュージ
ョンチャンバーの回収､生物採集･採水を行った｡
観察しながら航走し、化学進化セットの設置及び
放流ネットの回収を行った。
観察しながら航走し、生物採集及び放流ネットの
回収を行った。
観察しながら航走し､採水･採泥･生物採集及び岩石
採取を行った｡
観察しながら航走し、採泥及び生物採集を行った。
ガスハイドレートの分解イベントとそれに伴う冷
湧水形成・循環プロセスの解明
ガスハイドレートの分解イベントとそれに伴う冷
湧水形成・循環プロセスの解明
ガスハイドレートの分解イベントとそれに伴う冷
湧水形成・循環プロセスの解明
ガスハイドレートの分解イベントとそれに伴う冷
湧水形成・循環プロセスの解明
化学合成生態系における生物生産力の定量化研究
化学合成生態系における生物生産力の定量化研究
化学合成生態系における生物生産力の定量化研究
南海トラフ巨大地震発生帯の総合研究
南海トラフ巨大地震発生帯の総合研究
南海トラフ巨大地震発生帯の総合研究
南海トラフ巨大地震発生帯の総合研究
南海トラフ巨大地震発生帯の総合研究
南海トラフ巨大地震発生帯の総合研究
南海トラフ巨大地震発生帯の総合研究
南海トラフ巨大地震発生帯の総合研究

2002.3.26

2002.4.1
2002.4.2
2002.4.5
2002.4.6
2002.4.7
2002.4.9
2002.4.10
2002.4.11

2002.4.12

2002.4.22
2002.4.23

2002.4.24

2002.4.26

2002.4.27

2002.4.30

2002.5.1

2002.5.2
2002.5.14
2002.5.15
2002.5.27

2002.5.28

2002.5.29
2002.6.1

2002.6.2

2002.6.3
2002.6.5

2002.6.6

2002.6.7

2002.6.9

2002.6.10

2002.6.13
2002.6.14

2002.6.21

2002.6.22

2002.6.23

2002.6.24
2002.6.28
2002.6.30
2002.7.1
2002.7.27
2002.7.28
2002.7.29
2002.8.6
2002.8.7
2002.8.8
2002.8.9
2002.8.10
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潜水調査船「しんかい2000」潜航記録

DIV
No.

年月日 目的 最大深度
m

着底深度
m

船  長 補助者 同  乗  者 所 属 機 関 潜航
時間

海底
時間

着底
時間

離底
時間

浮上
時刻

備　　考
潜航
開始
時間

緯　度 経　度
経　度

視程m 水温
海　域

1380

1381

1382

1383

1384

1385

1386

1387

1388

1389

1390

1391

1392

1393

1394

1395

1396

1397

1398
1399
1400
1401
1402
1403
1404
1405
1406
1407
1408
1409
1410
1411

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練
訓練

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

小笠原諸島

相模湾

相模湾

相模湾

相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾
相模湾

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

水曜海山

須美寿島沖

須美寿島沖

須美寿島沖

須美寿島沖

初島南東沖

相模トラフ

初島南東沖

相模トラフ
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖
相模トラフ
相模トラフ
初島南東沖
初島南東沖
初島南東沖

1387

1385
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